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１．本研究の目的

　スポーツ基本法（2010）制定以来，国レベルで
はスポーツ基本計画（2012）が策定され，日本体
育協会においても「スポーツ宣言日本」が採択さ
れた．そこには21世紀における新たなスポーツの
理念，価値や目的が唱道されている．これまでも
スポーツの価値（価値観，価値意識）については，
スポーツ社会学や心理学，経営学等において数多
くの実証的な研究が行われてきた．しかしこれま
での研究が対象としてきたスポーツは，「するス
ポーツ」や一部の競技者に限定的であり，スポー
ツ基本法を始めとした新たなスポーツ諸政策にお
けるスポーツの価値とは必ずしも一致していな
い．例えば「みるスポーツ」や「まちづくり」，「国
際交流」といった視点からの議論は，従来のスポー
ツの価値に関する実証的研究には包含されていな
い．そこで本研究プロジェクトでは，21世紀の新
たなスポーツの価値論に基づき，実証的なレベル
で研究のツールとなる「スポーツ価値意識評価尺
度」を開発し，日本人のスポーツ価値意識に影響
を与える要因を探るとともに，国際比較研究を行
う．
　中西（2012）は，近年のスポーツ政策の中で示
されているスポーツ概念の内容に対してKJ法を
用いて分類した結果，個人的価値，教育的価値，
社会・生活向上価値，経済的価値，国際的価値お
よび鑑賞的価値の６つをスポーツの価値として演
繹している．本研究プロジェクトでは，従来の研
究領域を超えてスポーツの価値に関する研究成果

（以下，スポーツの価値研究と言う）をレビュー
するとともに，中西（2012）の研究を参考にしな
がら，改めてスポーツ基本法，スポーツ基本計画，
スポーツ宣言日本や日本体育協会が６月に策定予
定の新たな指針等のドキュメント分析を通して，

21世紀のスポーツが標榜するスポーツの価値の構
成概念を導出する（１年目）．次に，それらを価
値意識のレベルで実証研究ができるように操作化
し，妥当性・信頼性のある「スポーツ価値意識評
価尺度」を開発し，日本人のスポーツ価値意識に
影響を与える要因を探る（２年目）．最後に，スポー
ツの価値意識に関する国際比較研究（３年目）を
行う．本研究によって体罰，暴力やセクシャルハ
ラスメントなど，未だスポーツ界が根絶できない
問題に対して，その根底にある価値意識からのア
プローチになることも期待できる．

２．第１報の構成

　第１章（菊ほか）では，1970年代以降のスポー
ツ社会学におけるスポーツの価値研究をレビュー
し，これまでのスポーツ社会学におけるスポーツ
の価値研究の系譜を俯瞰する．その結果，実証的
な研究は主に競技者を中心とした「するスポーツ」
の視点から，個人的なレベルの研究が行われてき
たことを指摘し，これからはスポーツをめぐる社
会的な環境の変化に対応し，未来を志向し，文化
としてスポーツが存在することの妥当性（Legiti-
macy）を基礎づけるスポーツの価値研究の必要性
を主張している．また実証研究へのアプローチ（次
年度以降）についても有用な指摘をしている．
　第２章（中西）では，近年の政府やスポーツ統
括団体のスポーツ政策で用いられているスポー
ツ概念のKJ法による内容分析から，個人的価値，
教育的価値，社会・生活向上価値，経済的価値，
国際的価値および鑑賞的価値の６つをスポーツの
価値として演繹している．これらの６つの価値が，
以前のスポーツ政策と比較して，どのように拡大，
変化してきたのかを論じ，我が国におけるスポー
ツの価値に関する方向性を指摘している．
　第３章（作野・霜島）では，いくつかの自治体
における政策の事例分析にもとづいて，国のス
ポーツ基本法やスポーツ基本計画の制定以降，自

はじめに
木村　和彦１）

１）早稲田大学
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治体におけるスポーツ政策におけるスポーツの価
値がどのように変化したのかを透写し，住民に最
も身近な自治体のスポーツ政策におけるスポーツ
の価値の捉え方が，するスポーツのみに留まらず，
みるスポーツや支えるスポーツに拡大してきてい
ることを指摘している．
　第４章（藤田・望月）では，代表的なスポーツ
の価値としての“教育的価値”に焦点を当て，主
に学習指導要領におけるスポーツの価値の捉え方
の変遷と学校体育・スポーツにおけるスポーツの
価値研究をレビューしている．
　第５章（松岡論文）では，トップレベルの競技
大会やプロスポーツの観戦といった，みるスポー
ツに焦点を当て，スポーツ観戦者の特性，日本の

みるスポーツの現状，みるスポーツの個人的価値，
社会的価値および教育的価値に関する研究を包括
的にレビューしている．
　第６章（木村論文）では，主にユネスコ国際憲
章，米・カナダのコンセンサスレビュー，海外に
おけるスポーツの価値に関するスポーツ心理学の
研究をレビューし，尺度構成に向けた若干の検討
を行っている．

資　料　編

・ スポーツ政策から見た中国のスポーツ価値観
（崔）

・ 日本のメディアにおけるスポーツの価値・価値
意識に関する文献レビュー（醍醐）
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１．なぜ今，スポーツ価値意識なのか？

　社会学分野において，スポーツ価値意識が問わ
れるのは，この問題が「社会的状況との関連で
捉えることが重要」（今村・押本，1991, p.136）１）

だからである．そもそもわが国において明治期以
降，「スポーツ」と呼ばれる文化が移入されて以来，
それは教育の手段として存在してきたことはよく
知られたことだ．近代日本の文化形成は，近代的
価値形成を求める教育制度によって後進国国家か
らいかに早く脱却して欧米先進諸国の仲間入りを
するかに向けられ，結果的にはそれは戦後日本に
おいてさらに強化される．そのような文脈からわ
が国のスポーツは，常に体育として存在し，およ
そ1980年代までは体育的価値とスポーツ的価値の
区別すらあまり意識されたことがないと言ってよ
い歴史的経緯をもつ．それを教育的価値と文化的
価値との混同，あるいは文化的価値を手段とする
教育的価値への一体化（統合化）ととらえてもよ
いであろう．
　このような背景から，学術領域においても体育
社会学とスポーツ社会学の学術的パラダイムの区
別／異同はあまり意識されることはなかった．ス
ポーツ価値意識は，体育という客体の性能によっ
て表現される教育的な制度的価値によって規範化
されるから，その規範意識こそがスポーツ価値意
識だと前提される．これがいかに制度的な（ある
意味で強制的・抑圧的な）価値意識であるのかは，
いったん学校（体育授業や運動部活動）という制
度を離れてしまえば，むしろその規範意識から離
れようとする欲求性向が，多くの子どもたちを支
配し，体育的価値と一体化されたスポーツから遠
ざかってしまうことからも明らかであろう．した
がって，スポーツ価値意識研究の端緒は，既存の
体育社会学という学術領域の肯定や前提からは問

われない傾向にあった．スポーツ価値意識研究は，
上記のような規範的な制度的価値意識を相対化す
る社会現象（例えば，「生涯スポーツ社会」とい
うフレーズの誕生）を通した体育批判の社会学と
いう視点から，スポーツ主体の欲求性向を出発点
とする「文化」としてのスポーツという認識の重
要性を求める社会的状況の出現によって顕在化し
たのである．その結節点は，1970年代後半から80
年にかけて『体育社会学研究』誌上で展開された
一連の「スポーツ社会化」に関する国際比較研究
であった２）．
　教育におけるスポーツの価値，すなわち体育的
価値を相対化して，社会におけるスポーツの価値
を「社会化」というキーワードで探究した1980年
前後は，少なくとも先進諸国において，国際的に
スポーツ価値意識をスポーツ主体の欲求性向の側
面から多様にとらえようとする動きが始まった嚆
矢と考えられるのである．だとすれば，それから
30年余を経た21世紀における現在のスポーツ価値
意識研究の，スポーツ社会学研究における独自性
とは何なのか．本章は，いまだにわが国の生涯ス
ポーツ推進（プロモーション）が実りある成果を
上げていない現在を「失われた30年の課題」３）と
して意識しながら，80年代に提起されたスポーツ
価値意識概念の再検討をはじめとする社会学的研
究の諸課題を提示し，スポーツ価値意識尺度形成
に向けた展望を論じるものである．

（文責　菊　幸一）

文　　　献

１） 今村浩明，押本賢一（1991）スポーツ価値意
識と喜び．千葉大学教育学部研究紀要39，
pp.127−139.

２） 体育社会学研究会編（1977）スポーツ参与の社
会学．体育社会学研究６，pp.1−142.

３） 菊幸一（2013）日本の生涯スポーツ−失われた
30年への課題−．人間会議29，pp.91−95.

１．体育・スポーツ社会学からみたスポーツ価値意識研究の現状と課題
菊　　幸一１）　　茂木　宏子２）　　功刀　　梢２）

１）筑波大学
２）筑波大学大学院人間総合科学研究科博士後期課程
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明らかすることにつながる」ものとして捉えてお
り，一見すると「スポーツ価値意識」と同様の意
味内容で使用されているように思われるが，その
詳細な定義については明確にされていない．
　国内研究における２つ目の問題点としては，研
究対象が「する」スポーツ，特に競技スポーツ選
手や体育専攻の学生に偏っていることがあげられ
る．それによって，得られる結果も必然的に競技
スポーツ選手の価値意識に偏っており，日本人の
スポーツ価値意識の一側面のみを捉える結果と
なっている．しかしながら，研究の考察からはそ
のような偏りに対する自覚は全く見受けられず，
むしろ「競技スポーツに対する意識が高い＝ス
ポーツの価値観が高い」といった図式を何の疑い
もなく肯定したり，擁護したりしようとする研究
者も多い．その要因は，どこにあるのであろうか．
　日本的スポーツに対するイメージとして一般的
に挙げられるのは，岸野雄三による，①勝敗主義
②自虐主義　③修養主義　④娯楽性の排除　⑤排
他主義　⑥自己喪失，あるいは菅原禮による，①
求道主義　②勝利主義　③精神主義，上杉正幸に
よる，①精神主義　②自虐主義　③修養主義　④
全力主義などである．もちろん，日本的スポーツ
のイメージはこれだけにとどまらないが，上記の
諸点がその共通イメージのなかで支配的であるこ
とは確かであると多々納10）は述べている．これ
らは，封建制度，儒教，武士道等の日本の風土，
歴史，文化を背景として，特に明治以降の学校体
育のなかで形成されていったものだからである．
とはいっても，国民全般の生活意識の変化や青少
年の価値志向の変化により，現在ではこれらの伝
統的なイメージにも変化が生じているのは確かな
のだが，それにもかかわらず，依然として数多く
のスポーツ競技にそのイメージはついてまわるは
なぜなのか．それは，学校体育の中で発展してき
たわが国スポーツにおいて，垂直的な人間関係（タ
テ関係）が脈々と存在してきたからであり，その
タテ関係こそ「社会を構成する要素のうち最も変
化しにくいもの」11）だからである．
　このように，わが国のスポーツ価値意識研究が

「する」スポーツからの視点に偏っているという
ことは，したがって第３の問題点を生み出す．す

２．スポーツ価値意識に関する調査研究の実
態と問題点

２．１　国内研究における問題点
　まず，スポーツ価値意識に関する国内研究にお
ける問題点について取り上げたい．１つ目の問題
点としては，「スポーツ価値意識」とは何か，ど
のような意識のことを指すのか，その概念を明確
に規定しないままに使用している研究が多いこと
である．ゆえに，「スポーツ観」や「スポーツの
価値観」，「スポーツ価値志向」といった周辺の用
語についての概念規定もなされておらず，それら
と「スポーツ価値意識」との関係性も曖昧なまま
論を進めている研究が数多く見受けられる１）〜8）．
　それでも，「スポーツ観」「スポーツ価値観」「ス
ポーツ価値志向」がそれぞれどのようなニュアン
スで使い分けされているかを通覧すると，まず「ス
ポーツ観」について青木１）は，「スポーツ観は人々
が抱くスポーツに関する意味や価値の観念」であ
り，「スポーツ文化の正当性や相対的な文化的価
値序列を形成する中核的な観念」であるとして，
スポーツの相対的な意義や価値に焦点をあてたも
のであると主張している．その点で，スポーツそ
のものに内在する意味や価値に焦点を当てた「ス
ポーツ価値意識」の研究とは異なる趣旨であるこ
とを暗示してはいるものの，その差異は明示され
てはいない．
　次に，「スポーツ価値観」について見てみると，
市村６）らは，スポーツ価値観を「望ましいスポー
ツ態度を形成している要因」として，スポーツ態
度との関連で捉えている．それは，Lee et al. ９）

が作成した態度尺度を測定するための質問紙を使
用する場合に多く見受けられるようである．ここ
でも，「スポーツ価値意識」と「スポーツ価値観」
との関係性は述べられておらず，また川北５），市
村６）が述べているように，これによってLee et 
al. ９）の質問紙を用いたものの調査対象年齢や競
技レベルの違い，文化の差等によって得られる結
果に違いが生じてしまった可能性が示唆されてい
る．最後に，「スポーツ価値志向」という用語に
ついて永木7）は，「各種スポーツに内在する文化
的価値に基づいた実践者の価値判断や価値基準を
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収集される資料が分析に十分なものであるかどう
かの検討や，どのような視点にたって結果を考察
していくかといった方法論的問題が挙げられる．
　これらに対して，小谷・多々納の研究は，国際
比較研究の意義を踏まえて適切な方法論に基づい
ていると言える．この研究は，スポーツ集団に見
られる日本的価値意識を明らかにすることを目的
とし，同じアジア圏から韓国を，異文化圏から西
ドイツを取り上げて国際比較している．その結果
として，日本よりも韓国のほうが「甘え意識」や「タ
テ社会意識」が高く，日本以上に「日本的」であ
ることや，また，西ドイツとの比較では，日本的
価値意識について両国共通の部分が少なからず見
られたことが明らかとなっている．つまり，日本
的価値意識は確かに存在するが，それを日本だけ
の独自のものであるとか，特殊なものであると強
調するのは誤りであり，グローバルな視点に立っ
て常に変化していく日本のスポーツ状況を見据え
て，スポーツに対して参加者がどのような価値意
識をもっているのかをとらえていくことが大切で
あると考察している．

２．３　まとめ
　これまで見てきたように，わが国におけるス
ポーツ価値意識研究は多くの問題点を抱えてい
る．まず国内研究においては，３つの問題点が挙
げられた．まず１つ目は，「スポーツ価値意識」
の概念が曖昧であること，したがって「スポーツ
観」や「スポーツの価値観」，「スポーツ価値志
向」といった周辺の用語についての概念規定もな
されないままに論を進めている研究が数多く見受
けられることである．次に２つ目の問題点として
は，研究対象が「する」スポーツ，特に競技ス
ポーツに偏っており，日本人のスポーツ価値意識
のほんの一側面のみを捉える結果となってしまっ
ていることである．それは，日本のスポーツが明
治期以降の学校体育の中で発展してきたものであ
ること，つまり軍事力を高めるための体力養成と
してスポーツが利用され，勝敗主義，自虐主義，
修養主義などが美徳とされてきたことが大きな要
因であると言えよう．現在では，国民全般の生活
意識や青少年の価値志向が変化しているにもかか

なわち，「みる」または「ささえる」スポーツか
らの研究が著しく少ないということである．小泉
ら12）は，ある大学生を対象に質問紙調査を行い，

「する」だけでなく「みる」「ささえる」スポーツ
の価値を対象者は認めているものの，「ささえる」
に関してのみ実際の活動には表れていない実態を
報告している．その他に，「みる」スポーツに関
しては，その価値を高めるマネジメント技法を明
らかにしている齊藤13）の研究が見受けられるが，
やはり「ささえる」スポーツの価値に関する研究
は見当たらなかった．

２．２　国際比較研究における問題点
　次に，国際比較研究における問題点について取
り上げてみたい．まず１つ目の問題点としては，
国内研究を一覧して明らかになったように，伝統
的なスポーツのイメージに基づく限定的な視点か
らの研究がほとんどであるため，スポーツ価値意
識に関する国際比較研究が，国内研究に比べて圧
倒的に少ないということである．主要なものとし
て，浅沼14），山村・今野15），小谷・多々納16）等の
研究が挙げられる程度である．
　１つずつ見ていくと，浅沼の研究は，日本，韓
国，中国の３か国を対象に体育専攻学生のスポー
ツ価値意識を比較検討している．それによって日
本の体育専攻学生のスポーツ価値意識を捉え，今
後の体育系大学の進む方向に示唆を与えてくれる
ものとしているが，なぜ同じアジア圏である韓
国と中国を選択したのかについての理由は示され
ておらず，サンプルの確保が比較的容易であった
ためと言えなくもない．その点を踏まえて山村ら
は，日本と国民性や文化，風土などが大きく異な
る英国を対象としてスポーツ価値意識の量的な比
較を行っている．しかしながら，山村ら自身も考
察しているように，英国の十分なサンプル数が確
保できなかった点，質問紙の妥当性の確認ができ
なかった点，また，異文化間研究の方法として「エ
ティック（人々の文化から独立して共通なもの）」
と「イーミック（ある文化に特有なもの）」を挙
げているが，この研究はイーミックなものに偏っ
ている点を指摘し，量的調査の今後の課題である
としている．ゆえに，２つ目の問題点としては，
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２） 中島憲子，海野勇三，村末勇介，鐘ヶ江淳一，
口野隆史（2010）スポーツ・リテラシー研究へ
の一視角−スポーツに対する価値意識とス
ポーツ観との関連から−，中村学園大学・中
村学園大学短期大学部研究紀要42, pp.137−
146.

３） 三戸範之（2003）大学生のスポーツの価値観に
関する研究，秋田大学教育文化学部研究紀要
教育科学部門58, pp.49−55.

４） 亀田里奈，吉川政夫（2006）スポーツの競技価
値観に関する心理学的研究−スポーツ競技者
の競技価値観尺度の作成−，東海大学紀要体
育学部36, pp.111−119.

５） 川北準人，羽鳥健司，近藤明彦，市村操一
（2010）スポーツにおけるポジティヴな社会的
態度の決定要因としての価値観と達成目標,
東京成徳大学研究紀要17, pp.123−133.

６） 市村操一，川北準人，石村郁夫，浦井孝夫，
羽鳥健司，近藤明彦（2013）スポーツにおける
ポジティヴな社会的態度の決定因としての価
値観と達成目標．東京成徳大学研究紀要20，
pp.1−13.

7） 永木耕介，靏林幸喜，千駄忠至，山崎俊輔，
薮根敏和（1997）柔道実践者のスポーツ価値志
向に関する実証的研究−特に伝統性と近代性
の視点から−，武道学研究30（2），pp.1−8.

8） 濱田臣二，靏林幸喜，李鍾坦，許光洙，権會
奉（2005）日韓剣道実践者のスポーツ価値志向
に関する研究,北九州高等専門学校研究報告
38，pp.119−124.

９） Lee, M.J., Whitehead,  J.,  Ntoumanis, N., 
& Hatzigeorgiadis,A.（2008）Relationships 
Among   Values, Achievement Orientation, 
and Attitudes  in Young Sport,  Journal  of 
Sport and Exercise Psychology 30, pp.586−
610.

10） 多々納秀雄（1988）スポーツ活動の実態と価値
意識に関する国政比較研究（1）−「日本的ス
ポーツ」論の認識論的・方法論的諸課題−, 
健康科学10, pp.91−101.

11） 森康司（2002）大学運動部員のジェンダー観−
スポーツ価値意識との関連を中心に−，人間

わらず，これらの伝統的な価値意識は依然として
日本のスポーツ界に根深く存在し続けている．し
たがって，３つ目の問題点は，「みる」または「さ
さえる」スポーツの価値意識研究の少なさである．
特に，「ささえる」スポーツの価値に関する研究
は見当たらないという現状であった．
　次に，国際比較研究においては，２つの問題点
が挙げられた．１つ目は，上記で明らかになった
ように，「する」スポーツや伝統的な価値意識か
らの偏った研究がほとんどであり，国際比較研究
の数は国内のものに比べて圧倒的に少ないことで
ある．そして２つ目は，収集される資料が分析に
十分なものであるかどうかの検討や，どのような
視点にたって結果を考察していくかといった方法
論的な問題である．
　これらの問題点を踏まえて，多々納10）は，今
後の，わが国のスポーツ論にとっての有効なアプ
ローチのひとつは，国際比較研究であろうと述べ
ている．それは，「従来の方法論的欠陥のいくつ
かを克服し，日本的スポーツにもっとも一般的に
見られたり，もっとも特有にみられたり，あるい
は頻繁にみられる，さまざまなレベルでのデータ
の収集を可能にするもの」だからである．そし 
て，国際比較研究の意義は，「諸国間のスポーツ
にみられる相互の共通性や相違性を明確にするこ
とが第一の目的」であり，それによって「わが国
のスポーツ自体に見られる特性の理解と説明の進
展が可能となる」のである．その方法論として多々
納が第一に挙げているのが，視点や分析枠組みの
明示である．
　よって，次章では，日本のスポーツ価値意識研
究がどのような視点や分析の枠組みをもって行わ
れてきたのかを整理する．まずは，「スポーツ価
値意識」の概念についてどのような定義がなされ
てきたのか，そこからどのような分析の枠組みが
生まれてきたのかを探っていく．

（文責　功刀　梢・菊　幸一）

文　　　献

１） 青木邦男（2003）高校運動部員のスポーツ観と
それに関連する要因,体育学研究48, pp.207−
223.
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る．事物は価値「である」のではなく，価値「が
ある」のであると考えられるべきである．そして，
価値が客体の側にあることを明示することによっ
て，価値に対応する主体の側の要因は「価値意識」
として，価値そのものから概念上区別されるべき
であると述べている．
　この考えを受けて上杉は，価値意識を以下のよ
うに定義している．「価値意識とは，ある客体の
属性を望ましいと考える主体の意識である」２）と．
そして，「望ましい」「望ましさ」「欲求」「みたす」
という言葉と関連して，欲求の主体についての説
明を加えている．欲求の主体には，「〜したい」
という主観的欲求・願望を基準とする立場と，「〜
すべし」という客観的規範を基準とする立場との
間に対立がみられる．前者は，個人を主体として，
価値を個人の欲求に還元する快楽主義といわれる
立場であり，後者は，集団を主体として，価値を
当為にもとめる道徳主義といわれる立場である．
しかし，この対立は，価値というものを個人によ
る直接的選択の基準としてとらえるか，集団によ
る媒介的選択の基準としてとらえるか，という着
眼の相違にもとづくものであって，それぞれがそ
の全貌を説明しようとしたところに無理があった
ことを指摘し，したがって，価値を現象分析のた
めの方法的手段と考え，それぞれの一面性につい
ての自覚さえはっきりさせておけば，両者は互い
に両立しうるものであると述べている．そして，
両者が両立するということは，価値が欲求と規範
の橋渡し概念であるということを示している．

３．１．２　「スポーツ価値意識」の概念
　先に規定した概念に従って，上杉は，スポーツ
の価値について以下のように定義している．「ス
ポーツの価値は個人または集団の欲求を満たすこ
とで望ましいとされる，スポーツの客観的属性と
いえる」２）．したがって，スポーツ価値意識とは，
スポーツの属性を望ましいと考える主体の意識で
あると考えることができる．そして，これまでの
スポーツ価値意識論に関する反省を踏まえて，具
体的な命題を挙げてその誤りを指摘している．た
とえば，「スポーツは価値である」という命題は，
スポーツの価値が属性概念ではなく，実体概念と

科学共生社会学2, pp47−61.
12） 小泉昌幸，伊藤巨志（2004）大学生のスポーツ

行動の価値意識に関する一考察, 新潟工科大
学研究紀要9, pp.107−112.

13） 齊藤隆志（2009）みるスポーツの価値を高める
マネジメント, 体育・スポーツ経営学研究23, 
pp.1−9.

14） 浅沼道成（1992）体育専攻学生のスポーツ価値
意識に関する国際比較研究−日本・韓国・中
国を対象に−，岩手大学Artes  liberales 51, 
pp.185−200.

15） 山村伸，今野亮（2009）スポーツ価値意識の因
子分析的研究−日英の中高生におけるYSVQ
因子構造の検討−，Wellness Journal 5（1）, 
pp.46−50.

16） 小谷寛二，多々納秀雄（1991）スポーツ集団に
みられる日本的価値意識の再検討，水産大学
校研究報告39（２・３），pp.119−131.

３．スポーツ価値意識の概念と研究系譜

３．１　1980年代までの研究
３．１．１　「価値」および「価値意識」の概念
　価値および価値意識というものの概念について
整理していきたい．1980年代までの主要な研究と
しては見田宗介と上杉正幸のものが挙げられる
だろう．まず見田は，価値について，「主体の欲
求をみたす，客体の性能」１）であると定義してい
る．そして，この一文を以下のように説明してい
る．ここで「主体」とは，個人または社会集団で
ある．ここで「欲求」とは，道徳的，芸術的，社
会的欲求を含むあらゆる分野において，あるもの
を「のぞましい」とする傾向のすべてである．こ
こで「みたす」とは，直接に欲求の対象である場
合のみならず，欲求をみたす手段ないし条件とし
て間接的に「のぞまれる」場合をふくむ．ここで「客
体」とは，価値判断の対象となりうる一切のもの
であって，実在的，非実在的な物体，状態，事件，
行為，人間，社会集団，衝動，観念，思想体系な
どでありうる．価値とは客体そのものではなく客
体の性能とすることによって，価値を「のぞまし
いもの」ではなく「のぞましさ」であると定義す
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してとらえられている点で誤りである．「スポー
ツは価値がある」という命題は，スポーツの属性
を価値としてとらえている点では妥当であるが，
スポーツの属性すべてを価値として一般化する恐
れがある．また，「スポーツの価値は勝利である」
という命題は，勝利が主体の欲求を満たす場合，
関連を持たない場合，満たさない場合が考えられ，
そのうちどれが現実妥当性をもつかは，実証に
よってはじめて判明することであって，スポーツ
の諸属性は，主体の欲求に照らされるまでは価値
的に無色であると述べている．そして最後に，「ス
ポーツの価値は体力の向上，人格の育成である」
という命題については，価値と機能を混合してい
る点で誤りであると指摘している．機能とは，客
体のはたらきであり，価値とは客体の属性である．
このように両者が混同されるということは，両者
が密接な関係にあることを示しているが，またこ
の両者は以下の点ではっきりと区別される必要が
あると主張している．それは，両概念がものの領
域を示すものではなく，ものの見方・分析拠点を
示すものだからである．つまり，価値は客体の属
性であり，価値概念はスポーツ行動におけるさま
ざまな選択過程を浮かび上がらせる一方で，機能
は客体の構成要素間の相互連関によって遂行され
るはたらきであり，機能概念はスポーツ行動にお
ける構成要素間の相互連関過程を浮かび上がらせ
るからである．

３．１．３　「スポーツ価値意識」の類型化
　上記概念を基にして，次に上杉は，スポーツ価

値意識研究の分析枠組みを示すための類型化を
行った３），４）．この類型化に関する研究は，これま
で大きく２つの方向に分かれており，１つは，人
間能力の極限を問題とするか否かによって，競技
本位のスポーツ観と楽しみのためのスポーツ観と
に分類する立場と，もう１つは，スポーツが正当
性の根拠をどこにおいているかによって，スポー
ツ手段論とスポーツ目的論とに分類する立場であ
る．上杉は，この２つの立場の志向基準を明確に
しつつ，それを統合する方向でより体系的な価値
意識モデルを構築した．
　まず，競技本位のスポーツ観と楽しみのための
スポーツ観については，スポーツ欲求を長期的関
心に立って充足させるか，短期的関心に立って充
足させるかという志向基準に関する選択であると
考えることができる．そこで，禁欲的な鍛練をへ
たうえでスポーツ欲求を充足させようとする志向
を「禁欲志向」，即座にその場で気軽にスポーツ
欲求を充足させようとする志向を「即時志向」と
呼んでいる．次に，スポーツ目的論とスポーツ手
段論は，スポーツの目的を遊戯の世界に限定する
か，社会生活との関連においてとらえるかという
志向基準に関する選択であると考える．そこで，
スポーツを遊戯と考え，遊戯それ自体の目的を一
義的にとらえる志向を「遊戯志向」，社会的目的
の達成を一義的にとらえる志向を「世俗志向」と
呼ぶ．そして，数量化理論Ⅲ類によるパターン分
析を行い，禁欲志向と即時志向，遊戯志向と世俗
志向の各々が別個の選択基準に関わるものである
ことを確認したうえで，この２軸を直交的にとら

即
時
性

世俗性

禁
欲
性

【レクリエーション型】即時的な
スポーツ欲求の充足過程を通して
何らかの世俗的目的を達成しよう
とするスポーツ価値意識

【世俗内禁欲型】禁欲的鍛錬を経
たスポーツ欲求の充足過程を通し
て何らかの世俗的目的を達成しよ
うとするスポーツ価値意識

【レジャー型】即時的にスポーツ
欲求そのものを充足しようとする
スポーツ価値意識

【アゴン型】禁欲的鍛錬を経てス
ポーツ欲求そのものを充足しよう
とするスポーツ価値意識

遊戯性

図１　スポーツ価値意識の四類型
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えたスポーツ価値意識の四類型を示した（図１）．
　図の右上から，第Ⅰ型を「世俗内禁欲型」と名
付けている．これは，禁欲志向と世俗志向によっ
て特徴づけられる意識であり，卓越性の獲得とい
うスポーツ欲求の充足をめざして禁欲的な関連を
行う過程で，何らかの世俗的目的を達成しようと
するスポーツ価値意識である．次に第Ⅱ型は，「ア
ゴン型」と名付けている．これは，禁欲志向と遊
戯志向によって特徴づけられ，卓越性の獲得とい
うスポーツ欲求の充足をめざし，禁欲的な鍛練の
なかで能力の向上を図ろうとするスポーツ価値意
識である．次に第Ⅲ型は，「レジャー型」と名付
けている．これは，即時志向と遊戯志向によって
特徴づけられ，現在の自己の能力の範囲内でス
ポーツ欲求をたちどころに充足させようとするス
ポーツ価値意識である．最後に第Ⅳ型は，「レク
リエーション型」と名付けている．これは，即時
志向と世俗志向によって特徴づけられ，現在の自
己の能力の範囲内でスポーツ欲求をたちどころに
充足する過程を通して，何らかの世俗的目的を達
成しようとするスポーツ価値意識である．

３．１．４　�「世俗内禁欲型」−道・修行の精神と
の関係性

　その後上杉は，上記のようなスポーツ価値意識
の四類型を用いて，大学生のスポーツ価値意識の
分析を行っている５），６）．その結果，大学生のスポー
ツ価値意識は四類型に多様化しており，運動部所
属経験の有無がそれに関連するひとつの要因であ
ることを指摘し，経験年数が長くなるほど「世俗
内禁欲型」意識が強く，経験年数が少ない，また
は運動部無所属になるほど「レジャー型」意識が
強くなることを明らかにしている．そして「世俗
内禁欲型」の１つとして「苦しみのスポーツ価値
意識」というものを挙げ，その意識体系と道・修
行の思想との関連を考察している7）．
　「苦しみのスポーツ価値意識」とは，精神主義，
自虐主義，修養主義，全力主義が相互に関連性を
もって構成しているひとつの価値意識体系であ
り，スポーツによる人間形成を中核として，その
ための苦しみの受容を特徴としている．説明する
ならば，「スポーツでは身体や技術よりも精神が

大切であり，精神は厳しい鍛錬によって高められ
る．したがって，厳しい鍛錬を自ら求め，その苦
しさを乗り越えることが大切である．そしていか
なる場合にも全力をつくせば，結果の如何にかか
わらず人間的成長につながるのであり，スポーツ
は人間形成を目指して行うことが大切である」と
する意識のことである．そしてこの精神の重視，
苦しみの受容，修養の強調，努力の重視などは，
何もスポーツに限らず日本人の生活行動の諸側面
にみられる意識であるとして，その基盤を考える
ために道および修行の精神を取り上げて検討して
いる．
　まず，道とは，なにをやろうがそれが深まって
いけば往きつくところは一つになるのだという哲
学であり，人間的向上，成長を強調する思想であ
る．そして，この道をきわめるための方法が修行
であり，身心一体不可分の状態を目指してまず身
体を重視し，一定の形のなかで身体を鍛錬するこ
とによって心を鍛錬するものである．これをス
ポーツに当てはめてみると，スポーツを道と考え
るならば，スポーツを一生懸命に行えばすべてに
通じる真理をつかみ，人間的に成長できるという
ことになる．そこから，スポーツを通しての人間
形成を大切にする修養主義が生まれてくる．そし
て，それを目指すための修行は，スポーツの練習
や訓練ということになり，身心一如の状態を目指
してひたすら身体を鍛錬するのである．その結果，
スポーツにおいて身体よりも精神を大切とする精
神主義と，苦しい鍛錬に耐えることが大切である
とする自虐主義が生まれてくる．そして，スポー
ツにおいて結果よりも過程で全力を尽くすことが
大切とする全力主義も，鍛錬に打ち込めば真理に
達することができるとする修行思想の現れであ
る．この修養主義，精神主義，自虐主義，全力主
義は「苦しみのスポーツ価値意識」の構成要素で
あるとすでに述べられていることから，「苦しみ
のスポーツ価値意識」とは，道および修行の思想
から生まれたものであるとの考察に至っている．

３．２　1990年代以降の研究
　ここまで，見田と上杉を中心に，1980年代まで
のスポーツ価値意識理論に関する研究をまとめて
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きたが，それでは1990年代以降，スポーツ価値意
識研究はどのように発展していったのか，新たな
理論の形成はなされていたのかについて確認して
いきたい．ここでは，主に今村ら8）と田島９），10）

等の研究を取り上げていく．

３．２．１　価値意識と「楽しさ」「生きがい」「喜び」
　今村らはまず，スポーツの価値における「望ま
しさ」という側面と「望まれる」という側面に着
目している．スポーツの持つ非日常的性質は，制
度的な「望ましさ」の基準を最も理想的に表現す
ることを可能にするとともに，他方では制度的価
値による拘束からの解放を最も充全な形で実現す
るがゆえに，多くの人々によって「望まれる」の
である．このパラドクスは，拘束力の強い伝統的
スポーツ価値への志向と，流動的即自的な享楽的
スポーツ価値への志向との間に見ることができ
る．そして，この「望ましさ」の要素と「望まれ
る」要素とを統一する契機や条件として，「喜び」
という概念に注目し，その属性としての「楽しさ」
や「生きがい」との関連についても明らかにして
いる．
　まず，「楽しさ」と価値意識との関連を考察す
るにあたり，チクセントミハイ（M. Csikszent-
mihalyi）の「楽しさ」の定義を引用している．楽
しさとは，内発的動機による没入体験である．そ
れは，スポーツや遊びにとどまらず，仕事におい
てもあらわれるのであり，重要なのは，仕事か遊
びかではなく，「外発的報酬による満足」か「内
発的報酬による楽しみ」かであるという考え方で
ある．これはまさしく「望ましいもの」と「望ま
れるもの」との統合であると今村らは述べてお
り，われわれは「望ましいもの」と「望まれるも
の」とを共に楽しむことができることを主張して
いる．
　次に，「生きがい」という概念についてである
が，先の「楽しさ」と比較しながら整理してい
る．まず空間的な視点では，「楽しさ」が他者の
存在を必ずしも前提としないのに対して，「生き
がい」は利他的気分を伴うことから自−他の関係
を前提としている．次に時間的な視点からみると，

「楽しさ」がその瞬間ごとに生じる情緒を指すの

に対して，「生きがい」は現在から未来への展望
が含まれており，比較的長期の時間的経過の中か
ら生じる感情であるとしている．また，行為を支
える欲求は，「楽しさ」も「生きがい」もともに
内発的ではあるが，その欲求を統制・維持するう
えで，「楽しさ」の場合は特定の対象に対する注
意の集中が重要であるが，「生きがい」の場合は
望ましいことを実践しているという規範意識が重
要である．さらに目標に関していえば，「楽しさ」
は個人の技能水準と釣り合っていることから手軽
であり，したがってフィードバックも円滑である
が，「生きがい」は若干の困難を伴い，したがっ
てフィードバックの流れに多少の抵抗感を与えて
いる．最後に，価値意識との関係でいえば，「生
きがい」は規範意識（望ましい）の介在が重要で
あるが，欲求性向（望まれる）が加わると生きが
いは強化される．これに対して，「楽しさ」は欲
求性向（望まれる）の介在が重要であるが，それ
に規範意識（望ましい）が加わると楽しさにより
深い意味が付与され，「生きがい」と同質の感情
が生じるとし，「楽しさ」と「生きがい」を二律
背反的な概念としてではなく，連続体として理解
すべきだと主張している．
　この点をおさえた上で，「喜び」という概念に
ついては，それを「楽しさ」と「生きがい」を包
括する上位概念として位置付けている．その理由
は，一般に「楽しさ」とは行為の過程に伴う感情
であるが，「健康の喜び」「愛の歓び」というよう
に「喜び」もまた過程に伴う情感を表す場合があ
ること，「生きがい」は一般には結果に対する満
足であり，その意味で「喜び」とほぼ同義である
が，その過程における困難や苦労，試練を克服し
た満足感を含んでいること，以上のことから，「喜
び」は「楽しさ」と「生きがい」の両者をまたが
る概念と言えると定義している．
　そして最後に，この「喜び」という概念を用いて，
今村らはわが国におけるスポーツ規範の問題点と
今後望まれるスポーツ価値意識について以下のよ
うに考察している．わが国にみられる「世俗内禁
欲型」の伝統的な価値意識は，「排他主義ないし
はタテ関係を主軸とする集団的閉鎖性などの封建
的遺制と結合するところに問題がある」と指摘し
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ながらも，これらの価値意識は困難の克服を主要
な内容とするところから，進歩や成長の喜び，そ
して生きがいの感覚を生む契機となると主張し，
一方，欲求の即座かつ容易な充足を求めてスポー
ツ参与がなされるとすれば，「そこから得られる
喜びは安手かつ一過性のものに終わるか，時には
反規範的な様相を帯びる可能性をも含む」と述べ，
これが無為感などの慢性的欲求不満を蓄積する可
能性を示唆している．そして，これからのスポー
ツ，特に心身の成長発達を目指すべき青少年のス
ポーツにとって真に望まれるのは，規範意識（望
まれるもの）と欲求性向（望むもの）とを結合し
たスポーツ価値意識の形成と，その実践による自
己実現感，真の存在感を伴う深い「喜び」の体験
であり，それは，伝統的な集団閉鎖性や権威主義
に依拠するスポーツ価値意識と安易な享楽主義的
スポーツ価値意識の彼方に構想されるものである
として論を締めくくっている．

３．２．２　スポーツ価値意識と生活満足度
　一方，田島はこれまで多く研究されてきた競技
スポーツ，あるいはスポーツ教育現場の視点から
ではなく，フィットネスクラブおよび地域スポー
ツクラブに焦点を当てて日常的にスポーツを行う
場からの調査を行っている．その際，スポーツは
人々の生活を豊かにする，スポーツを通じて幸せ
になる社会を目指すといった，スポーツの社会的
機能に着目して，その豊かさや幸せというものを

「生活満足度」という概念で捉えている．そして，
スポーツ価値意識がどれほど生活満足度に影響を
与えているかを明らかにすることを研究の目的と
している．スポーツ価値意識と生活意識との関連
を分析することの意義については，上杉も言及し
ており，「スポーツ価値意識は生活意識の一部で
あり，スポーツ価値意識を理解するためには生活
意識の分析が必要となる．また，生活意識の分析
は社会構造の分析につながるものであり，スポー
ツ価値意識と社会構造との関連を明らかにするう
えで，両者の媒介となる生活意識の分析は重要な
ものである」５）と述べている．
　研究の結果として，まずスポーツ価値意識の
パターンについては，フィットネスクラブはレ

ジャー型（43.5％）を，地域スポーツクラブはレ
クリエーション型（71.9％）を志向していること
が示された．そして，生活満足度を規定する影響
力としては，スポーツを目的的に行うか，手段的
に行うかといったスポーツの意義づけ方をあらわ
す軸はあまり強いものではなく，他方の禁欲−即
時志向といったスポーツの行い方をあらわす軸の
ほうが強い規定力を示すという結果が導かれてい
る．つまり，禁欲志向でスポーツに取り組むこと
がスポーツを通じて高い生活満足度につながると
いうわけである．さらに，禁欲志向はスポーツへ
の「やりがい」が強いと言われていることから，
この「やりがい」の強さが生活満足度への強い規
定力をささえているのではないかと考察してい
る．しかしながら，地域スポーツクラブでは50〜
60歳代の主婦層を中心に厳しい鍛錬を否定し，ス
ポーツをあくまでも楽しむものとしてとらえ，禁
欲主義にみられる苦しみを乗り越えたところにあ
る人間形成への志向は見られないという結果も得
られている．このことに関しては，上記の考えに
基づいて，地域スポーツクラブの参加者にとって，
スポーツは各々の「生きがい」にはなっているも
のの，「やりがい」になりえていないのではない
かと推察するに留まっている．

３．３　まとめ
　「スポーツ価値意識」の概念に関するわが国
の研究は，見田宗介，上杉正幸らを中心として，
1980年代までに発展をとげてきたと言える．その
後主要な研究としては，「喜び」という概念に着
目した今村らの研究と，「生活満足度」に着目し
た田島の研究が挙げられるが，どちらも上杉の理
論をベースとしたうえで，それと「喜び」との関
係性，または「生活満足度」との関係性を肯定的
に述べているに過ぎない．つまり，1980年代から
30年以上経た現在においても，価値意識研究にお
ける新たな理論の形成は見られないと言えるだろ
う．
　また，それぞれの研究には問題点がいくつか見
受けられる．今村らの研究は，わが国のスポーツ
が抱える課題に対して，規範意識（望ましいもの）
と欲求性向（望まれるもの）の結合，さらにそこ
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に困難の克服が加わることによって人間的成長や
自己実現につながるという有益な提言がなされて
いるものの，その対象が競技スポーツやスポーツ
教育界に限られており，現代の多様なスポーツの
ニーズに応えるものではない．また，別の見方を
すれば，そうした「喜び」という概念を用いるこ
とによって，日本の競技スポーツに多いとされる

「世俗内禁欲型」を肯定するための理論構成であ
ると言えなくもないのである．
　一方で，田島の研究は日常生活におけるスポー
ツ価値意識を明らかにしようと試みており，これ
までの日本のスポーツ価値意識研究で多く議論さ
れてきた「世俗内禁欲型」とは異なる，「レクリエー
ション型」や「レジャー型」を取り扱っている
点で意義深い．しかしながら，「生活満足度」と
いう概念の規定がなされていないこと，したがっ
て，考察における「生きがい」や「やりがい」の
概念も曖昧であり，「生きがい」よりも「やりがい」
を上位概念としてとらえているという点で，今村
らとの概念の相違点についてより詳しく検討する
必要があるだろう．さらに「やりがい」になりえ
ていない「レクリエーション型」の意識を否定し
ており，結局は禁欲志向でスポーツに取り組むこ
とを奨励する結果となっている．
　以上見てきたように，これまでの価値意識研究
の視点は「する」スポーツ，とくに競技スポーツ
やスポーツ教育界に限られており，そこに多く表
れる「世俗内禁欲型」価値意識の現状を肯定しよ
うと試みてきたに過ぎず，新たな視点の導入や新
たな理論の形成は残念ながら30年以上もなされて
こなかったと言えよう．それほど日本人のスポー
ツ価値意識研究がある特定の分野の人々によっ
て，特定の範囲内でのみ行われ，その考え方に凝
り固まってしまっているということである．つま
り，日本の体育界あるいは体育教育が築き上げて
きた，厳しい鍛錬に耐えることによって人間形成
を目指す「世俗内禁欲型」価値意識の影響力が非
常に強いのであり，その価値意識のもとに育って
きた研究者による研究視点が無意識になされ，そ
の肯定と批判の両極に偏る傾向がみられるのでは
ないかと考えられる．その結果，価値意識尺度の
構成を考える際，「世俗内禁欲型」と「即時型」

あるいは「遊戯型」との関係性，あるいは「即時型」
「遊戯型」から「世俗内禁欲型」への成長のプロ
セスを明らかにしようとする視点はみられないよ
うに思われる．確かに，競技スポーツを離れたと
ころで，「レクリエーション型」「レジャー型」に
ついても取り扱った田島のような研究は見られる
もの，「アゴン型」について述べられている研究
は見あたらなかった．そのこともまた，わが国の
スポーツをコントロールし続けてきた「体育」概
念に基づく価値意識によって，スポーツそれ自体
を目的とするようなスポーツの意義づけや価値づ
けがなされてこなかったことが背景にあるのでは
ないかと考えられるのである．
　上杉は，そのような伝統的な体育概念の社会的
背景として，わが国特有の道・修行の思想がある
ことを指摘している．スポーツを道と考えるなら
ば，スポーツを一生懸命に行えばすべてに通じる
真理をつかみ，人間的に成長できるということに
なる．そして，それを目指すための修行が，スポー
ツの練習や訓練ということになり，身心一如の状
態を目指してひたすら身体を鍛錬するのである．
この道や修行の精神はあらゆる世俗的行為に通じ
ており，はるか昔から日本人の生活行動に強い影
響を与えてきた．つまり，わが国におけるスポー
ツ価値意識研究のパラダイムには，それほど深い
根本的な課題が存在しているということであり，
それにもとづく研究視点のパラダイム・シフトは
容易なことではないということを自覚する必要が
あろう．それを認識しつつも，スポーツ価値意識
研究の新たな地平を切り拓くためには，スポーツ
を取り巻く現状を客観的に捉え，分析する方法的
態度が必要である．その場合，研究者自身もスポー
ツに関する何らかの価値意識を持っていることを
自覚しつつ，その価値意識をも１つの研究対象と
して客観視（detachment）することが必要となっ
てくると考えられる．

　（文責　功刀　梢・菊　幸一）
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識と喜び．千葉大学教育学部研究紀要39, 
pp.127−139.

９） 田島良輝（2001）スポーツ価値意識と生活満足
度との関連性について−フィットネスクラブ
と地域スポーツクラブの比較より−．人間・
エイジング・社会3, pp.95−110.

10） 田島良輝（2003）スポーツ価値意識のパターン
とその関連要因について−フィットネスクラ
ブと地域スポーツクラブの調査より−．人間・
エイジング・社会5, pp.61−78.

４．スポーツ価値意識の主体はだれか

　日本の価値意識研究の礎を築いた見田（1966，
p.17）は，前述したようにその著書の中で価値と
は「主体の欲求をみたす，客体の性能」と定義した．
彼の研究をスポーツ価値意識に応用して補足を加
えた田島（2003，p.62）も，「価値とはあるもの
を望ましいと選択する基準となるもの」と述べて
おり，そこには選択する「主体」と選択される「客
体」が存在する．これらの定義に従えば，価値と
は「主体」と「客体」の関わり合いにおいて発生
するものと捉えることができる．
　では，その価値を意識する「主体」とはだれな
のか．スポーツ価値意識研究を進めるうえで，ま
ずはこの点を明らかにしていく必要があるだろ

う．

４．１　�スポーツ価値意識の主体は「社会」か「個
人」か

　見田（1966，p.17）は，「客体」の性能を判断
する「主体」を，「個人または集団である」とした．
田島（2003，p.63）も「主体とは社会集団，個人
どちらでもかまわない」と述べている．
　しかしその一方で，「価値意識論の一般的，な
いし最大公約数的な目的は，人間行為の理解・予
測・および変革（方向づけ）である．このばあい
行為する『人間』は，自己自身，他の個人，ある
いは社会集団でありうる．たとえばおなじ『変革』

（方向づけ）であっても，問題となっている行為
の主体が他の個人であれば，それは教育・説得な
いし『心理療法』をめぐる一連の問題となる．そ
れが社会集団であれば，社会政策ないし社会運動
の理論となろう．最後にそれが，自己自身にむけ
られるならば，それは実践倫理の問題，ないし

『自己変革』の問題となろう」と見田（1966，p.8）
が言うように，価値を意識する「主体」が誰なの
か−「社会」なのか「個人」なのか−によってそ
の方向性は変わってくる．
　また，見田（1966）によれば，価値それ自体は
実体的な概念ではないが，「超自然的」なもので
も「超神秘的」なものでもない．それはちょうど

「高さ」のようなものであるという．「高いもの，
あれこれの高さをもつものは実在するが，『高さ』
それ自体は実在しない．『高さ』が対象の属性で
あるように，価値もまた対象の属性である．ただ
し，価値が『高さ』『明るさ』『かたさ』などと根
本的に異なる点は，『高さ』などが人びとの意識
から独立した客観的属性であるのにたいし，価値
は，本来人びとの欲求に由来する，主観的属性で
ある．『高さ』が認識によって反映されるのにた
いし，『価値』は人間の評価によって付与される」

（見田，1966，p.19）．つまり，評価する「主体」
次第でその価値は変わり得るのだ．
　このように多くの「客体」は個々の「主体」によっ
て様々な価値判断を下されるが，この価値判断の
総体がその「主体」の価値意識を構成する．一般
に，社会の価値意識は個人や集団の価値意識の集
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積と捉えることができるが，今日，社会と個人の
価値意識は必ずしも一致していないように思われ
る．戦中や戦後間もないころの日本のようにモノ
がなく貧しい生活を強いられた時代には，「欠乏
を満たすこと」それ自体が価値であり，価値意識
の「主体」が個人であろうと社会であろうと，そ
う大差はなかったかもしれない．だが，物質的に
満ち足りた豊かな生活を享受する現代の私たちの
物ごとの考え方や価値意識は，以前とは大きく変
容し多様化，個別化している．これに対応する社
会の価値意識は，どのように変化しているのだろ
うか．

４．２　「社会」にとってのスポーツの価値
　日本の近代スポーツはその多くを欧米の近代ス
ポーツの移入に負っている．その窓口となったの
が，主に軍隊と学校であった．
　幕末期の1856年，徳川幕府は兵力強化のため，
築地に設置した講武所で武術だけでなく西洋式兵
制の研究も行っていた．フランスやイギリスを手
本に歩兵や砲兵，騎兵らの訓練を行ったが，基礎
的な身体能力が不足している日本の兵士には「体
操による訓練も必要」とフランスから招いた軍事
教官団に指摘され，これを導入した．まずは兵士
の身体能力向上の手段として軍隊体操が広く諸藩
に伝播していったという（大熊，2010，p.89）．
　この軍隊体操とは，徒手体操と器械体操（高飛
び，手の届く場への上り下り，ブランコ，馬上飛
び乗り，釣り縄での飛び越し，竿跳び〈＝棒高跳
び〉，欄杆〈＝平行棒〉）であった（木村，2010，
pp.120−121）ことから，明らかにスポーツの移
入の端緒であったことが推察される．
　明治政府になって1872（明治５）年に学制が公
布されると，学校でもその第27条で尋常小学の教
科として「体術」が規定されたのをはじめ，商
業学校，農学校，工学校，鉱山学校，医学校と
いった学校の予科にも「体操」の時間が設けら
れ，徳育の手段として位置づけられるようになっ
た．1878（明治11）年に体操伝習所が設立される
と，近代学校体育は体操を中心にその基礎を整え
ていったのである（大熊，2010，pp.89−92）．
　すでに“近代化”を果たしつつあった欧米列強

諸国と肩を並べるため，中央集権的近代国家の建
設を目指して各種の西洋文明を進んで取り入れた
日本だが，その一方でこれらを体系化して広めて
いくうえで精神的支柱となるべき日本的価値観が
不可欠だった．その日本的価値観が武士道精神で
あったと思われる．
　日本人のスポーツ価値意識においても，武士道
精神は多大な影響を及ぼしたといえる．さまざま
なスポーツにおいて体格や体力に劣る日本人が，
厳しい鍛練を積んで技術を磨き，戦術を駆使して
強豪を相手に果敢に挑んでいく姿はまさに武士そ
のものであり，近代化に際して欧米から移入され
た直後から現在に至るまで，日本においてスポー
ツがしばしば武士道精神になぞらえて解釈される
のはこのためであろう．
　この点について，日本人の近代スポーツの受容
の仕方を究明していくうえで好資料といわれる

「野球害毒論争」から研究を行った小野瀬（2002，
p.61）は，「こうした文化受容の結果，日本人の
スポーツ観には，『勝利主義』『自虐主義』『修養
主義』『娯楽性，自然性の欠如』『自己喪失』といっ
た諸特徴が見られる」と述べている．
　また小野瀬（2002，p.64）は，野球害毒論争は
野球関係者と野球門外漢（多種多様な背景を持つ
人々）の論争であり，「野球史上から一歩踏み出
し，当時の社会的背景を考慮しないことにはこの
論争の意味するところは読み解けない」ともいう．
害毒論争が起きた時代（1911年）は日露戦争の少
し後で，明治から大正へと移り変わろうとしてい
た時代である．政治学者の岡（1992）の研究によ
れば，「青年層の間において『個』の意識がそれ
以前に比して一段と著しい発展」を示す傾向にあ
り，「国民思想，ひいては国民道徳の基礎につい
て疑惑をもつひとびとを生じ，国民道徳の動揺ま
たは衰退を強調するもの，痛歎するものが近頃増
加し，国民道徳の危機を唱えるものさえも生じて
いる」（岡，1992，p.242）という社会状況にあっ
た．日清・日露の両戦争で勝利した日本が，「中
国や欧州に対して自信を持つようになり，国民意
識の高揚を裏付ける固有の道徳の必要性を感じ
た」（堀尾，1987，p.141）ことが，急速な西欧化
に対する反動として明治30年代から盛んに議論さ
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れるようになっていた武士道論と相まって，国民
道徳の再建を武士道精神に求めることになったと
思われる．こうした背景から野球に対する価値意
識をまったく持っていない門外漢たちが批判派の
急先鋒となり，害毒論争に発展したと指摘してい
るのである．
　小野瀬（2002）の分析で興味深いのは，論争の
中で野球を否定する側と肯定する側が主張するそ
れぞれの論理である．否定する側の論理としてや
り玉に挙がったのは，野球の持つ娯楽性だった．
たとえば日本にスウェーデン体操を持ち込んだ体
育学者の永井道明は，「野球は比較的に耽りやす
い，そこで過労，神経衰弱，成績不良，甚だしき
は酒食に荒み，運動服を飾るという弊害も生まれ
るのである」（読売新聞，1911a）と述べている．
　否定論者ではなかったものの嘉納治五郎も，「精
神的の影響如何については学者教育者が既に種々
の利益を羅列したから，吾輩は今更裏書をしない，
唯，歴史的に一種の観念を養成する上に於て，彼
の撃剣柔道と比し，大に遺憾があると思ふ，撃剣
や柔道は，教育上の標準人物たる古武士の関係し
た者で，吾人も修業努力さへすれば，彼等と同様
に向上する事が出来る，野球では国粋的修養が如
何であらうか」（読売新聞，1911b）と教育的価
値の点から批判している．
　一方，肯定する側の一人である早稲田大学野球
部創設者の安部磯雄は，「競技運動には体育とい
ふことと娯楽といふこととの二要素があって，何
れが主であり何れが従であるといふことは言へな
い．若し体育でよいといふことならば，前に陳べ
た如くサンドウの鉄亜鈴でも其目的を達すること
が出来る．然し体育と共に健全なる娯楽をも与ふ
るといふことは教育上重要なる問題である．人間
は何等かの娯楽なくしてはすまないのであるか
ら，なるべく健全なる娯楽を提供するといふこと
を教育家は常に考へて居らねばならぬ．学生が酒
色に近くことを戒むるにも唯禁止的だけでは無効
である．必ず一方に酒色に対抗するだけの有力な
る娯楽を与へねばならぬ．今日の学生は余り野球
に夢中になるから弊害があるといふ浅薄なる議論
をする教育家があるけれども余は野球の長所が此
夢中になるといふ所に在ることを確信して居る」

（東京日日新聞，1911a）との見解を示している．
　早稲田大学野球部エースとして活躍し，日本初
のプロ野球チームを創設した河野安通志は「野球
は此等の運動（撃剣，柔道，テニス等）に比し一
つの特長を持って居る．即ち撃剣，柔道等は一騎
打ちである．又テニスは二人づつの勝負であるが
野球に至っては九人づつの団体競技であるから競
技しつつも其間に共同一致犠牲等の精神を養ふこ
とが出来る」（東京日日新聞，1911b）と，娯楽
性だけでない野球の教育的価値を挙げている．
　また，慶應義塾塾長でのちに文部大臣も務めた
鎌田栄吉は，「野球ではフエーヤープレイと云ふ
ことを尚ぶ卑怯なる振舞は決してなさぬ，紳士ら
しく競技すると云う精神である．是は丁度武士道
の如きであって武士が撃剣をするに当って穢なき
挙動を避け其の争ひや何処迄も正々堂々たりしを
尚んだのも此のフエーヤープレイである」（東京
日日新聞，1911c）と武士道と通じ合う精神を野
球の中に見出している．
　こうした論争を見ていると，野球に代表される
ような近代以降に欧米諸国から移入されたスポー
ツを日本人がどのような価値意識を持って捉えて
いたのかが垣間見えてくるが，その内容は教育性
と娯楽性をスポーツの価値としてどう捉えるかの
問題であった．しかも，教育性を重視して娯楽性
を軽んじるという傾向は，否定論者はもちろん肯
定論者にも多く見られるものであり，100年以上
も昔の論争であるにもかかわらず，今の私たちに
もほぼ違和感なく理解できるのだ．
　ところで，前出した嘉納は1909（明治42）年に
日本人初のIOC委員となり，1911年に自ら初代会
長として大日本体育協会を設立して，オリンピッ
ク大会への参加のみならず，「体育・スポーツに
よる人間教育」「学校体育の充実」「国民体育の振
興」「体育・スポーツによる国際交流」に尽力す
るなど，日本の体育・スポーツの礎を築いた始祖
である（菊，2014，p.3）が，彼がスポーツに対
してどのような価値意識を持っていたのかも，日
本人のそれを考えるうえで押さえておかねばなら
ないだろう．
　1910（明治43）年にまとめた『青年修養訓』で，
嘉納は体育・スポーツの価値について次のように
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記しているという．「筋骨を発達させ身体を強健
にする．自己及び人に対する道徳や品位の向上に
資する．運動の習慣を修学時代以後も継続するこ
とで，心身ともに常に若々しく生活できる」とい
う３点を挙げ，スポーツを行うことを提唱してい
る（真田，2014，p.86）．
　驚くべきは，近代以降，幾度もの戦争を経て政
治体制や社会情勢，人々の生活様式，価値観は激
変したにもかかわらず，100年以上も前に嘉納が
体育・スポーツの価値として提唱したことが，現
代においてもスポーツの価値として一般的に言わ
れていることである．
　日本社会におけるスポーツの基本的な価値は，
ほとんど変化してこなかったのではないだろう
か．

４．３　「個人」にとってのスポーツ価値意識
　では，個人にとってのスポーツ価値意識はどう
なのか．変容したのか否か，変容したのだとした
らそれはどのように変わったのか．この点を「ス
ポーツ観」や「スポーツの価値観」を含め，スポー
ツ価値意識を探る目的で行われた近年の調査研究
から考察してみたい．
　1993年のリーグ創設以来，若者を中心に日本の

“みるスポーツ文化”に多大な影響を与える契機
となったのは，日本プロサッカーリーグ（通称：
Ｊリーグ）であろう．永木ほか（1996）はＪリー
グがブームを巻き起こした直後に，日本の若者の
スポーツに対する態度や価値意識を実証的に把握
しようと，多種目のスポーツ愛好者である大学生
を対象に質問紙法を用いた調査を行い，スポーツ
観の尺度として一応の標準化がなされている先行
研究からスポーツの目的志向性，スポーツ活動実
施の動機，日本人的スポーツ観の３点から分析を
試みた．
　その結果，スポーツの目的志向性としては「楽
しみ志向」が最優先されており，「勝利志向」は
低く，日本人特有として設定した「自己鍛錬志向」
も低かったという．「このことから，日本人的ス
ポーツ観として従来から言われてきた『勝利至上
主義』『鍛錬主義』は強い傾向としてうかがわれ
ない」（永木ほか，1996，p.82）との結論を得た．

　スポーツ活動の動機については，「健康・体力」
「社会的経験」と回答する者が目立っているとい
い，スポーツが健康・体力づくりに役立つ，ある
いは社会性を身につける等の教育的価値に資する
という嘉納が提唱した価値意識（真田，2014）が
いまだ根強いことがうかがえる．
　こうした分析結果から，永木ほか（1996，p.82）
は「スポーツにおける日本人的情緒性および日本
人的人間関係観は，現代の日本の大学生（＝若者）
にも確かにあると指摘できよう」と述べている．
しかしその一方で，修養主義的要因については強
い傾向が見られなかったことから，「これまで伝
統的日本人スポーツ観として論じられてきた修養
主義的価値観が希薄になったとすれば，それが近
年の若者におけるスポーツ観の変容であるといえ
るかどうかという一つの課題を提示する」（永木
ほか，1996，p.82）とも指摘している．
　また，これまでの日本のスポーツ価値観に関す
る研究の多くは，「基準としての価値」と「特性
としての価値」のいずれの立場をとるかについて
あいまいさを残していたことから，三戸（2003）
はスポーツの価値観をその価値体系から明らかに
しようと大学生を対象に調査を行っている．その
結果，男女やスポーツ経験度，スポーツ指向性に
関係なく，「楽しむ」「仲間づきあい」「チームワー
ク，団結」「礼儀」などに高い価値観を持つ傾向
があり，「勝つこと」「興奮させる試合」「上手に
プレイする」「良い印象」などに低い価値観を持
つことが明らかになったという．
　日本ではオリンピックなどの国際競技大会に臨
む際，選手個人が自らのためにいくつメダルを獲
得するかを皮算用したり，代表選手が「（結果は
ともかく）楽しんできます」などと発言すると，「国
家の代表として派遣するのだから，個人的な楽し
みで参加されては困る（メダルを取ってこい！）」
とばかりに世間やメディアから非難される風潮が
あるが，少なくとも今どきの若者は自分がプレイ
する限りにおいては，スポーツそれ自体を楽しむ
ことに高い価値を置いており，勝利至上主義的な
価値観は低いことがこの結果から読み取れる．
　ところで，近年においてスポーツは個人の目的
に合わせて実施されることがほとんどで，その価
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値観は多様化している．「競争」「楽しみ」「文化」
「自己実現」「友好」「環境」「経済活動」「健康維
持」��と様々で，これらの価値が複合的に組み
合わさった形でスポーツを楽しむ愛好者も少なく
ない．しかも，こうした人々のスポーツ価値意識
は，自らプレイすることで生じる価値観だけで形
作られているわけではなく，スポーツ観戦（みる
スポーツ）や新聞等のメディアを通して発せられ
る専門家の言葉（よむスポーツ）によって植えつ
けられるイメージも影響を及ぼしているのではな
いだろうか．
　そこで亀田・吉川（2006）は，競技することに
よって生じる価値観（競技価値観）だけを取り出
して，現在あるいは過去に継続的なスポーツ専門
種目の実施経験があるという人々に調査を行い，
するスポーツの価値観を測定する新たな尺度を開
発しようと試みた．類似した調査としてスポーツ
を行う際の動機づけを測定する体協競技意欲検査

（TSMI）があるが，「自分が行っている競技が自
分にとって価値あるもの（好きなもの）と考えて
いるかどうか」を測定しようとするTSMIに対し
て，亀田・吉川（2006）は「自分が行っている競
技が自分にとって“どのような”価値があるもの
と考えているかどうか」の測定を行うものと位置
付けている．
　その結果，競技価値観は次の６因子によって構
成されていることが明らかになった．①「社会性
育成因子」─競技を行うことで他者との相互関係
やチーム・集団への帰属意識を育む，②「競技へ
の愛着因子」─競技が好きで競技を行うこと自体
が目的である，③「修練による人間形成因子」─
競技により自身を鍛えることが人間形成に寄与す
る，④「勝利志向・承認希求因子」─競技を行う
ことで勝利の喜びを得て，自尊心を満たし他者か
ら認められる，⑤「生命尊重・美的因子」─競技
を行うことで調和や躍動の美を生み，生命や自然
の尊さを感じる，⑥「健康志向因子」─競技を行
うことが心身の健康を維持増進する．
　この結果で興味深いのは，永木ほか（1996）の
調査から同じ大学生でも愛好者はスポーツそのも
のを楽しむことに重きを置いていることが明らか
になったのに対して，競技者は勝利至上主義や修

養主義といった旧来の価値観からまだまだ脱して
いないということである．ただ，その一方で競技
そのものを楽しむ姿勢や健康増進の意識も持って
いるなど多様化している様子も垣間見え，一元化
された価値観に囚われていないことが読み取れ
る．
　こうした一連の調査から，個人におけるスポー
ツ価値意識は社会の変容とともに変化し，セグメ
ント化されている様子がうかがえるのである．

（文責　茂木　宏子・菊　幸一）
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5．スポーツは善なるものか（教育的価値
vs.社会的価値）

　価値と似た概念に「善」というものがある．田
島（2003，p.62）によれば，価値という語が使わ
れ始めたのは19世紀後半になってからのことであ
り，それ以前に価値の意味を包括していた概念が
善であったという．しかし，社会が複雑かつ多様
化するにしたがって，それまで一元的に判断でき
ていた善悪の区別が多元的になり，絶対的な善の
崩壊が起こった．そこで，善に代わる新しい概念
として現れたのが価値であったという．「善とい
う概念では，善という良いものしか包括できない
が，価値という概念になると善というポジティブ
なケースとともに悪というネガティブなケースを
も包括可能になる」（田島，2003，p.62）．この点
が，価値と善の大きな違いといえるだろう．
　一方，見田（1966，p.7）は「〈善〉ないし〈道
徳〉の概念は，あまりにも規範の力を強調しすぎ
る．人はしばしば『悪』と知りつつ，やむにやま

れぬ内的な動因にかられて行動するが，そのよう
な『善悪の彼岸』にある動因もまた，重要な研究
対象である．『善の研究』は人間の一面，それも
おそらくは，比較的皮相な一面をとらえるにすぎ
ない」と，善の概念について述べている．その上で，

「われわれは〈価値意識〉の概念によって，行為
の内発的な推進力としての〈欲望〉→〈幸福〉を
めぐる問題系と，外発的な規制力としての〈規範〉
→〈善〉の問題系とを，ともにその内容にまでた
ちいって取り扱いうる」（見田，1966，p.7）と
指摘する．本来，善の概念は文化的・社会的・歴
史的な相対化を許さないが，価値意識という尺度
をもってすれば相対化も可能というわけである．

5．１　�「スポーツは善なるもの」という前提意識
は本当か？

　近代初頭から今日に至るまで日本のスポーツを
牽引してきた教育の世界は，まさにスポーツを「善
なるもの」として取り扱い，その相対化を許し
てこなかった．学校現場において教授される内容
は，教えるに足る価値があるからこそ教えられて
いる．そもそも悪しき内容を教えるはずなどなく，
スポーツは最初から「望ましい」ものとして疑い
もなく規定されている．
　しかし，本当にスポーツは善なのだろうか．も
ちろん，大多数の人はこの前提意識を違和感なく
受け入れ，これに基づいてスポーツを楽しんでい
るわけだが，そこからはみ出してしまう人も一部
には存在する．スポーツが絶対的な善であればあ
るほど，はみ出す存在をゼロにするべく徹底的に
教え込もうとする力が働いて，ときに暴力を発動
するような仕組みを内包してしまうのではないだ
ろうか．
　また，教育する側（主体）がどれだけ効用を説
いたところで，教育を受ける側（客体）の受け止
め方でその価値はいかようにも変わりうる．なぜ
なら，一般社会に軸足を置く人々がスポーツを考
えるときの尺度は社会的な価値であり，教育的な
価値とは違って今ある社会の状況に合わせて変動
し常に揺らぐものだからだ．たとえば健康につい
て考えたとき，「長生きするためには健康が第一
だ」と多くの人が体を動かそうとする．しかし，
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いざ健康を得て長生きした場合，「長生きするこ
とが本当にいいことなのか？」という疑問も一方
で湧いてくる．社会的な価値は，それを構成して
いる一人ひとりの受け止め方次第で全体も変わっ
ていくので，常に望ましいものか否かのチェック
が入る仕組みになっている．この点で，絶対的な
善として揺らぐことがない教育的な価値とは好対
照を成している．
　価値や価値意識について考える場合，どういう
社会構造の中でその価値が受け止められる仕組み
になっているのかが問題となる．学校体育を主体
としてスポーツを考えるのであれば，教育的な価
値を中心にして価値意識を考えればそれでよかっ
たかもしれないが，今日のように学校を離れたと
ころで多くの人がスポーツを楽しんでいる実情を
見ると，社会的な価値に根ざしたスポーツの価値
意識を考える必要性が出てこよう．そこでは「ス
ポーツは善なるもの」という絶対的な価値は存在
せず，常に社会とともに揺らいでいるスポーツの
価値とそれをめぐる価値意識の存在が想定されな
ければならない．

5．２　�教育的フレームから抜け出せないスポー
ツ価値意識

　スポーツをモノにたとえるなら，日常生活を営
むうえで不可欠な生活必需品ではなく，暮らしの
中に潤いや安らぎを与える嗜好品ではないだろう
か．スポーツをすれば楽しさや喜び，苦しさや
悔しさといった豊かな感情を味わったり，目標を
持って前向きに生きることができたり，仲間との
交流の機会が増えたりすることで，日々の生活は
充実したものになる可能性が高い．しかし，だか
らといってスポーツをしなかったとしても人生に
おいて何ら支障はなく，「やりたくない」と思う
人はスポーツと一切かかわりを持たずとも生きて
いけるのである．
　それにもかかわらず，人々はなぜスポーツをし
たいと欲するのだろうか．
　去る2015年２月22日に開催された『東京マラソ
ン2015』は，日本のマラソンブームを牽引する人
気のビッグイベントだが，今年は２万8,800人の
参加枠に対して10倍を超える30万6,000人ものラ

ンナーが参加を希望してエントリーした．学校の
体育授業では持久走やマラソンは敬遠したい内容
としてとらえられがちだが，体育という束縛から
逃れて自由に走ることが可能となった途端，こん
なにも多くの人々がお金を払ってまで「走りた
い」と切望する．思い思いのファッションを身に
まとい，普段は車輌であふれ返る道路を伸び伸び
と走っている参加者たちを見ていると，「楽しい」

「面白い」「好き」といった感情が彼らを突き動か
していることを感ぜずにはいられない．これまで
わが国のスポーツは，「最後まであきらめず目標
に向かって頑張る」「この試練を乗り越えて成長
したい」といった教育的な価値しか認めてこない
傾向にあったが，「楽しい」「好き」といったエモー
ショナルな情動もスポーツが持つ社会的な価値と
してもっと認知されてもいいのではないか．
　ただし，「好き」だからというだけで社会的な
価値が付与されるわけではない．好きが高じて暴
走してしまい，暴力にまで発展するケースはス
ポーツ界にはよくある話だ．本来はそこに「教育
として望ましいのか」という視点が入ってくるべ
きだが，教育界は学校というフレームの中で完全
に閉じてしまっているので，社会的価値と教育的
価値を含めた全体のつながりの中でスポーツを論
じることができなくなっている．
　では，なぜ教育的な価値と社会的な価値は分断
されてしまうのか．
　わが国におけるスポーツの社会的な価値の規定
というのは，これまでの経緯からどうしても教育
的な視点から抜け出せずにいるため，なかなかそ
の限界を超えられない．教育現場では「楽しい体
育」と称して1970年代後半（昭和50年代の学習指
導要領）から新たな取り組みが始められたものの，
指導している教員自身が楽しい体育を経験したこ
とがなく，楽しさの捉え方が皮相的になりがちで，
その成果は今日，いわゆる「ゆとり教育」ととも
に批判にさらされる結果となっている．それゆえ，
体育とスポーツをめぐる教育的な価値と社会的な
価値の融合や接続は，未だに道半ばと言える状況
ではないかと思われる．
　オランダの歴史家であるホイジンガ（1973，
p.19）は，「遊びの迫力，人を夢中にさせる力の
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中にこそ遊びの本質があり，遊びに最初から固有
なあるものが秘められているのである」といい，
面白いとか楽しいと感じる遊びこそが人間活動の
本質であることを主張した．ヨーロッパでは，日
本のように「健康のため��」とか「人間形成に
役立つ��」といった発想ではなく，「スポーツ
は内在的な価値を持っている」との認識が広く一
般化しているため，「スポーツをするのはそれ自
体が楽しいからだ」と自己目的的にとらえており，
シンプルにスポーツそのものを楽しむ文化が根づ
いている．日本のスポーツ価値意識に欠けている
のは，まさにこの点ではないだろうか．
　しかし，他人が嫌がることも率先して取り組み，
勤勉に働くことこそが善であると教育されてきた
多くの日本人は「楽しむ」ことが不得手である．

「楽しい＝楽をする」との思い込みがあり，些細
なことにも「〜のため」と目的を設定して行動し，
楽しむことにどこか後ろめたさを感じてしまう．
この点についてアメリカの心理学者チクセントミ
ハイ（2000，p.20）は，現代社会を生きる私たち
の行動は「外発的報酬や外発的処罰に対する恐れ
によってのみ動機づけられるという暗黙の信念に
基づいている」とし，「金銭や地位のような外発
的報酬は人間の基本的欲求─または行動主義者の
用語によれば，一次的強化因子─であるというこ
とは常識的な仮説である」と指摘している．当然
ながら，そこには仕事をすることの楽しみや喜び
といった発想はなく，給料や昇進といった結果に
よって労働の価値が一元化されてしまう．「為さ
ねばならないことは楽しいことではあり得ないと
いうことが，今では自明のことになっている．こ
のようにして我々は『仕事』と『余暇』の違いと
いうことを学習する．�それ故に我々は，仕事に
退屈と欲求不満を感じ，余暇に罪悪感を感ずる」
とチクセントミハイ（2000，p. 22）は述べている．

5．３　�教育的な価値と社会的な価値を橋渡しす
る役割

　学生時代に運動部に所属した人間は「私はス
ポーツによって育てられ，よき人間になることが
できた」と口にすることがしばしばある．スポー
ツの教育的な価値を象徴するような言説だが，こ

うした個人的な幻想を安易に普遍化するのは早計
であろう．こうした言説は「スポーツは善なるも
の」という絶対的な価値を追認し，スポーツに潜
在する社会的，政治的，経済的な問題を「排除」
して本質的なものを見えにくくしてしまう．
　しかしながら，教育的な価値と社会的な価値と
いうのは，本来対立する概念ではない．社会的な
価値が教育的な価値から多大な影響を受けている
ように，教育の世界も社会的な観点から自らの価
値を問い直し，社会に寄り添うことも必要だ．「楽
しい」ということは決して悪いことではない．こ
こから出発した「望ましさ」が，どのように育て
られていくのかを教育的な価値から学ぶことだっ
てできるだろう．
　スポーツ価値意識研究の役割の１つとして，こ
れまで制度的価値として互いにその異同を明確に
し，ダイナミックな相互関係に言及されることが
少なかった教育的な価値と社会的な価値を結びつ
けることが期待される．純粋に体を動かすことの
楽しさや喜びを起点にスポーツを実践する人々
が，社会の中でスポーツに何を求めているのか．
そこでは，どのような社会的な望ましさ（価値）
が伝えられ，学ばれ，構築されていく可能性があ
るのか．スポーツ価値意識が，教育（体育）の呪
縛から解放されつつある今日，スポーツの楽しさ
や喜びの価値意識から社会的価値への道筋や行程

（ロードマップ）をいま一度，再定義するスポー
ツ価値意識研究が求められているのである．

（文責　茂木　宏子・菊　幸一）
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6．「みるスポーツ」「ささえるスポーツ」の
価値意識を考える

　ここまで日本人のスポーツ価値意識について主
に「するスポーツ」の視点からとらえてきたが，
昨今は「する」以外にも，「みる」「ささえる」と
いうスポーツ享受のスタイルが広く認知されるよ
うになってきた．
　ことに「みるスポーツ」では，テレビやイン
ターネットなどのメディアの発達によって世界中
の様々な競技を同時中継で観戦できる機会も増え
ており，人々の関心はこれまで以上に高まってい
る．ロンドンオリンピック直前の2012年５月に全
国の20歳以上の男女（3,505人）を対象にインター
ネットを通じて行ったスポーツ観戦に関する意識
調査（アサヒグループホールディングスお客様生
活文化研究所，2012）では，78.0％もの人が「スポー
ツ観戦が好き」（男性84.9％，女性70.7％）と回
答している．４年に１度のビッグイベント直前の
時期だけに通常より関心度が高まっていたものと
思われるが，好みや志向がこれだけ多様化してい
る時代に8割近くもの人が「好き」と答えたとい
う事実は驚きに値する．いまやスポーツ観戦は，
性別や世代，ライフスタイルの違いを超えて，国
民的な楽しみの１つとなっている．
　しかし，これまでわが国のスポーツ界は「する
スポーツ」に対して「みるスポーツ」を不当に低
く評価してきたのではないだろうか．たとえば，
実践の現場で競技者が他者のプレーを「みる」の
は，プレーをするうえでの技術向上の手段として

「観察する」ことが目的で，みること自体を楽し
むという文化はほぼ皆無であった．学校の体育授
業でも病気やケガで休む場合は「見学」すること
になるが，昔も今も見学者は他の生徒や先生から
半人前の扱いを受けて授業から疎外されてしまう
ことも多い．無論，ここでも「みる」ことを楽し
むような文化はない．世間一般の観戦欲求の高ま
りとは裏腹に，多くの日本人は「みるスポーツ」
を軽視する文化の中で教育を受けてきたといえる
だろう．
　だが，スポーツ観戦はスポーツを行えない者の
受動的かつ代償的な行動ではないはずだ．いまや

「みるスポーツ」は独立した価値を持ち，「するス
ポーツ」とともに車の両輪となって現代のスポー
ツ文化を支えていると考えられる．

6．１　「みるスポーツ」の概念
　阿部（2015，p.５）によれば，ジレは『スポー
ツの歴史』の中で「１つの運動をスポーツとして
認めるために，われわれは３つの要素，即ち，遊
戯，闘争，および激しい肉体活動を要求する」と
述べている．この３要素はスポーツを考えるうえ
で今も基本となっていることは間違いないが，多
様な価値を持つ現代スポーツの社会的世界はもは
やこの概念で把握しきれるものではない．
　日本のスポーツ価値意識研究で先駆的な役割を
果たした上杉（1995）は，「みるスポーツ」の価
値意識についてもいち早く言及しており，「消費
社会におけるスペクテイタースポーツ」と題した
論文の中で，スポーツと見物人（観客）の関係に
ついて次のように述べている．
　「カイヨワは自己の優秀性を認められたいとい
う願望を原動力とする競争の遊びをアゴンと名づ
け，スポーツをアゴンの１つとしてとらえている．
�勝者は能力の優れた者として認められるのであ
るが，卓越性の認知のためには他者の存在が不可
欠となる．�この他者の最小単位は対戦相手であ
り，対戦相手，時には自己に内在化された他者と
しての対戦相手が互いに優秀性を競う相手である
と同時に，結果を認め合う他者となる．しかしそ
こでは，認定者は限られた者でしかなく，卓越の
価値を高めるためにはより多くの認定者を必要と
する．それが観客である．見物人は単なる傍観者
ではなく，勝った者の卓越性を認め賞賛する存在
なのである．そして見ている人が多いほど勝者は
多くの人に賞賛されることになり，観客が多くな
るほど卓越の価値は高まっていく．それゆえに，
プレーヤーは卓越の価値の認定者である観客を求
めてきた」（上杉，1995，p.４）．
　しかし，プレーヤーと観客がこの関係にとど
まっていた時代には，みる者はする者の価値の認
定者に過ぎず，みることはすることに付随する行
為でしかなかった．「みるスポーツ」が成立する
ためには，「スポーツをする大衆の存在が前提に
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なる」と上杉（1995，p.４）は強調する．
　近代スポーツの発祥地イギリスでは，余暇を利
用して行うスポーツは，生活のために働く必要の
ない上流階級によってもたらされ，発展を遂げて
きた．日本においてもその発展過程は同様で，戦
後の貧しい時代から高度経済成長を経て人々が物
質的に充足し，精神的な豊かさを求め始めた頃か
らスポーツ人口が急増して，各自が様々なスポー
ツを楽しむようになった．上杉（1995，p.４）に
よれば，「このようなスポーツの大衆化は，スポー
ツをする人の増大というだけではなく，スポーツ
が有する行動様式と価値を理解する人の増大をも
意味している」という．
　しかしながら，だれもがトップアスリートのよ
うに高度な技術を身につけられるわけではない．
佐伯（1996a）は，世界の頂点を目指して自らの
技術を磨き，高度なパフォーマンスの追求に邁進
する“スポーツエリート”が出現する一方で，多
くの人々は自分の能力に見合った楽しみ方を見い
だす“スポーツ大衆”に分化してきたと指摘して
いる．これらがさらに細分化し，遊戯レベルで楽
しむ未組織的なインフォーマル・スポーツ，学校
内や地域レベルで楽しむある程度組織化および制
度化されたセミフォーマル・スポーツ，全国や国
際レベルで卓越性を競い合うため社会制度として
確立されたフォーマル・スポーツ，企業的活動
として組織化および制度化されたプロ・スポーツ
へと分化し，スポーツ世界の４層構造を形成して
いる．インフォーマル・スポーツとセミフォーマ
ル・スポーツの２層は，プレーヤーの楽しみとい
う個人的価値を優先するスポーツの世界であり，
フォーマル・スポーツとプロ・スポーツの２層
は，プレーヤーの利益よりも彼らのスポーツ・パ
フォーマンスがもたらす社会的利益を優先するス
ポーツ世界である（佐伯，1996a，pp.９−10）．
　第２次世界大戦後，先進諸国では大衆消費社会
が出現した．消費社会の進展とともに普及が進ん
だテレビメディアを通じて，ひと握りのエリート
たちによる卓越したプレーが大衆に“夢を与える
プレー”となり，「みるスポーツ」の価値を増大
させた．その価値のあり方は，「観衆がどのよう
なパフォーマンスを望むかによって変化するもの

であり，その時代，その社会の人々の社会意識に
よって規定されることになる」（上杉，1995，p.５）
のである．

6．２　�「みるスポーツ」に着目することの社会的
意義と価値

　平均寿命，高齢者数，高齢化のスピードという
３つの点において，世界一の高齢化社会といえる
日本．そのライフスタイルに焦点を当ててスポー
ツ需要を考えてみると，「長寿化人生とレジャー
問題」が浮上してくる．
　厚生労働省が2014（平成26）年7月31日に発表
したデータ（厚生労働省，2014）によると，2013
年における日本人の平均寿命は男性80.21歳，女
性86.61歳となった．男女ともに“人生80年”が
当たり前となった現代では日本人の生涯時間は約
70万時間に達し，人生の大半を費やしているよう
に思っていた「仕事の時間は約7万時間でその10
分の１に過ぎなくなる．従って，産業社会におけ
る仕事中心のライフスタイルを仕事とレジャーの
バランスを考えたものにシフトしていくことが望
まれる」（佐伯，2013，p.14）．高齢化社会の先頭
を走る日本人にとって，このレジャー時間資源を
いかに消費するかは大きな課題といえる．
　このレジャー時間資源を，一時的な気晴らしや
娯楽に消費するのではなく，生涯学習を軸にした
自己開発に向けた活動によってデザインすること
が望まれるが，「社会貢献・学問・芸術・スポー
ツで平等に用いるとすると，それぞれに7万時間
となり，仕事の時間に匹敵する時間資源がスポー
ツに配分されることになる．こうしてみると，現
代社会におけるスポーツ需要の一つの特徴は，『自
己開発的な時間享受のレジャー』にあるとみるこ
とができよう」（佐伯，2013，pp.14−15）．
　こうしたライフスタイルの変化に伴って，ス
ポーツ享受スタイルも変わってきた．学校体育が
中心となっていた「『青少年期における完成追求』
に対して，現代社会のスポーツ享受は『生涯にわ
たる自己開発享受』となるからである．それは同
時に，現代的スポーツ需要が発育発達期型から生
涯型へ変化すること，享受スタイルも『する』だ
けから，『みる，支える』等に広がることを意味
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する」（佐伯，2013，p.15）ようになり，「みるスポー
ツ」や「ささえるスポーツ」が持っている意義や
価値にも目を向けられるようになったのである．
　ところで，「生産を重視し，禁欲・勤勉・努力
を尊重する社会では，人々の生活においても禁
欲的生活感が支配的となる」（上杉，1995，p.６）
という．戦後の日本人を支えた規範はまさにこれ
であり，「物質的に満たされた生活をしたい」と
いう強い願望と勤勉性がなければ高度経済成長は
成し得なかった．こうした社会で人々が「みるス
ポーツ」に期待したのは，「競争における勝利の
栄光を見せてほしいという願望であった」（上杉，
1995，p.６）と思われる．
　また上杉（1995）は，スペクテイタースポーツ
は競争社会の弱点を補強する点においても大きな
貢献をしているとも指摘する．「競争社会は勝利
が全ての者に平等にいきわたる社会ではなく，そ
こに生きる誰もが一度は敗北の惨めさを味わうの
である．そこでもし敗者が次の競争への参加意欲
をなくし，競争システムからドロップアウトして
いけば，競争社会は担い手を失い停滞することに
なる．したがって競争社会が維持されるためには，
全ての者にたえず競争に参加し続ける意欲を持た
せることが必要となる．スペクテイタースポーツ
は勝利への希望を与えることによって，実生活の
中で体験する敗北の挫折感から人々を救済する役
割を果たすのである」（上杉，1995，p.7）と．
　どんなに才能あふれる優秀なアスリートであっ
ても，競技生活を通してずっと勝ち続けることは
不可能である．現実は勝ったり負けたりの繰り返
しであり，敗北から多くを学んで強さを身につけ
るアスリートも多い．大衆は彼らの姿を通して敗
北から立ち上がり，再び競争に挑むことの意義と
価値を知る．オリンピックをはじめとする国際大
会で日本選手が活躍すると，一般の人々がしばし
ば口にする「○○選手から勇気をもらった」等の
感想は，まさにこれを裏付けていると言えるだろ
う．
　では，現代のような消費社会において「みるス
ポーツ」はどのような社会的意義や価値を持つの
であろうか．
　大量生産・大量消費によって豊かさを手に入れ

た私たちは，これを維持していくために今と同じ
かそれ以上の生産と消費を生み出さなくてはなら
ない．その意味で，生産社会において中心的価
値であった禁欲とは相容れないものである．上杉

（1995，p.8）の言葉を借りれば，「消費社会にお
ける基本的価値観は，過程としての行動を重視
し，その行動を通して自己表現をしようとする価
値観」なのである．
　当然ながら，この価値観はスペクテイタース
ポーツにも反映される．「観客は選手がグラウン
ドで繰り広げるプレーの過程や結果をただ受動的
に見物するだけではなく，見物しているその過程
を主体的に充実させようとするのである．それが
�フェイスペイント，ウエーブ，ブーイング，風
船飛ばしなどの行動である」（上杉，1995，p.8）．
　スタジアムが自己表現の場となった結果，これ
までスポーツに関心がなかった幅広い層にまで享
受のスタイルを喚起することが可能となり，ス
ポーツの持つ社会的な価値の増大につながってい
る．スポーツ経験者やスポーツに強い愛着を抱く
人たちで構成され，視野が狭く閉鎖的になりがち
だったスポーツ界に，一般社会の価値観をもたら
す契機にもなっているのではないだろうか．エ
リートスポーツと大衆スポーツが乖離した状況に
ある現代スポーツにおいて，「みるスポーツ」は
分極化と空洞化を防いで両者を１つに結びつける
力を持っていると思われる．

6．３　「みるスポーツ」の発展
　日本のスポーツの歴史は，明治という新たな時
代を迎えるとともに始まったが，その普及の主な
担い手となったのは学校である．1872（明治５）
年の『学制』発布以来，学校は体操やそれ以外の
運動（遊戯）についても積極的に奨励してきた．
しかし，「みるスポーツ」の発展には，上級学校
の校友会運動部の貢献が大きかったという．「学
校，とりわけ校友会運動部に胚胎したスポーツは，
多くのスポーツ愛好者やプレーヤーを社会に輩出
していった．それが“学生”や“アマチュア”と
いう限られた層であったにせよ，広範なスポーツ
交流が“大会”という形で実施されるようになっ
た．特に大正時代に入ると，各種スポーツ大会が
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盛んになり，スポーツに対する国民的な関心も高
まっていった」（大沼，1996，pp.31−32）のである．
　この人気に目をつけたのが新聞社である．大会
の結果をニュースとして紙面で報じる一方，部数
拡張のための媒体としてもスポーツを活用した．
大沼（1996，p.33）によれば，「新聞社は主催者
として大会の企画・運営を行い，自らもスポンサー
となった．今日の冠イベントの始まりをここにみ
ることも可能である」という．
　新聞社のスポーツ大会と聞くと私たちはすぐに
高校野球を連想してしまうが，その第１号は1901
年11月に時事新報社主催で開催された不忍池畔長
距離走といわれる．「１周1,470ｍの池畔を12時間
走るというもので，100人を超える応募者の中か
ら選ばれた15人が健脚を競った」（大沼，1996，
p.33）との記録が残っている．
　大正時代に入ると，人々の注目は野球に集まる
ようになっていく．大沼（1996）によれば，美津
濃運動具店が「大阪実業野球大会」（1911年）や

「関西学生連合野球大会」（1913年）を開催したほ
か，1915年には大阪朝日新聞社主催の「第１回全
国中等学校優勝野球大会」が始まり，全国から集
まった73校で覇権を争った．「また野球の他にも，
陸上競技，駅伝，登山，水泳，テニス，サッカー，
ラグビー等，様々なスポーツ種目の大会が実施さ
れている．これらの大会の実施は，多くの人々の
関心を集め，新たなスポーツ人口の創出を促した
ばかりでなく，スポーツ界の発展にとっても重要
な契機となっていた」（大沼，1996，p.33）という．
　しかし，「みるスポーツ」が本格的に発展した
のは戦後のことである．その先鞭をつけたのが国
民体育大会（以下「国体」と略す）の開催と，プ
ロ野球や大相撲，プロレス，競輪といったプロ・
スポーツの隆盛だった．
　国民体力の向上と地方スポーツの振興を図り，
地方文化の発展に寄与して国民生活を明るく豊か
にすることを目的とした国体は，終戦翌年に戦災
被害が比較的少なかった関西地方の宝塚市（夏季
大会）と京都市（秋季大会），そして八戸市（冬
季大会）で開催され，大きな成果を収めている．
これを機に “国民スポーツの祭典”として地方持
ち回りで毎年開催されることになり，第３回大会

からは都道府県対抗の形で競技運営がなされるよ
うになった．
　この大会が特徴的だったのは，企画当初から入
場料が組み込まれていた点である．「ただ単に『み
るため』のスポーツとして観客席が用意されてい
たのではなくて，『みせる』という意図があった
とみなければならない．�開催地となった都道府
県では競って観覧席のある大きな競技施設を建設
するとともに，国民体育大会を都道府県民の行事
として位置づけ，住民を競技場に誘うことに熱心
になった」（谷釜，1996，pp.37−38）といわれる．
競技場は大会終了後も市民が気軽にスポーツを実
践する場として，あるいはスポーツ大会を観戦し
て楽しむ場として活用されていったことを考える
と，国体が都道府県のスポーツ振興に果たした役
割は大きいといえるだろう．
　一方，テレビを通じて「みるスポーツ」を定
着させたのは，前述したプロ・スポーツだろう．
NHKは1950（昭和25）年６月に実験放送ながら
初のテレビ実況中継を行っているが，このとき放
映されたのはプロ野球（後楽園球場）の試合だっ
た（谷釜，1996，p.41）．テレビ放送黎明期には
プロレスも街頭テレビが人気を呼んで一大ブーム
を巻き起こすなど，スポーツ中継はテレビ普及の
原動力ともなったのである．
　テレビとスポーツの相性のよさをさらに印象づ
けたのが，1964（昭和39）年の東京オリンピック
であった．観戦チケットを入手できなかった多く
の国民は，アジア初のオリンピックを茶の間にい
ながらテレビで同時観戦することができた．日本
選手の試合結果に一喜一憂し，これを友人・知人
と共有することでスポーツ観戦の醍醐味を満喫し
たのである．
　また，このとき市川崑監督によって制作された
記録映画『東京オリンピック』は，大会終了後に
映画館のほか学校や公民館でも上映されて，一般
観客750万人，学校1,600万人の合計2,350万人を
動員する記録的なヒット作となった．東京オリン
ピックは日本人にとって「みるスポーツ」をより
身近なものにし，日常の楽しみの１つに組み込む
大きな契機となったのである．
　東京オリンピックの遺産といえば，世界レベル



─ 27 ─

の競技力向上を目指して設立された「日本リーグ」
もその１つだろう．当時は高度経済成長期の真っ
只中ということもあり，日本を代表する大手企業
が有力選手を社員として雇う実業団チームが全国
各地に結成された．国内トップレベルのリーグ戦
で切磋琢磨しながら世界で戦える選手を育成して
いこうと，サッカー，バレーボール，バスケット
ボール，ハンドボール，バドミントンなど多くの
競技で日本（実業団）リーグが産声を上げている．

「このリーグ戦の開始は結果として各地を転戦し
て『みるスポーツ』の機会を地方にもたらすこと
にもなった」（谷釜，1996，p. 44）のである．
　1980年代に入るとスポーツのプロ化の流れが国
際的に加速し，日本でも1986年に日本体育協会が

「アマチュア規定」の改正を行ってプロ選手が容
認される下地が整った．この流れを受けて，1993

（平成５）年に誕生したのがプロサッカーリーグ
の「Ｊリーグ」である．企業丸抱えの日本リーグ
と一線を画すため，母体となっている企業名は一
切謳わず，ホームタウンを置く地域と愛称をチー
ム名として“企業スポーツからの脱却”を標榜し
た．入場料とテレビ放映権料，グッズ等の売り上
げを収入の柱とし，観客に「みせる」ことを意識
した経営スタイルにシフトした．ホームタウン制
による地域密着やプロ野球にはない観客を楽しま
せる様々な工夫が功を奏してブームを巻き起こ
し，今日につながる「みるスポーツ」の新たなファ
ン層を開拓したのである．
　こうして改めて「みるスポーツ」の発展過程を
見てみると，時代の発展と共にスポーツ価値意識
の主体が変遷していることが垣間見える．戦後間
もない頃のプロ・スポーツの時代はチームを所有
する企業と男性中心とした大衆が，国体の全盛期
は自治体と地域住民が，実業団スポーツの時代は
企業とその社員や城下町の地域住民が，Ｊリーグ
誕生以後は自治体と企業を結びつけたクラブ組織
と地域住民および一般大衆が価値意識の主体と
なってきた．
　このように「みるスポーツ」の歴史的変遷は，
スポーツ価値意識がいかに「みるスポーツ」を通
して社会と連動しているかを明らかにする上で，
非常に興味深い社会学的な研究対象であり得る．

しかし，わが国における「みるスポーツ」の価
値と価値意識に関する本格的な社会学的研究は，
まったくと言ってよいほど行われてこなかった．
その背景には，やはり体育的価値の延長線上に「す
るスポーツ」の価値を研究の前提とする枠組みの
限界があったことはいうまでもなかろう．

6．４　�「みるスポーツ」の構造分析・類型化と価
値意識研究の可能性

　現代を生きる私たちにとって，スポーツを「す
る」「みる」の両面から楽しむことは当たり前の
こととなっているが，そもそも「みるスポーツ」
の意義や価値とは何なのだろうか．
　佐伯（1996b，p.50）によれば，「多くの古代社
会において，スポーツは神のメッセージを伝達す
る重要なメディアとして捉えられていた」という．
現代社会においても，国際競技大会などでスポー
ツは「平和・友好・親善」のメッセージを伝える
メディアであり，国家や民族の違いを超えて一体
感を味わう「場」の象徴ともなっている．すなわち，

「『みるスポーツ』とは，まさしくこのスポーツの
メディア性を享受するものである．�そこに展開
するスポーツ・パフォーマンスをただ単に受動的
に受信することによっては決して生まれるもので
はない．それは観客が，目の当たりにしているス
ポーツ・パフォーマンスに，自らのコンテクスト
やコードに対応する意味づけを能動的に行い，主
体的に意味付与・意味解釈を行うことによって生
ずる意味生成の楽しみ」（佐伯，1996b，p.51）な
のである．
　また，佐伯（1996b）は「みるスポーツ」の魅
力について次のようにも述べる．「競技場で行わ
れる競技者のプレーは，ルールの枠組みに従って
展開されるという意味において，予想可能である．
これにより観客は競技者とゲームの世界を共有す
ることができ，ゲームの世界へ主体的に参加する
ことができるのである．しかし，中立で，平等な
条件の下での競技の結果は常に未確定なものであ
り，予測不能である．しばしば競技者の思惑は外
れ，観客の期待は裏切られる．�この結果の予測
不能性が絶えざる緊張を創造し，そしてカタルシ
スを生み出す．これこそが『みるスポーツ』の魅



─ 28 ─

力の源泉なのである」（佐伯，1996b，pp.51−52）と．
　こうした「みるスポーツ」のメディア的機能を
活かすことで，それが「人生や生活を活性化する
社会的な仕組みとして成立すると，そこに“メディ
ア装置”としての『みるスポーツ』が制度化する．
それは，多様な意味生成の可能性を内在すると同
時に，人々を一つの共通の関心事に集約し，意味
生成の多義性を保証しながら人々を糾合し，それ
自体をメッセージとして発信する社会的制度」（佐
伯，1996b，p.52）になるという．
　ところで，「みるスポーツ」の潜在需要者は一
般市民だが，彼らがそのまま観客や視聴者になっ
てくれるわけではない．そこには潜在需要を顕在
化させ，一般市民に「必要だ」と思わせる仕掛け
が欠かせない．現代の日本においては，仕事の充
実とともに豊かな自由時間を享受する生き方，暮
らし方を求める人が増えている．その中核にある
のが家庭や仕事とならぶ重要な生活領域である

「地域」だが，そこでは「家族における義務や仕
事における利害を離れ，�自発的で多様な文化的
諸活動や社会参加を通じて，人々は豊かな他者と
の交流を享受する」（佐伯，1996b，p.59）ことが
可能だ．「みるスポーツ」が地域で生活する人々
を結集する力となり，地域の暮らしに愛着と誇り
を育み，未来への夢と希望を生み出す「場」とな
れば，気晴らしといった代償的な満足をもたらす
だけでなく，地域生活における固有の意味と価値
を生み出すものとして新たな需要を喚起できるの
ではないだろうか．
　もう１つ，「みるスポーツ」には特徴的な点が
ある．観客や視聴者は「みるスポーツ」の需要主
体であると同時に，享受の主体でもあることだ．
享受のクオリティが低ければリピート需要にはつ
ながらないため，享受のクオリティを上げること
が「みるスポーツ」振興の重要なカギとなる．し
かし，観客や視聴者が「みるスポーツ」に求める
価値は様々であるから，そのクオリティを高める
ためには需要の担い手たちの特徴を類型的にとら
えておく必要があるだろう．
　類型化にあたっては，性別や年齢，職業，居住
地域等の属性を指標として需要主体を分類してい
く方法があるだろう．佐伯（1996b）によれば，「一

般に男性は，技能と力を評価し，チームとの同一
視が強いといわれ，他方女性は，優美や華麗な動
きを評価し，個人的な競技者との同一視が強い傾
向があるといわれる．�若者は技と力を，高齢者
は戦術や戦略を評価する傾向が強いといわれる」

（佐伯，1996b，pp.63−64）．
　その一方で，享受スタイルによって分類する方
法もある．イベントそのものや雰囲気を楽しむ「イ
ベント享受者」なのか，特定のプレーヤーやチー
ムに関心を持って応援する「競技者・チーム応援
者」なのか（佐伯，1996b, pp.63-64）．これらを
把握し類型化したうえで，それぞれの需要に対応
したサービスを充実させることが「みるスポーツ」
の価値向上につながると思われる．
　現代スポーツは高度化と大衆化という２つの方
向に向けて発展を遂げてきたが，この２つを統合
させながらスポーツの発展を支えるのが，「みる
スポーツ」の供給主体であるスポーツ組織・団体
の役割といえるだろう．
　オリンピックでのメダルの獲得が人々の注目と
関心を喚起することをみればわかる通り，競技力
向上はスポーツ組織・団体にとって自らの社会的
勢力基盤を確立するのに欠かせない課題である．
同様に，そのスポーツに関心を持ち，魅力を理解
して愛好する人を増やすための普及もまた，その
基盤を強固にするための不可欠な課題である．
　また，間宮（1996，p.71）によれば，「『みるスポー
ツ』の供給主体は競技者やチームであるが， 彼ら
は供給主体であると同時に，供給資源としての商
品性をも合わせ持っている」という．固有のパ
フォーマンス能力やキャラクターの魅力が「みる
スポーツ」の価値を左右するため，オリンピック
のメダリストクラスや世界記録保持者といった一
線級レベルから一般の競技者レベルといった「パ
フォーマンス能力」によるものと，プレースタイ
ルにおけるヒューマニティの豊かさや，国や地域
との関係性を象徴する血縁・地縁性，チームの伝
統，対戦の物語性といった「個性的要素」による
類型化を行い，「パフォーマンス能力と個性要素
を十分に配慮して，供給主体としての競技者・チー
ムを『みるスポーツ』需要に対応するように位置
づけ」（間宮，1996，p.73）ることが，「みるスポー
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ツ」の価値向上につながるというのである．
　このように，歴史社会的にも，あるいは今日的
現象からも，「みるスポーツ」を対象とする価値
意識研究は，当該社会や地域のスポーツ需給関係
の動態や問題点を明らかにする上でも欠かせない
ものとなっている．ただそれは，単に「みるスポー
ツ」のビジネスに応用されるだけではない．なぜ
なら，「みるスポーツ」を通したスポーツ価値意
識を探ることは，一般的な価値意識調査では見え
にくくなっている，社会や地域，そして人びとの
価値意識の一般的な動態にまで応用され，拡張さ
れる重要な研究テーマになり得ると考えられるか
らである．

6．5　�「ささえるスポーツ」価値意識研究のため
の課題

　近年，「するスポーツ」「みるスポーツ」に加え
て，新たに登場してきた第３のスポーツ享受スタ
イルが「ささえるスポーツ」である．
　この「ささえるスポーツ」が振興方策として認
知される端緒となったのは，「21世紀の国民スポー
ツ振興方策−スポーツ振興2008−」（日本体育協
会，2008）ではないだろうか．この中の「国民ス
ポーツ振興方策の視点」と題する章の中で，「す
るスポーツ」「みるスポーツ」とともに「ささえ
るスポーツ」の振興の必要性が謳われている．そ
こでは，「本会においては，公認スポーツ指導者
制度に基づき数多くのスポーツ指導者の養成に努
めてきており，それら指導者は，ボランティアと
して各種の指導活動を行っている．一方，我が国
で開催されたオリンピック競技大会をはじめとす
る国際競技大会や国体などにおいて，大会の運営
等に多くのボランティアが活動し支援しており，
スポーツへのボランティアに対する関心が高まっ
てきている．このような中で，これまで築き上げ
てきた自己の技術や能力を活かし，スポーツ大会
を含むスポーツ振興にボランティアとして貢献す
ることによって，自己実現を図るというスポーツ
への参画の仕方についても，意義や価値を認識す
る国民が多くなってきている．このことは，従来
の『するスポーツ』や『みるスポーツ』に加え，『支
えるスポーツ』が，新たなスポーツ文化享受スタ

イルとして認識され，固有の分野が確立されてき
たといえる」（日本体育協会，2008，p.12）と述
べられている．
　しかし，わが国のスポーツ界にこうしたボラン
ティアはそもそも存在していたのであろうか．ス
ポーツ大会やイベントを開催する際には，主催団
体や自治体，関係機関，さらには自治会や町内会
のレベルにまで割り当てた人員を提供するよう要
請があり，半ば強制的な形で動員が図られること
が一般的であったように思われる．
　日本のスポーツイベントにおいて，公募の形で
初めてボランティアが組織されたのは1985（昭和
60）年のユニバーシアード神戸大会であるといわ
れ，大会を支えた市民ボランティアの数は8,300
人に上った．1998年の長野オリンピックでは，３
万2,579人もの人々がさまざまな部署で大会運営
に無償で協力して，スポーツ・ボランティアの存
在が脚光を浴びるきっかけになった．今ではス
ポーツイベントの運営はボランティアなしでは考
えられないほど，その存在感は増している．
　こうした流れを受けて，その定義や活動の種類
と役割も規定されてきた．スポーツ・ボランティ
アとは「地域社会やスポーツ団体・クラブ，各種
スポーツイベントなどにおいて，個人の自由意志
に基づき，その技能や時間などを進んで提供し，
社会に貢献する活動」と定義され，その活動の種
類と役割は「クラブ・団体ボランティア」「イベ
ント・ボランティア」「アスリート・ボランティア」
の３つに類型化されている（山口，2012，p.116）．

「クラブ・団体ボランティア」は地域のスポーツ
団体やクラブ等で定期的に活動する指導者や審
判，事務員等で，「イベント・ボランティア」は
非日常的で不定期な大会の運営に関わるボラン
ティアである．「アスリート・ボランティア」はトッ
プアスリートやスポーツ組織・団体による活動で，
ジュニアの指導育成や施設訪問，地域イベントへ
の参加などがこれに当たる．
　近年は，主要な国際大会から地域における生涯
スポーツイベントまで，これらをささえる地元の
ボランティアの活躍なくして大会が成り立たなく
なっているが，人気の高い競技や注目イベントに
は多くのボランティアが集まっても，マイナー競
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技や地味なイベントにはなかなか人が集まらず昔
ながらの動員をかけているのが実情だろう．10代
の子どもたちにボランティア活動のきっかけを尋
ねたデータ（SSF笹川スポーツ財団，2012）を見
ても，「先生や指導者に言われた」と答えた子が
64.7％もおり，自由意志に基づいた参加からはま
だまだ遠い印象を受ける．スポーツ・ボランティ
アと称する人々が，自発的に参加しているとは限
らない現実を見ると，ボランティアと動員をどの
ように区別するのかは非常に悩ましい問題といえ
る．
　今後はさらに多様なスポーツニーズが求められ
るであろうことを考えると，自発的な参加者をい
かに増やしていくのかが課題となる．そのために
は「スポーツ・ボランティアの認知度を高め，ボ
ランティアリーダーやコーディネーターの研修と
サポートが重要」（山口，2012，p.117）であり，
スポーツ・ボランティアについての概念や構造，
ボランティアが活動可能な分野や範囲を明確に
し，それぞれに必要な資質や能力，経験を明確に
してその育成を図っていく必要があるだろう．「さ
さえるスポーツ」価値意識研究は，このようなス
ポーツ・ボランティア活動の実態と課題を踏まえ
つつ，その自発性にもとづく価値意識の実態と特
徴を他の領域におけるボランティアのそれとの比
較検討から探っていく必要があると思われる．ま
た，「するスポーツ」や「みるスポーツ」の価値
意識から「ささえるスポーツ」の価値意識への連
続性を意識した尺度構成を開発していくことも重
要であろうと思われる．

（文責　茂木　宏子・菊　幸一）
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３スポーツ・ボランティア．井上俊・菊幸一
編著，よくわかるスポーツ文化論．ミネルヴァ
書房，pp.116−117．

7．スポーツ価値意識研究をめぐる課題と展望

　体育・スポーツ社会学分野におけるスポーツ価
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値意識研究については，これまでみてきたように
「するスポーツ」の価値が体育社会学的視点から
とらえられ，1980年前後にスポーツの社会化研究
に関する国際比較研究を通じてその特徴が論じら
れるようになった．しかし，その理論的基盤は見
田宗介の『価値意識の理論』をバイブルとする価
値と価値意識の構造機能主義的視点に依拠してお
り，今日までこの分野におけるスポーツ価値意識
研究は理論的に停滞しているといっても過言では
ない状況にある．これは，グランドセオリーを志
向する社会学自体の停滞と理論の細分化，あるい
は脱理論化と呼ばれる現象によるところが大きい
が，他方ではスポーツの社会的価値を教育的価値
に一元化あるいは統合化してとらえる体育的価値
の影響によるところが大きいともいえよう．
　そのような研究的経緯の限界を尻目に，社会の
中におけるスポーツの価値および価値意識の多様
化はますます進行し，スポーツ価値意識の多様な
実態を把握することによってスポーツ政策の基礎
資料とするべく，新たなスポーツ社会学研究の必
要性が求められている．少なくとも，これまでの
研究成果からは，体育的価値から形成されてきた
禁欲志向でスポーツに取り組むことが高い生活満
足度につながる結果が示される傾向にあるが，そ
れとは逆に地域スポーツクラブでは50〜60歳代の
主婦層を中心に厳しい鍛錬を否定し，スポーツを
あくまでも楽しむものとしてとらえ，禁欲主義に
みられる苦しみを乗り越えたところにある人間形
成への志向は見られないという結果も得られてい
る．また，今村らの研究は，わが国のスポーツが
抱える課題に対して，規範意識（望ましいもの）
と欲求性向（望まれるもの）の結合，さらにそこ
に困難の克服が加わることによって人間的成長や
自己実現につながるという有益な提言がなされて
いるものの，その対象が競技スポーツやスポーツ
教育（体育）界に限られており，現代の多様なス
ポーツのニーズに応えるものではない．さらに別
の見方をすれば，そうした「喜び」という概念を
用いることによって，日本の競技スポーツに多い

とされる「世俗内禁欲型」を肯定するための理論
構成に利用されると言えなくもないであろう．
　その基本的背景には，スポーツ社会学分野にお
けるスポーツ価値意識研究が，「するスポーツ」
における規範意識（望ましいもの）と欲求性向（望
まれるもの）との関係を二項対立的に把握する現
状分析に止まり，新たな価値意識研究のパラダイ
ム・シフトを両者の連続性から見出すことができ
るような価値尺度によって構成しきれていない点
があげられよう．この限界を克服するためには，
むしろこれまで研究が進んでいなかった「みるス
ポーツ」や「ささえるスポーツ」にみられる価値
意識を明らかにしながら，これらの内容と「する
スポーツ」にみられるそれとを結び付け，社会の
中のスポーツ価値意識における多面的な因子構造
を明らかにしていく作業が求められる．
　そのためには，21世紀社会における生活課題と
スポーツとの関係を人びとの生き方や暮らし方に
関連づけてとらえる「ライフスタイル・スポーツ
論」を構成するスポーツ価値に関する社会学的研
究が必要となってこよう．また，発育発達期をモ
デルとする体育的価値の限界をこえる，幼児期か
ら高齢期までの各ライフステージの特徴に応じた

「ライフステージ・スポーツ論」に基づくスポー
ツ価値意識研究の展開も求められよう１）．いずれ
にしても，それらの価値尺度開発に向けた方法論
には，演繹的手法に基づく解釈学的方法論と帰納
的手法に基づく実証主義的方法論の使い分けとそ
の統合化が求められる．スポーツ価値意識研究の
展望は，歴史社会学的研究を軸とする時間的パー
スペクティブと国際比較研究を軸とする空間的
パースペクティブとの交叉によって拓かれていく
ものと考える．

（文責　菊　幸一）

文　　　献

１） 佐伯年詩雄（2005）スポーツの概念と歴史．日
本体育協会編・発行，公認スポーツ指導者養
成テキスト共通科目Ⅰ，pp.36−37.
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１．緒　　　言

　国（文部科学省）は，今後（概ね10年間）のス
ポーツ政策の基本的方向性を示す「スポーツ立国
戦略」（平成22年8月26日文部科学大臣決定）の
骨子や内容等を踏まえながら作成した「スポーツ
基本法」を平成23年６月24日に公布し，平成23年
8月24日から施行した．その後，文部科学省は，「ス
ポーツ基本法」第九条に基づいて，スポーツ基本
法の理念を具体化し，今後10年間程度を見通した，
わが国のスポーツ政策の具体的な方向性（基本方
針）を示すとともに，国，地方公共団体及びスポー
ツ団体等が一体となって平成24年度から概ね５年
間に総合的かつ計画的に取り組む諸施策を体系化
した「スポーツ基本計画」を平成24年３月30日に
策定・公表した．
　とりわけ，スポーツ基本法の公布・施行からス
ポーツ基本計画の策定・公表に至るまでの期間（平
成23年９月22日の文部科学大臣諮問から僅か６ヶ
月という時間的制約）を見てみると，こうしたス
ポーツ基本計画の策定には今後解決していくべき
いくつかの課題や問題等（中西，2012b）を指摘
することもできるが，スポーツ立国の実現を目指
した「国家戦略」としてのスポーツ政策を策定し
公表した点は評価すべきであろう．国レベルでの
こうした政策形成は，スポーツ基本法第十条「�

（前略）�　地方公共団体は，スポーツ基本計画
を参酌して，その地方の実情に即したスポーツの
推進に関する計画（以下「地方スポーツ推進計画」
という）を定めるよう努めるものとする」といっ
たように，たとえ（弱い）「努力義務」規定とは
言え，地方公共団体レベルでの政策形成にも影響
を及ぼすものと思料される．
　少々古いデータではあるが，文部科学省が旧法
である「スポーツ振興法」（以下，「旧法」と略す）

に基づいて策定・告示した「スポーツ振興基本計
画」（平成12年９月13日）の見直し（平成18年９
月21日改定）の際に実施した平成17年度調査（平
成17年４月１日現在）によれば，47都道府県で
は，87.2％（41）がスポーツ振興に関する「単独
計画」として，6.4％（３）が他の「行政計画」（総
合計画や教育振興基本計画など）の一部として，
スポーツ振興計画を策定しているが，残り6.4％

（３）は「策定予定（検討中）」という結果であっ
た．また，市区町村（政令指定市を含む2,418の
うち2,410が回答）では，スポーツ振興計画の「策
定予定なし」が44.6％（1,075）と最も高い割合
を示していた．
　翻って，新法であるスポーツ基本法（以下，「新
法」と略す）に基づいて策定されたスポーツ基本
計画（平成24年３月30日）の策定・公表後，野村
総合研究所が行った「地方スポーツ政策に関する
調査研究」（平成25年３月；平成24年度文部科学
省委託調査）では，47都道府県のうち95.7％（45；
旧法39，新法６）が「単独計画」として「地方スポー
ツ推進計画」を策定していたが，4.3％（２）は「計
画なし」（策定検討中１，策定未検討１）という
状況であった．また，市区町村（政令指定市を含
む1,742のうち1,397が回答）においては，28.1％

（393；旧法321，新法50，無回答22）が「単独計
画」として策定していたが，70.1％（980）は「計
画なし」（策定検討中16.0％（224），策定未検討
54.1％（756）；行政計画の一部として策定51.5％

（720），まったく計画なし18.6％（260））という
結果であった（無回答1.7％（24））．
　このように，都道府県レベルでの単独計画とし
ての策定率は平成17年度調査の割合から増加して
いる．また，市区町村レベルでの単独計画として
の策定率については，平成の大合併により市区町
村数が大幅に減少しているため，両調査の比較は
困難であるが，市区町村レベルでの政策形成はき
わめて低位な状況にあるものと思料される．とり

２．スポーツ政策経営における「スポーツ価値」の探究
中西　純司１）

１）立命館大学
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２．政策科学とスポーツ政策経営

　国及び地方公共団体のスポーツ行政を司る行政
組織（以下，「スポーツ行政組織」と略す．例えば，
文部科学省スポーツ・青少年局や首長部局・教育
委員会等における体育・スポーツ担当部署等）は，

「法の規制範囲」と「公共福祉」の観点から，予
算（税金）や人材という行政資源を投入し，具体
的な施策や事務・事業を展開することで，「スポー
ツ政策」（sport policy）の実現をめざす「資源変
換システム」である．それゆえ，こうしたスポー
ツ行政組織は，法律や法規上の指導・通達・命令
という「規制作用」と公共福祉の実現という「助
成・促進作用」の狭間に立たされ，絶えずジレン
マ問題に直面している状況にある．
　こうした状況下では，多様化・高度化する国民・
市民ニーズに対応すべく「あれもこれも」事業を
前例踏襲して実施するよりも，本当に国民・市民
の豊かなスポーツライフ（スポーツ生活）の形成・
定着と生活者満足度を高めるスポーツ価値志向の
事業を「あれかこれか」選択・決定できるだけの
公正かつ厳密な「鑑識眼」を持つことが，スポー
ツ行政組織には要請される．いうなれば，昨今の
スポーツ行政組織には，政策形成（立案・決定）
−実施（実行） −評価という一連の「政策プロセ
ス」（policy process）の合理化と最適化をめざす

「政策科学」（policy sciences）という効果・効率
性思考が必要不可欠なのである．

わけ，市区町村レベルでの政策形成の低さは，「ス
ポーツが人々の生活や暮らしを豊かにする文化で
ある」という文化的まなざしや「スポーツの概念
と価値」の理解に対する曖昧性から生起している
のではないかと看取することもできよう．こうし
た曖昧性の解消は，体育・スポーツにおける自然
科学分野あるいは人文・社会科学分野であるかを
問わず，われわれ体育・スポーツ科学研究者集団
にとっての「共通言語（共通認識）」にかかわる
重大な課題であり，この課題解決を抜きには「価
値主導」型のスポーツ政策の形成や実行・展開な
どあり得ないと言っても過言ではなかろう．
　そこで本稿では，中西（2012a）が提示した「文
化としてのスポーツの価値体系（仮説的概念モデ
ル）」（図１）に依拠しながら，スポーツの価値や
意義，スポーツの果たす役割の重要性，及び「権
利としてのスポーツ」（スポーツ権）などを前文
に明記した新法の規定に基づいて策定された地方
スポーツ推進計画の質的分析（内容分析）を行う
ことによって，（既に策定済みの）地方公共団体（特
に，都道府県・政令指定都市）が上述した曖昧性
をどのように解消しているのかについて吟味する
ことを目的とする．と同時に，旧法の規定に基づ
いて策定された，地方公共団体のスポーツ振興計
画注１）との比較・分析を行い，両計画の相違等に
ついても明確にしていくことによって，スポーツ
政策経営におけるスポーツ価値の変化・拡大とそ
の方向性について検討していきたい．

図１　「文化としてのスポーツの価値体系」（中西，2012a，p.19）
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体育などの諸問題）をいかにして解決するかにつ
いての「政策アジェンダ（検討課題）」研究，②
こうしたスポーツ政策の形成にどのような人，集
団あるいは組織がどのような影響力をもってかか
わるかを動態的に分析する「政策プロセス」研究
の２つに絞ることができよう．

（1） 政策体系の捉え方
　これまで，「政策」（policy）という言葉を多用
してきたが，「政策とは象のようなものである．
あなたはそれを見れば象だと認識できるが，それ
を定義せよといわれると簡単にはできない」（宮
川，2002，p.91）ものであり，決定的な定義はない．
それゆえ，明確に定義することはきわめて困難で
あるが，例えば，「政府・団体・個人が決定し保
持する行為の進路・方法」（福武ほか，1958），「①
政治の方策．政略．②政府・政党などの方策ない
し施政の方針」（新村，1991），「行動を指導する
原理の集まり」（宮川，2002，p.25），「一般に何
らかの問題についての目標志向的行動のパターン
ないし指針」（宮川，2002，p.91）など，多様な
定義が散見される．
　本稿では，上述した定義に基づいて，「行政組
織（機関）の大局的な目的や方針・方向性を示す
抽象的な表現（存在）」（中西，2006）を政策の定
義と捉えることにする．それゆえ，こうした政
策を実現していくためには，具体的な手段・方策
や取組内容のまとまりを示す「施策」（program）
と，そうした施策目的の実現のための個別的手段
で，具体的な予算と直結した「事務・事業」（task/  
project）が必要不可欠であり，現実的には「政

　政策科学とはまさに，「政策問題の解明と合理
的解決のために，政策プロセスおよび政策決定の
方法とシステムを研究する科学」（宮川，2002）
であり，経済学，政治学，経営学，法学，心理学，
および社会学などの人文・社会科学分野や，地学，
天文学，生物学，医学，薬学，農学，工学などの
自然科学分野（応用科学も含む）との連携・融合
をめざすという学際的性格を有していると言って
も過言ではない．そして，人文・社会科学と自然
科学，あるいは基礎科学と応用科学といった専門
分化（の垣根）を超えた，多様な諸科学の政策科
学への貢献に対して共通の方向づけ（例えば，ス
ポーツ政策では「文化としてのスポーツ価値の普
及・発展と豊かな社会・生活の実現」など）を与
えることこそ，Lasswell（1951, pp.３−15）の言
う「政策志向」（“The Policy Orientation”）の本
質なのである．
　したがって，スポーツの文化的な価値の普及・
発展と人々の豊かなスポーツライフの形成・定着
をめざすスポーツ経営学の政策科学としての役割

（政策志向），いわゆる「スポーツ政策経営」と
は，政策プロセス，もしくは「政策循環」（policy 
cycle）の過程に従って，「政策選択・決定へのエ
ビデンス（最適解，科学的根拠，客観的な根拠）」
を明確にしながら，「エビデンスに基づくスポー
ツ政策」（Evidence-Based Sport Policy）を合理
的・効率的に推進（実行）していくことであると
言っても過言ではない．それゆえ，スポーツ政策
経営の研究関心は，①多様なスポーツ政策問題（例
えば，生涯スポーツ，障がい者スポーツ，トップ
スポーツ，スポーツ資源充実（基盤整備），学校

図２　政策体系の構造（中西，2012b，p.5）
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ンピックスポーツレガシープログラム」に約15億
円（1,530,296千円）を計上し，①スポーツ・フォー・
トゥモロー等推進プログラム（約12億円；1,224,677
千円）と，②スポーツによる地域活性化推進事業

（約３億円；305,619千円）といった２つの事務・
事業が実行される予定である．
　それゆえ，政策問題研究を進める場合は，政策
をどのような政策体系として認識し，政策アジェ
ンダを検討するかが重要になってくるのである．

（2） PDCAサイクルと政策プロセス
　こうした政策体系を合理的かつ効率的に構築し
実施していくのに役立つのが，スポーツ経営学の
分野でも重要視される「Plan（計画） −Do（実施）
−See（評価）」（PDSサイクル），もしくは「Plan

（計画） −Do（実行）−Check（評価・診断） −
Action（反省・改善）」（PDCAサイクル）といっ
たマネジメントサイクル（経営過程）である．
　政策科学の分野では，こうしたPDCAサイクル
に基づいて，政策目的の達成のために行われる意
思決定とその実施・実行及び評価・統制に関わる
一連の活動（作業）を政策プロセスと呼んでいる
のである．しかし，政策体系が反復的・継続的に
続いていく限り，評価・統制の機能が意思決定の
機能に反映されるようフィードバックされていく
ので，政策プロセスが循環し続けていることを加
味すれば，正確には「政策循環」（policy cycle），
もしくは「政策マネジメントサイクル」と呼んだ
方が適切であるかもしれない（図３）．
　それゆえ，政策プロセス研究においては，こう
した政策循環の各プロセスにどのような影響力が
関わっているのかが問われるのである．
　第一の「計画」段階は「政策形成（政策立案・
決定）」であり，国民・市民のニーズや声を活か
しながら，近未来に向けて（５〜10年間を見据え
て）「行政組織がやるべきこと」（政策アジェンダ）
を網羅した基本構想・基本計画を策定し，「具体
的に何をすることができるのか」といった実施計
画（展開計画）を立案・決定するステップである．
　第二の「政策実施」段階では，国民・市民生活
等に対して「どのような『成果』を挙げることが
できるのか」に基づいて，限られた行政資源（特に，

策体系」という「目的−手段関係」の３層構造で
広義に捉える方が理解しやすい（図２）．いうな
れば，政策とは，「行政活動の体系」であり，行
政評価の対象そのものなのである．
　例えば，スポーツ基本計画の政策体系を考えて
みると，「スポーツを通じてすべての人々が幸福
で豊かな生活を営むことができる社会」の創出

（「新たなスポーツ文化」の確立）という基本目標
のもとに，「年齢や性別，障害等を問わず，広く
人々が，関心，適性等に応じてスポーツに参画す
ることができる環境を整備すること」を基本的な
政策課題を設定している．そして，そうした政策
課題を，「１. 学校と地域における子どものスポー
ツ機会の充実」（３施策），「２. 若者のスポーツ参
加機会の拡充や高齢者の体力つくり支援等ライフ
ステージに応じたスポーツ活動の推進」（２施策），

「３. 住民が主体的に参画する地域のスポーツ環
境の整備」（４施策），「４. 国際競技力の向上に向
けた人材の養成やスポーツ環境の整備」（３施策），

「５. オリンピック・パラリンピック等の国際競技
大会等の招致・開催等を通じた国際交流・貢献の
推進」（２施策），「６. ドーピング防止やスポーツ
仲裁等の推進によるスポーツ界の透明性，公平・
公正性の向上」（３施策），そして「7. スポーツ
界における好循環の創出に向けたトップスポーツ
と地域におけるスポーツとの連携・協働の推進」

（２施策）といった7つの政策（19施策）とその
目標が提示されている．
　また，「平成27年度文部科学省予算（案）の発
表資料一覧（１月）」（文部科学省，online）では，
スポーツ行政を一元的に担う「スポーツ庁」の設
置（文部科学省の外局として５課２参事官という
組織構成で平成27年10月予定）にかかわる人件費
等を含め，約290億円（正確には，28,976,254千
円）が配分され，今後，上述した政策・施策体系
に基づいて具体的な事務・事業が実施される．そ
の詳細については割愛するが，例えば，「５. オリ
ンピック・パラリンピック等の国際競技大会等の
招致・開催等を通じた国際交流・貢献の推進」と
いう政策の中の「（2） オリンピック・パラリン
ピック等の国際競技大会等の招致・開催等」と
いった施策のもとでは，「オリンピック・パラリ
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（3） 政策形成とスポーツ概念の定義
　このように，政策プロセスはきわめて複雑な政
策循環の過程であるが，今後，スポーツ行政組織
は，国民・市民へのスポーツの文化的な価値の普
及と推進をめざして，専門諸科学や健康・スポー
ツ科学等を積極的に活用したスポーツ政策経営を
実践していかなければならない．
　しかし，ここで重要なことは，政策循環の起点
ともなる政策形成段階において，スポーツ概念を
どのように定義づけるかである．なぜならば，こ
のスポーツ概念が政策アジェンダの設定や実施計
画の立案・決定をはじめ，その後の政策実施，評
価・診断，そして政策改善のあり方等に大きな影
響を及ぼすことになるからである．
　こうしたスポーツ概念を定義する場合，「スポー
ツの本質とは何か」というスポーツ概念そのもの
の意義を明確にする実質（本質）的定義と，その
実質的定義に基づいて，必ずしも十分な定義とは
言えないが，スポーツ概念の使用法について規定
し簡潔に表現するための唯名（名目）的定義を行っ
ておくことが，論理学上，重要である．
　はじめに，スポーツ概念の実質的定義では，ス
ポーツというものを，「観念文化」「行動（制度）
文化」，そして「物質文化」といった，有形・無

予算と人材）の確保と最適化を図りながら，事務・
事業を合理的かつ効率的に実施するステップであ
る．
　第三の「評価・診断」段階は，持続可能な政策
経営もしくは行政経営が実現できているか否かを
客観的に分析・評価するステップである．いうな
れば，行政組織自ら何らかの統一的な基本目標・
目的や視点及び手段のもとに行政活動を客観的に
評価し，その成果を政策経営・行政経営の改善と
質的向上にフィードバックさせていくという「行
政評価」の段階である．それゆえ，この段階では，

「事務・事業評価−施策評価−政策評価」といっ
た３階層による体系的評価を行うとともに，事前・
事中・事後を問わず，各階層で適切な基準と評価
指標を設定し，その妥当性や達成状況などを国民・
市民の生活者満足の観点から評価・検証すること
が重要である．
　最後の「政策改善」の段階では，そうした行政
評価の結果に基づいて，基本構想や予算及び組織
体制などの改善と，より効果的な政策体系の再編
成を行っていくとともに，国民・市民への説明責
任（アカウンタビリティ）を果たしていくことが
強く求められる．

図３　スポーツ政策経営と専門諸科学との関連性（中西，2012b，p.6に加筆修正）
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形の文化的構成要素の複合体として捉え，「人間
の文化的な営み」として概念規定している（図４）．
具体的に言えば，１つ目の観念文化とは，スポー
ツの意味や価値に関する観念（考え方）であり，
スポーツそれ自体の存在を意味づけ，その価値を
明示し，人間と社会に対するスポーツの意義を定
義することによって，その正当性を主張し説明す
る働きであり，「スポーツ観」と呼ぶことができる．
　２つ目の行動（制度）文化とは，具体的なスポー
ツ実践における人間の活動を統制し秩序づけ，遵
守すべき行動の仕方を指示する「スポーツ規範体
系」（各スポーツ固有の参加資格の規定やルール
などの法的規範と，フェアプレイやスポーツマン
シップなどの道徳的規範がある）と，目標達成に
向けた合理的な行動の仕方を支えるスポーツ技術
や戦術・戦略等の「スポーツ技術・戦術・戦略」，
及びこの両者を統合的に体系化したスポーツ種目
の普及・推進と統括をめざす「スポーツ組織・制
度（システム）」から構成されている．
　最後の物質文化とは，スポーツに関わる様々な
物的事物であり，スポーツの価値を実現し，目標
を達成するために工夫され，改善され，洗練され
てきた物に関わる文化のことである．具体的には，
スポーツ実践を支えるスポーツ施設・設備やス
ポーツ用具・用品等である．これらは，われわれ

人間がスポーツ実践における合理性（機能性）や
安全性，及び公平性（平等性）を保障するために，
歴史的・社会的発展の過程で創り出してきた「ス
ポーツ物的事物」と呼ぶことができる．
　それゆえ，スポーツ政策の政策形成にとって
は，人間がどのような文化的目的（観念文化）に
意味づけられ，価値づけられ，導かれたスポーツ
をするのかを吟味することが重要な政策アジェン
ダとなるである．つまり，「人間と社会との関連
から見た，スポーツの価値づけに関わる望ましさ
を中核とする考え方」をどのように規定するかと
いうスポーツ観が重要な視座となってくるのであ
る．こうしたスポーツ観は，スポーツをめぐる思
想やイデオロギー及びスポーツ科学論などによっ
て形成されてきたものであるので，スポーツの意
味・価値づけの仕方によって，大きく２つの考え
方（スポーツ思想）に分かれる．１つ目は，「スポー
ツ手段論」である．これは，スポーツと特定の社
会的諸課題（政治や経済・経営，メディア，教育
など）の解決を「目的−手段関係」と定位し，ス
ポーツに外在する価値（スポーツの外在的価値）
を実現するための手段（道具）としてスポーツを
正当化しようとする考え方である．２つ目は，「ス
ポーツ目的論」と呼ばれるものである．これは，
スポーツという文化に内在する本質的かつ人間的
価値（スポーツの内在的価値）を重要視し，スポー
ツ経験そのものが人間と社会にとって意味と価値
を持ち，人間の欲求充足のための自己目的的な活
動としてスポーツを意味づけしようとする考え方
である．つまり，人間の競争・卓越（達成・克服）・
自己表現等のプレイ（遊び）欲求に基づいてスポー
ツ経験それ自体を自由に楽しんでいこうという立
場である．
　昨今のスポーツ政策においては，例えば，いじ
め・不登校や体力低下などの教育的諸課題や，デ
フレ脱却・経済成長といった経済的課題などの解
決手段としてスポーツを安易に利用しようとする
スポーツ手段論が支配的であり，サッカーやバ
レーボールなどのスポーツ活動を通じた競い合い
に大きな文化的価値（スポーツをする「からだ」
自体に楽しさや喜びなど）を見出すというスポー
ツ目的論が希薄化され，こうした状況に対する政

図４　 スポーツ概念の実質的定義：スポーツの文化
性（菊，2012，p.4に加筆修正）



─ 38 ─

策批判も多々指摘されているように感じる．
　しかし，こうした２つのスポーツ観の是非論を
問うよりも，むしろ，「不易流行」のように，ス
ポーツ目的論を「不易」としてあくまでも重視し，
スポーツ手段論は「流行」として副次的・付随的
に取り入れながら，２つのバランス関係を維持・
形成していくことが，スポーツ政策の政策形成に
とって重要なことではなかろうか．とはいえ，「メ
ディアが創り出すスポーツ」（メディアスポーツ）
のように，もし不易よりも流行が重視されるよう
になった場合，スポーツに関わる人文・社会科学
的立場からは，スポーツそれ自体の変質や歪みが
生じ，スポーツの豊かな可能性を自ら閉ざし，人
間性や社会の破壊など，多くの弊害さえもたらし
かねない，ということを指摘しておかなければな
らない．いうなれば，社会・経済等の歪みを反映
した「現代スポーツ」の問題点を痛切に批判した
ミッチェナー（Michener, James A., 1976）のい
う「スポーツの危機」をもたらすのである．
　このように，これまで「スポーツの本質とは何
か」というスポーツ概念そのものの意義・価値な
どを明確にした実質的定義を行ってきた．しかし，
スポーツ概念に対する多くの人々からのコンセン
サス（共通理解）を得るためには，こうした実質
的定義に基づいて，必ずしも十分な定義とは言え
ないが，スポーツ概念の使用法について規定し簡
潔に表現するための唯名（名目）的定義を行って
おくことが，論理学上，重要である．こうした文
脈（コンテクスト）のもとで，スポーツ概念の唯
名的定義を行うと，「スポーツとは，人間の活動・
競争・達成・克服・自己表現といった本源的な欲
求充足（遊戯論に基づくプレイ欲求の充足）とと
もに，そうした欲求充足に伴う爽快感・充実感・
達成感・知的満足感などの楽しさや喜び（内在
的・本質的価値），および『健やかなからだ』（菊，
2013）を求めて行われる身体運動のすべてであり，
人類が人生をより豊かに充実して生きていくため
に，その時代その時代にもてる英知を結集して創
造してきた文化である」と定義づけることができ
る．
　したがって，「新たなスポーツ文化」の確立を
普遍的理念とするスポーツ基本計画では，少なく

とも，これまでに述べてきたようなスポーツ概念
が反映されるとともに，われわれ人間が，生涯に
わたって「スポーツの文化性」を学び，人類（先
人たち）の英知や思いを追体験し，文化としての
健全な維持・発展の一翼を担っていくことで，す
べての人々が幸福で豊かな生活を営むことができ
る社会を創っていけるだけの政策形成がなされな
ければならない．

３．スポーツ政策経営における「スポーツ価
値」の吟味

　ここでは，スポーツ政策経営におけるスポーツ
価値の変化・拡大とその方向性について検討して
いくために，地方公共団体におけるスポーツ政策
として，旧法の規定に基づくスポーツ振興計画（以
下，「旧計画」と略す）と，新法の規定に基づく
地方スポーツ推進計画（以下，「新計画」と略す）
の２つについて比較・分析する．

（1） 分析対象の選定と新・旧計画の収集
　はじめに，47都道府県と19政令指定都市注２）の
合計66の地方公共団体における旧計画の策定状況
等について把握するために，2011年２月中に，イ
ンターネットや電話などによる状況調査を実施し
た．その結果，スポーツ振興に関する単独計画を
策定している地方公共団体は，46都道府県，17政
令指定都市の合計63（策定率95.5％）であったの
で，63の地方公共団体を分析対象として選定した．
その後，分析対象となった地方公共団体のホー
ムページ（HP）からの公開データのダウンロー
ドと電話での郵送依頼の両方を用いて，63の地方
公共団体が策定した旧計画を収集した．こうした
旧計画に関する内容分析の結果については，中西

（2012a）に詳しい．
　一方，47都道府県と20政令指定都市の合計67の
地方公共団体における新計画の策定状況等につい
て把握するために，2015年12月初旬〜１月中旬に
かけて，インターネットによる状況調査を実施し
た．その結果，スポーツ推進に関する単独計画を
策定している地方公共団体は，28都道府県，10政
令指定都市の合計38（策定率56.7％）であったの
で，38の地方公共団体を分析対象として選定した．
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その後，分析対象となった地方公共団体のホーム
ページ（HP）からの公開データのダウンロード
によって，38の地方公共団体が策定した新計画を
収集した．
　なお，地方公共団体における計画策定状況等の
概要は，表１に示す通りである．とりわけ，新
法の制定・施行前後の計画策定状況について見
てみると，全体の92.5％の地方公共団体が単独計
画として策定しているが，6.0％は行政計画の一
部として位置づけており，1.5％は未策定であっ
た．ここで，計画策定時期を加味しながら策定率
92.5％の内実を考察してみると，「前回計画の改
定（改訂）なし」で旧計画をそのまま単独計画
として継続している地方公共団体が全体の16.4％
であり，「前回計画の改定（改訂）」を行った上で

単独計画として継続しているのは全体の6.0％で
あった．また，スポーツ立国戦略をはじめ，新法
やスポーツ基本計画の審議期間中，いわゆる「端
境期」に新しいスポーツ振興計画を策定した地方
公共団体は，全体の13.4％であった．さらに，新
法の制定・施行後ならびにスポーツ基本計画の策
定以降（同時公表も含む）の，いわゆる新法の規
定に基づく地方スポーツ推進計画を策定した地方
公共団体は全体の56.7％であり，こうした新計画
が本稿における分析対象でもある．

（2） 分析視点と分析方法
　スポーツ政策経営におけるスポーツ価値の変
化・拡大とその方向性について比較・検討してい
くために，新・旧計画それぞれについて，①スポー

表１　地方公共団体における計画策定状況等の概要

地方公共
団体

計画の形態

「旧法」＊５）の
規定に基づく
計画策定状況

（N=66）

「新法」＊５）の制定・施行前後の計画策定状況（N=67）
前回計画の改
定（改訂）なし
（旧法のまま）

前回計画の
改定（改訂）

端境期＊３） 制定・施行後＊４） 策定状況

47都道府県

単独計画
46 7 ３ ５ 28 43

97.9% 14.9% 6.4% 10.6% 59.6% 91.5%

行政計画＊２）の一部
１ 0 ４ ４

2.1% 0.0% 8.5% 8.5%

未策定
0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

20政令指定
都市＊１）

単独計画
17 ４ １ ４ 10 19

89.5% 20.0% 5.0% 20.0% 50.0% 95.0%

行政計画＊２）の一部
２ 0 0 0

10.5% 0.0% 0.0% 0.0%

未策定
0 0 １ １

0.0% 0.0% 5.0% 5.0%

全　体
（N=67）

単独計画 63 （95.5%） 11 （16.4%） ４ （6.0%） ９ （13.4%） 38 （56.7%） 62 （92.5%）
行政計画の一部 ３ （4.5%） 0 （0.0%） 0 （0.0%） 0 （0.0%） ４ （6.0%） ４ （6.0%）

未策定 0 （0.0%） 0 （0.0%） 0 （0.0%） 0 （0.0%） １ （1.5%） １ （1.5%）
＊１） 平成24年４月１日より熊本市が政令指定都市となったので，「スポーツ基本法」施行後は20政令指定都市

であるが，「スポーツ振興法」施行中は19政令指定都市である．
＊２） 行政計画とは，総合計画や教育振興基本計画などを意味している．
＊３） 端境期とは，「スポーツ立国戦略」（平成22年8月26日）や「スポーツ基本法」（平成23年６月24日制定，

8月24日施行），および「スポーツ基本計画」（平成24年３月30日）などの審議期間中を指している．
＊４） 「スポーツ基本法」（平成23年６月24日制定，8月24日施行）ならびに「スポーツ基本計画」（平成24年３

月30日）以降（同時公表も含む）のことである．
＊５） 「旧法」とは「スポーツ振興法」，「新法」とは「スポーツ基本法」のことである．
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ツ概念・意義の記述状況，②スポーツの文化とし
ての記述状況，③基本理念・基本目標等の内容，
④スポーツ価値の整理・分類といった４つの分析
視点から内容分析を行った．
　そのため，①スポーツ概念・意義の記述状況
は，先に述べたような唯名的定義に関連するキー
ワードや文脈（内容）等がどの程度記述されてい
るかを分析し，「１. 記述されている−２. 断片的
に記述されている−３. 記述されていない」の３
段階で分類した．また，②スポーツの文化として
の記述状況については，文化的記述があるか否か
を分析し，「１. 文化としての記述がある−２. 文
化としての記述が不明」の２段階で分類すること
にした．さらに，③基本理念・基本目標等の内容
についてはその中で用いられているキーワード等
を抽出し，また，④スポーツ価値の整理・分類に
ついてはスポーツ概念・意義の中で用いられてい
るキーワードや文脈等を抽出し，③と④のそれぞ
れをKJ法という発想法によって整理・分類する
ことにした．

（3） 内容分析の結果
　ここでは，前述した４つの分析視点に従って，
内容分析の結果について考察していきたい．
　はじめに，表２は，本稿で唯名（名目）的に定
義づけたスポーツ概念・意義に関連するキーワー
ドや文脈等が記述されているか否かについて吟味
した結果である．これによれば，都道府県および
政令指定都市の両方において，旧計画と比較する

と新計画の方がスポーツ概念・意義の記述割合が
減少し，断片的な記述が増加していることが理解
できる．特に，政令指定都市の記述状況は82.4％
から60.0％へと，その減少が顕著であった．
　しかしながら，新計画においては，断片的な記
述までを含めると，都道府県で96.4％，政令指定
都市で100.0％となり，スポーツ概念・意義の記
述を意識している状況は少なくとも伺える（ただ
し，旧計画では，断片的な記述については分析さ
れていないので，「２. 断片的に記述されている」

「３. 記述されていない」といった２つの割合を
新・旧計画間で比較することはできないが）．
　新計画におけるスポーツ概念・意義の減少傾向
は，これまでの旧法にはなかった「スポーツの価
値や意義，スポーツの果たす役割の重要性，及び
スポーツ権」などが新法の前文には法的に明記さ
れたため，新計画の中では改めて記述する必要が
なかったのではないかと推察できよう．
　次に，表３は，スポーツ概念・意義をはじめ，
新・旧計画全体の中に文化としての記述があるか
否かについて分析した結果である．これによると，
都道府県での新・旧計画間，および政令指定都市
での新・旧計画間においては「文化としての記述
がある」割合に関して大差はなかったが，都道府
県の方が高い割合であった．全体では，旧計画が
76.2％，新計画が73.7％という結果であった．
　このように，スポーツ概念・意義を明確にする
とともに，スポーツを文化として明記した地方ス
ポーツ推進計画を策定している地方公共団体は，

表２　スポーツ概念・意義の記述状況

スポーツ概念・意義の記述状況
都道府県 政令指定都市 全　体

旧計画 新計画 旧計画 新計画 旧計画 新計画

�１.�記述されている
41 24 14 6 55 30

89.1% 85.7% 82.4% 60.0% 87.3% 78.9%

 ２. 断片的に記述されている −
3

−
4

−
7

10.7% 40.0% 18.4%

 ３. 記述されていない
5 1 3 0 8 1

10.9% 3.6% 17.6% 0.0% 12.7% 2.7%

合　　　計
46 28 17 10 63 38

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

＊）  旧法の規定に基づくスポーツ振興計画を「旧計画」，新法の規定に基づく地方スポーツ推進計画を「新計画」
と省略している．また，表中の「−」は分析していないことを意味する．
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約7割しかないということが明確にされた．
　続いて，表４は，新・旧計画における基本理念・
基本目標等の中で用いられているキーワード等を
KJ法によって整理・分類した結果である．その
結果，旧計画では，スポーツ推進を通じて「豊か
なスポーツライフ」の形成・定着が26（41.3％）
と最も高い割合を示していた．
　しかしながら，新計画においては，「県民すべ
てが�」「みんなのスポーツ」「一市民一スポーツ」

「ライフステージに応じた�」「いつでも・どこで
も�」といったキーワードに代表されるように，

「生涯スポーツ・生涯スポーツ社会」の実現が27
（71.1％）へと大幅に増加し，スポーツ基本計画
の基本的な政策課題である「年齢や性別，障害等
を問わず，広く人々が，関心，適性等に応じてス
ポーツに参画することができる環境を整備するこ
と」が色濃く反映されているものと思料される．

　また，「スポーツによる地域づくり・社会づくり」
についても19（50.0％）へと増加し，「東日本大
震災（2011年３月11日）の被災地復興・支援活動」
におけるスポーツの地域社会貢献が期待されてい
るのではないかと推察できる．
　このように，旧計画と新計画とでは，基本理念・
基本目標等の重点が生涯スポーツ・生涯スポーツ
社会の実現とスポーツによる地域づくり・社会づ
くりへと，その時代の社会的状況等に適応して変
化していると言っても過言ではなかろう．
　最後に，表５は，スポーツ政策経営におけるス
ポーツ価値について吟味するために，スポーツ概
念・意義や基本理念・基本目標等の内容をはじめ，
新・旧計画全体の中で用いられているキーワード
や文脈等をKJ法によって整理・分類した結果で
ある．また，ここでは，複数回答分析を行うが，
いくつものキーワードや文脈等の中でどのキー

表３　スポーツの文化としての記述状況

スポーツ概念・意義の記述状況
都道府県 政令指定都市 全　体

旧計画 新計画 旧計画 新計画 旧計画 新計画

１.�文化としての記述がある
36 21 12 7 48 28

78.3% 75.0% 70.6% 70.0% 76.2% 73.7%

２. 文化としての記述が不明
10 7 5 3 15 10

21.7% 25.0% 29.4% 30.0% 23.8% 26.3%

合　　　計
46 28 17 10 63 38

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

＊）   旧法の規定に基づくスポーツ振興計画を「旧計画」，新法の規定に基づく地方スポーツ推進計画を「新計画」
と省略している．

表４　基本理念・基本目標等に用いられているキーワードの整理・分類

基本理念・基本目標に用いられているキーワード（複数回答）
旧計画

（N=63）
新計画

（N=38）
度数 ％ 度数 ％

１. 豊かなスポーツライフ 26 41.3% 5 13.2%
２.  生涯スポーツ・生涯スポーツ社会（県民すべてが，みんなのスポーツ，

一市民一スポーツ，ライフステージに応じた，いつでも・どこでも�等）
16 25.4% 27 71.1%

３. 豊かなスポーツ文化 3 4.8% 0 0.0%
４. スポーツによる地域づくり・社会づくり 18 28.6% 19 50.0%
５. スポーツによる人づくり 6 9.5% 5 13.2%
６. 基本理念・基本目標の記述がない 1 1.6% 0 0.0%

合　　　計 70 56
＊） 旧法の規定に基づくスポーツ振興計画を「旧計画」，新法の規定に基づく地方スポーツ推進計画を「新計画」

と省略している．
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ワード等が最も有効であるのかを把握したいの
で，「回答総数を基数にとる」（辻・有馬，1987，
p.149）方法でその割合を算出・比較することに
した．
　その結果，旧計画においては，スポーツ価値と
して，「個人的価値」が59.5％と最も高い割合を
占めており，「社会・生活向上価値」が22.3％と
それに続いていた．また，「個人的価値」につい
ては，①人間の本源的な欲求充足のための「目
的的価値」と，②ある特定の個人的諸課題を解決
するための「手段的価値」といった２つの側面か
ら構成されており，前者が全体の26.7％，後者が
全体の32.8％という結果であり，スポーツの手段
的価値が強調されていることが理解できよう．さ
らに，こうしたスポーツ価値をスポーツ思想（ス

ポーツ観）という視点から捉えてみると，「スポー
ツの内在的・本質的価値」として判断できるの
は「目的的価値」の26.7％であるのに対して，「ス
ポーツの外在的・道具的価値」に該当するのは，

「手段的価値」の32.8％をはじめ，「教育的価値」
（9.1％），「経済的価値」（3.4％），「国際的価値」
（4.0％），そして「鑑賞的価値」（1.8％）などを
合わせた73.3％であった．
　このように，旧計画では，スポーツ（文化）と
いうものが非常に高い割合で道具的・手段的に活
用されていることから，スポーツ政策経営におけ
る外在的・道具的価値（スポーツ手段論）への偏
重傾向が見られた．
　翻って，新計画について見てみると，旧計画
と同じように，「個人的価値」が45.4％と最も高

表5　地方公共団体のスポーツ政策から整理・分類された「スポーツ価値」の体系化

地方公共団体のスポーツ政策（旧計画・新計画＊１））
全体の中で用いられているキーワードの分類

スポーツ
価値体系

旧計画（N=63） 新計画（N=38）
度数／割合① 度数／割合② 度数／割合③ 度数／割合① 度数／割合② 度数／割合③

１. 人間の本源的な欲求の充足
目的的価値

18 3.6%

135 26.7% 135 26.7%

14 3.8%

66 17.8% 66 17.8%２.  欲求充足に伴う爽快感・達成感・
充実感，楽しさや喜びの体得 90 17.8% 35 9.5%

３. 規範意識と責任感の獲得 27 5.3% 17 4.6%
４.  身体的効果（健康・体力の保持

増進など） 109 21.5%

166 32.8%

371 73.3%

60 16.2%

102 27.6%

304 82.2%

５.  精神的効果（ストレス解消，心
身の健全な発達など） 手段的価値

43 8.5% 33 8.9%

６. コミュニケーション能力の育成 14 2.8% 9 2.4%
１. 豊かな人間性の醸成

教育的価値
25 4.9%

46 9.1%
9 2.4%

31 8.4%
２. 青少年の健全育成 21 4.2% 22 5.9%
１. 生活の質的向上

社会・生活
向上価値

23 4.5%

113 22.3%

17 4.6%

92 24.9%２.  地域づくりとコミュニティ意識
の形成 61 12.1% 39 10.5%

３. 活力ある健全な社会の形成 29 5.7% 36 9.7%
１. 医療費等の節減

経済的価値

7 1.4%

17 3.4%

7 1.9%

34 9.2%
２. 雇用創出 3 0.6% 5 1.4%
３. 産業・観光等の発展＊２） 2 0.4% 8 2.2%
４. 経済の活性化 5 1.0% 14 3.8%
１.  国際的な友好と親善，国際的な

相互理解，平和への貢献など 国際的価値
20 4.0%

20 4.0%
12 3.2%

20 5.4%
2. 国際的地位の向上＊３） − − 8 2.2%
人間の可能性の極限を追求するアス
リートの姿への感動（夢や希望，勇
気）など

鑑賞的価値 9 1.8% 9 1.8% 25 6.8% 25 6.8%

合計／割合（％） 506 100.0% 506 100.0% 506 100.0% 370 100.0% 370 100.0% 370 100.0%

内在的・本質的価値

外在的・道具的価値

＊１） 旧法の規定に基づくスポーツ振興計画を「旧計画」，新法の規定に基づく地方スポーツ推進計画を「新計画」と省略している．
＊２）  旧計画に対する内容分析では「3.産業等の発展」となっていたが，新計画では「観光」というキーワードが新たに追加されていた．
＊３） 新計画に対する内容分析で新たに追加されたキーワードである．

個人的価値 301；59.5％ 168；45.4％
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生活全般わたる「人間的生の充実」（菊，2013）
や，地域への誇りと愛着，連帯感等の醸成を促し，
人間関係の希薄化等の問題を抱える地域コミュニ
ティの再生・活性化にもつながるという「社会・
生活向上価値」である．第四は，スポーツ振興に
よる関連産業の拡大が，新たな需要と雇用を創
出するとともに，スポーツによる市民の心身の健
康保持・増進，医療費削減等の効果をもたらすと
いった「経済的価値」である．第五に，スポーツ
による国際交流は，言葉の壁や生活習慣の違いを
超え，同一のルールの下で互いに競い合うことに
より，世界の人々との相互理解を促進し，国際的
な友好と親善に寄与するとともに，国際的地位の
向上にも役立つという「国際的価値」が挙げられ
る．最後は，極限に挑戦するアスリートのひたむ
きな姿や，競技レベルの高いプロスポーツの試合
などは，“みる”人に夢や感動，希望や勇気を与
えるとともに，スポーツ文化への関心や意欲を高
めるといった「鑑賞的価値」である．
　こうした６つのスポーツ価値体系は，われわれ
人間がスポーツ文化との多様なかかわり方（「す
る・行う」「みる」「創る・ささえる」）を楽しむ
ことによって，個人や社会・経済全体にまで普及・
浸透し，スポーツという文化が多くの人々に受け
入れられるようになり，人々の豊かな生活と社会・
経済の創造・発展につながっていくのである．そ
れゆえ，スポーツ政策の形成にあたっては，スポー
ツ文化の普及・振興に対する望ましい価値判断（内
在的価値と外在的価値のバランス関係の形成・維
持）が強く求められるのである．

４．結　　　語

　本稿の目的は，中西（2012a）が提示した「文
化としてのスポーツの価値体系（仮説的概念モデ
ル）」に依拠しながら，新法の規定に基づいて策
定された地方スポーツ推進計画（新計画）と，旧
法の規定に基づいて策定されたスポーツ振興計画
等（旧計画）との質的な比較・分析を行い，両計
画の相違等について明確にしていくことによっ
て，スポーツ政策経営におけるスポーツ価値の変
化・拡大とその方向性について検討していくこと
であった．

い割合を占めており，「社会・生活向上価値」が
24.9％とそれに続いていた．また，「個人的価値」
については，「目的的価値」が17.8％，「手段的価値」
が27.6％であり，スポーツの手段的価値に重きが
置かれていることが分かった．さらに，スポーツ
思想という視点から見ても，「スポーツの内在的・
本質的価値」は17.8％であるのに対して，「スポー
ツの外在的・道具的価値」は82.2％となっており，
旧計画よりも新計画の方にスポーツ手段論への偏
重傾向が大きいことが理解できよう．
　とりわけ，新計画に見られる，旧計画からの大
きな変化・拡大について考察してみると，東日本
大震災の被災地復興・支援活動や「2020年東京オ
リンピック・パラリンピック開催地立候補」（2011
年7月29日に申請文書提出），及びスポーツ基本
計画における「スポーツツーリズムによる国際交
流」の強調といったような社会的状況等の変化が
影響したせいか，「社会・生活向上価値」（活力あ
る健全な社会の形成），「経済的価値」（観光等の
発展），「国際的価値」（国際的地位の向上），「鑑
賞的価値」といった４つの外在的・道具的なスポー
ツ価値の割合が増加していた．
　このように，新・旧計画におけるスポーツ価値
を比較・分析した結果，社会的状況等の変化にも
適応しながら，計画全体の中で用いられている
キーワード等はいくつか新たに追加されている
が，６つのスポーツ価値体系それ自体には大きな
変化・拡大は見られなかった．
　したがって，スポーツ政策経営におけるスポー
ツ価値は，６つの価値体系から構成されると言っ
ても過言ではなかろう．第一は，スポーツという
ものが，身体を動かすという人間の本源的な欲求
に応え，爽快感や達成感，ストレス解消などの精
神的充足感をもたらすとともに，健康・体力の保
持増進や生活習慣病の予防，青少年の健全育成と
いった心身の健全な発達，及び「健やかなからだ」
の育成に役立つという「個人的価値」である．第
二に，スポーツには，礼儀正しく，マナーや規則
を守り，協調性や社会力・生きる力のある，よい
人間を育てることが大きく期待されるという「教
育的価値」が挙げられる．第三は，スポーツを通
じた家族や地域との人間的な交流等が，各個人の
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　本稿における研究結果は，以下のように要約す
ることができる．
１．地方公共団体（47都道府県，20政令指定都市

の合計67）における，新法の制定・施行前後の
計画策定状況について分析した結果，全体の
92.5％（62）の地方公共団体が単独計画として
策定しているが，6.0％（４）は行政計画の一
部として位置づけており，1.5％（１）は未策
定であった．続いて，計画策定時期を加味しな
がらその策定率92.5％の内実を考察した結果，

「前回計画の改定（改訂）なし」で旧計画をそ
のまま単独計画として継続している地方公共
団体が全体の16.4％（11）であり，「前回計画
の改定（改訂）」を行った上で単独計画として
継続しているのは全体の6.0％（４）であった．
また，スポーツ立国戦略をはじめ，新法やス
ポーツ基本計画の審議期間中，いわゆる「端境
期」に新しいスポーツ振興計画を策定した地方
公共団体は全体の13.4％（９）であり，新法の
制定・施行後ならびにスポーツ基本計画の策定
以降（同時公表も含む）の，いわゆる新法の規
定に基づく地方スポーツ推進計画を策定した地
方公共団体は全体の56.7％（38）であった．

２．スポーツ概念の唯名的定義に関連するキー
ワードや文脈等が記述されているか否かについ
て吟味した結果，都道府県および政令指定都市
の両方において，旧計画と比較すると新計画の
方がスポーツ概念・意義の記述割合が減少し
ており，旧計画の全体では87.3％が記述してい
るのに対して，新計画の全体では78.9％であっ
た．特に，政令指定都市の記述状況は82.4％か
ら60.0％へと，その減少が顕著であった．

３．スポーツ概念・意義をはじめ，新・旧計画全
体の中に文化としての記述があるか否かについ
て分析した結果，都道府県での新・旧計画間，
および政令指定都市での新・旧計画間において
は「文化としての記述がある」割合に関して大
差はなかったが，都道府県の方が高い割合で
あった．全体では，旧計画が76.2％，新計画が
73.7％という結果であった．

４．新・旧計画における基本理念・基本目標等
の中で用いられているキーワード等をKJ法に

よって整理・分類した結果，旧計画ではスポー
ツ推進を通じて「豊かなスポーツライフ」の形
成・定着が26（41.3％）と最も高い割合を示し
ていた．これに対して，新計画においては，「生
涯スポーツ・生涯スポーツ社会」の実現に27

（71.1％）と最も高い割合が示されており，基
本理念・基本目標等の重点が生涯スポーツ・生
涯スポーツ社会の実現へと変化してきていると
いうことが明確にされた．

５．新・旧計画におけるスポーツ価値を比較・分
析した結果，社会的状況等の変化にも適応しな
がら，計画全体の中で用いられているキーワー
ド等はいくつか新たに追加されていたが，６つ
のスポーツ価値体系それ自体には大きな変化・
拡大は見られなかった．しかしながら，新計画
おいて新たに追加されたキーワード等について
見てみると，「経済的価値」には観光等の発展が，
そして「国際的価値」には国際的地位の向上が，
それぞれ新しいキーワードとして挙げられてい
た．

　以上のような研究結果から，本稿では，スポー
ツ政策経営における６つのスポーツ価値が安定的
かつ妥当な価値体系（構造）であるということが
示唆された．また，こうしたスポーツ価値体系は，
スポーツ政策の政策形成段階において有益な理念
や政策革新を提供してくれるものと思料される．
　しかしながら，本稿の分析と吟味を進めていく
上で，いくつかの問題が今後の研究課題として残
された．第一に，本稿では，地方公共団体を分析
対象として，47都道府県及び20（19）政令指定都
市が策定した新・旧計画の内容分析は実施するこ
とができたが，これら以外の市区町村については
その策定状況や計画内容等の把握すらできなかっ
た．今後，スポーツ政策経営におけるスポーツ価
値体系の汎用性と有用性をより一層高めていくた
めには，残された市区町村に対する政策内容分析
を実施していくことが喫緊の課題である．
　第二に，本稿では，地方公共団体全体での内容
分析を行ったが，例えば，A県の旧計画と新計画
とを比較した場合，どのような政策変化・拡大が
あったのかといったような，都道府県・政令指定
都市単位でのスポーツ政策（新・旧計画）の変化・
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拡大については吟味することができなかった．今
後，スポーツ政策の連続性・継続性という「生活
者への効果性」を加味すれば，こうしたミクロレ
ベルでの内容分析を実施していくことが緊要の課
題であろう．
　最後に，本稿では，スポーツ概念・意義の記述
状況やスポーツの文化としての記述状況について
は把握することができたが，スポーツ概念・意義
と「政策−施策−事務・事業」といった政策体系
との整合性・一貫性までは吟味することができな
かった．今後，スポーツ政策体系対する望ましい
価値判断，いうなれば，スポーツの内在的価値と
外在的価値のバランス関係を保持した，政策目標
や施策及び事務・事業の策定・実施等を行ってい
くためには，こうした整合性・一貫性の分析が重
要な課題である．
　したがって，今後，こうした研究課題を超克し
ていくことによって，本稿で検証されたスポーツ
価値体系の妥当性と有効性がより一層高まり，ス
ポーツ行政組織をはじめ，多くのスポーツ組織に
おいてスポーツの文化性が高まっていくことが期
待される．

注１）「○○県スポーツ振興基本計画」「◇◇県ス
ポーツ振興プラン」「△△市スポーツ振興
計画」「□□市スポーツプラン」等々，地
方公共団体によってその計画の名称は多岐
にわたっているが，本稿では，すべてを統
一する意味で「スポーツ振興計画」と呼ん
でおきたい．

注２） 旧計画の調査を実施した2011（平成23）年２
月時点では19政令指定都市であるが，平成
24年４月１日より熊本市が政令指定都市と
なったので，新計画では，熊本市を加えて
20政令指定都市となる．
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　第３章では，いくつかの自治体における政策の
事例分析にもとづいて，スポーツ基本法（2011）
やスポーツ基本計画（2012）の制定以降，自治体

（とくに基礎自治体）において策定されたスポー
ツ政策のなかでスポーツ価値がどのように変容し
てきたのかを透写し，住民に最も身近な自治体の
スポーツ政策におけるスポーツ価値の捉え方が，
するスポーツのみにとどまらず，みるスポーツや
支えるスポーツにも拡大してきた状況について検
討する．

１．背景および目的

（1） スポーツ基本計画におけるスポーツの価値
　スポーツ基本計画（2012）は，スポーツ基本法

（2011）の規定（第９条）に基づき，わが国にお
けるスポーツ施策の具体的方向性を示すものとし
て策定・公表された．それは，今後10年程度を見
通した基本方針を定めたものであり，2012年度か
らの概ね５年間に総合的かつ計画的に取り組むべ
きスポーツ施策を体系的に示したものとなってい
る．
　このスポーツ基本計画は，全４章から構成され
ている．「第１章 スポーツめぐる現状と今後の課
題」では，わが国がこれからめざすべき具体的な
社会の姿として，①青少年が健全に育ち，他者と
の協同や公正さと規律を重んじる社会，②健康で
活力に満ちた長寿社会，③地域の人々の主体的な
協働により，深い絆で結ばれた一体感や活力があ
る地域社会，④国民が自国に誇りを持ち，経済的
に発展し，活力ある社会，そして⑤平和と友好に
貢献し，国際的に信頼され，尊敬される国，が示
されている．「第２章 今後10年間を見通したス
ポーツ推進の基本方針」では，基本的な政策課題
を「年齢や性別，障害等を問わず，広く人びとが

関心・適性に応じてスポーツに参画することがで
きる環境を整備すること」として，①子どものス
ポーツ機会の充実，②ライフステージに応じたス
ポーツ活動の推進，③住民が主体的に参画する地
域のスポーツ環境の充実，④国際競技力の向上に
向けた人材の養成やスポーツ環境の整備，⑤オリ
ンピック･パラリンピック等の国際競技大会の招
致・開催等を通じた国際貢献･交流の推進，⑥ス
ポーツ界の透明性，公平･公正性の向上，⑦スポー
ツ界の好循環の創出，という7つの政策目標が設
定されている．「第３章 今後５年間に総合的かつ
計画的に取り組むべき施策」では，子どもの体力
が1985年頃の水準を上回り，成人の週１回以上の
実施率が３人に２人（65％程度），週３日以上の
実施率が３人に１人（30%程度）となる水準が掲
げられている（競技力関連は略）．「第４章 施策
の総合的かつ計画的な推進のために必要な事項」
では，国民の理解と参加の促進，関係者の連携・
協働による計画的･一体的推進，スポーツ推進の
ための財源の確保と効率的･効果的な活用，計画
の進捗状況の検証と計画の見直しなどが示されて
いる．
　言うまでもなく，こうした多様かつ体系的な施
策は，その内容からも読み取れるように，スポー
ツをめぐる望ましさ，効用，便益などを含む「め
ざすべき姿」や「あるべき姿」の反映であり，そ
れは同時に「スポーツの価値」を示すものともい
える．
　中西（2012）は，わが国のスポーツ政策を支え
る法律と基本計画として，スポーツ振興基本計画

（2000），スポーツ立国戦略（2010），スポーツ基
本法（2011），スポーツ基本計画（2012）を取り
上げ，レビューを行っている．さらに，「文化と
してのスポーツの価値」を体系化するために，47 
都道府県と19政令指定都市（計66自治体）を対象
として，これら自治体のスポーツ関連計画に示さ
れるスポーツ概念・意義として用いられている

３．基礎自治体のスポーツ政策にみるスポーツ価値の変容�
－「スポーツ基本計画」前後の比較分析から－

作野　誠一１）　　霜島　広樹１）

１）早稲田大学スポーツ科学学術院
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いくのか，そのプロセスを明らかにするという意
味がある．先の中西（2012）によれば，国の計画
においては，スポーツ（文化）というものが非常
に高い割合で道具的・手段的に用いられていたこ
とから，スポーツ手段論への偏重が指摘されてい
る．こうした傾向が，基礎自治体にもみられるの
かということについては，これまでに十分検討さ
れていない．また，国の計画の影響が基礎自治体
にどのように及んだかを分析した研究はこれまで
のところみられない．

（3） 目的
　以上より，本章の目的は，基礎自治体のスポー
ツ政策におけるスポーツ価値について，具体的な
スポーツ関連計画（スポーツ単独の行政計画）の
内容分析から明らかにすることである．なお，こ
のときスポーツ基本計画（2012）前後の比較とい
う視点を導入し，国の計画の影響と価値受容・変
容の関係についても検討することにしたい．

２．方法（分析枠組）

（1） 対象およびデータの取得
　本研究調査では，基礎自治体のスポーツ政策に
おけるスポーツ価値を，具体的なスポーツ関連計
画の内容分析を通して行うこととする．わが国の
基礎自治体は1,718（2014.４現在）といわれるが，
今回は仮説生成的な調査研究であることから，ご
く少数の事例を取り上げ検討することとした．市
区町村のスポーツ政策は，国の基本方針とともに
都道府県のスポーツ政策の影響を大きく受ける
が，スポーツ基本計画（2012）以降，新たなスポー
ツ関連計画を策定･公表した都道府県であり，ま
たわが国における代表的な都市として東京都の自
治体を対象にすることとした．
　まず，東京都における26市５町8村23区を対象
として，スポーツ関連計画の策定状況等を，イン
ターネットや電話などによる調査法を用いて把握
し，その策定状況に基づいて分析対象の選定を
行った．なお，本調査研究においては，スポーツ
基本計画（2012）前後の比較から，国の計画の影
響と価値変容の関係について検討することから，
スポーツ基本計画策定以前にスポーツ関連計画が

キーワードや文脈等を拾い出しKJ 法によって整
理・分類した．その結果，これらの計画から，文
化としてのスポーツの価値として，①個人的価値，
②教育的価値，③社会・生活向上価値，④経済的
価値，⑤国際的価値，そして⑥鑑賞的（芸術的）
価値という６つの価値を抽出している．このうち
個人的価値については，人間の本源的な欲求充足
のための「目的的価値」と，ある特定の個人的諸
課題を解決するための「手段的価値」といった２
つの側面から構成されていること．さらに，こう
したスポーツの価値をスポーツ思想（スポーツ観）
という視点から捉え，「スポーツの内在的・本質
的価値」として判断できるのは個人的価値（目的
的価値）であるのに対して，上記以外は「スポー
ツの外在的・道具的価値」に該当するものと区分
している．これらの計画のなかでは，スポーツ（文
化）というものが非常に高い割合で道具的・手段
的に活用されていたことから，スポーツ政策にお
ける「外在的・道具的価値」（スポーツ手段論）
への偏重を指摘している．

（2） スポーツ価値の普及・過程への関心
　わが国では地方分権への関心の高まりから，
2000年に地方分権一括法が施行されると，国と地
方の役割分担の明確化，機関委任事務制度（国の
機関が地方の機関に指図して仕事をさせること）
の廃止，国の関与のルール化等が図られ，これに
より地方公共団体には自らの判断と責任によって
地域の実情に沿った行政を展開していくことが期
待された．しかし実際の政策過程，とくにスポー
ツ政策においては，従前どおりの「国→都道府県
→市区町村」という行政単位の一方向的な影響関
係が色濃く残っているように思われる．とりわけ，
基礎自治体（市町村）におけるスポーツ関連計画
の内容は，上位計画との整合性の観点から国や広
域自治体の計画から直接的に影響を受けているこ
とが推測される．
　これらのことをふまえ，われわれの一番身近な
存在である基礎自治体の計画のなかにみられるス
ポーツの価値が，国の計画からどのような影響を
受けているのか検討することは，政策の文脈にお
いてスポーツの価値がどのように普及・浸透して
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３．分析結果

　東京都26市５町8村23区におけるスポーツ関連
計画の策定状況について，まとめた結果を表１に
示した．全体として，スポーツ関連計画が策定さ
れている，または策定中の市町村区の数は，計画
が策定されていない市町村区を上回る結果となっ
た．町や村においては，計画が策定されていない
ケースが目立ち，市や区は計画が策定されている，
または策定中である傾向が強かった．

表１　スポーツ関連計画の策定状況（2015.3.1現在）

市町村区
計画策定状況

あり 策定中 なし
市 （n=26） 11 7 8
町 （n=5） 1 0 4
村 （n=8） 0 0 8
区 （n=23） 11 3 9
計 （n=62） 23 10 29

（1） 八王子市の事例
　スポーツ基本計画策定以前に八王子市において
策定された「八王子市スポーツ振興計画」，（2004.
３）およびスポーツ基本計画策定以後に策定され
た「八王子市スポーツ推進計画」（2014.３）にお
ける，スポーツ概念・意義に用いられているキー
ワードや文脈を，中西（2012）を参考にKJ法によっ
て整理した結果を表２に示した．
　八王子市スポーツ振興計画（以下，振興計画）
から抽出されたコードの数は28，一方王子市ス
ポーツ推進計画（以下，推進計画）から抽出され
たコードの数は62であり，スポーツの価値を構成
するコードの数が全体的として倍以上に増えてい
ることが確認された．また，スポーツの価値体系
においては，目的的価値においてコードの数に若
干の減少がみられたものの，それ以外の全て（手
段的価値，教育的価値，社会・生活向上価値，経
済的価値，国際的価値，鑑賞的価値）においてコー
ド数の増加が見られた．以下，各スポーツの価値
体系ごとに結果を述べる．
　「手段的価値」においては，振興計画と推進計
画を比較した場合，「４. 身体的効果」，「５. 精神

策定され，その施行期間がスポーツ基本計画の策
定時期に被っていないこと，かつ2013年8月以降
に新たなスポーツ関連計画が策定されていること
といった条件を満たす市区町村を対象とすること
にした注１）．
　これらのことをふまえ，上述の条件に該当する
市区町村をピックアップし，それらのなかから人
口規模（2015年２月現在）のバランスを勘案し，
八王子市（約56万人），府中市（約25万人），青梅
市（約14万）を対象にしてデータを取得した．
　データ取得において，八王子市，府中市のデー
タはWEBで取得することが可能であったが，青
梅市に関しては，過去の計画に関するデータは
WEB上に公表されていなかったため，青梅市担
当課に問い合わせ，現物送付を依頼することで，
過去のスポーツ関連計画のデータを取得した．

（2） 分析方法
　分析は中西（2012）と同様に，KJ法（川喜田, 
1967）にて行った．まず，各々のスポーツ関連計
画における，計画策定の趣旨・性格・期間・構成，
計画の基本構想，各市におけるスポーツの現状と
課題，スポーツ推進や振興の目標，そしてスポー
ツの意義に該当する部分（主として各計画書の１
章から３章まで）を対象に，スポーツ科学を専門
とする研究者２名でコーディングを行った．そし
て，得られたコードをカード化し分類，整理を行っ
た．
　一般的にKJ法では，全てのカードについて内
容の近いもの同士を集める作業が行われるが，先
行研究である中西（2012）において，同様の分類
が行われていることから，今回はこの分類を参考
にしながら，カードの分類・整理を行った．その
結果として，スポーツの価値体系は先行研究と同
様，7つのグループに分類され，それらを構成す
る下位グループとして18のグループを編成した．
その後，それらのグループに対し各々概念名を付
ける作業を行ったが，先行研究において見られな
かったグループに関しては，分析者が独自に命名
を行った．
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ワードは存在せず，「２. 地域づくりとコミュニ
ティ意識の形成」のコード数がとくに大きく増加
していることが確認された．
　「経済的価値」においては，振興計画の時点で
はキーワード全てにおいて関連するコード数は0
であったが，推進計画の時点では「１. 医療費等
の削減」，「３. 産業等の発展」，「４. 経済の活性」
に関連するコードが確認された．
　「国際的価値」，「鑑賞的価値」においても，「経
済的価値」同様に，振興計画の時点では関連する
コードが確認されなかったが，推進計画の時点で
は関連するコードが確認された．さらに，「国際
的価値」，および「鑑賞的価値」においては，振

的効果」に関連するコードの数が大幅に増加して
いることが確認された．また，「６. コミュニケー
ション能力の育成」においては，振興計画の時点
では0だったコード数が，推進計画の時点では１
となっており，新たなキーワードが推進計画に
なって追加されたことが確認された．
　「教育的価値」についてであるが，振興計画で
見られた「１. 豊かな人間性の醸成」に関するコー
ドは，推進計画においては確認されなかったもの
の，「２. 青少年の健全育成」に関連するコードは，
推進計画において大幅な増加が見られた．
　「社会・生活向上価値」においては，振興計画
と推進計画を比べコード数の減少が見られたキー

表２　 八王子市のスポーツ政策から抽出された「スポーツの価値」の体系化（スポーツ振興計画とスポーツ推
進計画の比較）

スポーツの
価値体系

度数①
（pre）

度数①
（post）

度数②
（pre）

度数②
（post）

度数③
（pre）

度数③
（post）

１. 人間の本源的な欲求の充足

目的的価値

1 0

11 8 11 8
２.  欲求充足に伴う爽快感・達成感・充実

感，楽しさや喜びの体得
10 8

３. 規範意識と責任感の獲得 0 0
４. 身体的効果（健康・体力の保持増進など）

手段的価値

5 12

6 18

17 54

５.  精神的効果（ストレス解消，心身の健
全な発達など）

1 5

６. コミュニケーション能力の育成 0 1
１. 豊かな人間性の醸成

教育的価値
1 0

2 6
２. 青少年の健全育成 1 6
１. 生活の質的向上

社会・生活
向上価値

1 1

9 19
２. 地域づくりとコミュニティ意識の形成 3 11
３. 活力ある健全な社会の形成 1 1
４. 仲間等との交流 4 6
１. 医療費等の節減

経済的価値

0 1

0 4
２. 雇用創出 0 0
３. 産業等の発展 0 2
４. 経済の活性 0 1
国際的な友好と親善，国際的な相互理解，
平和への貢献など 

国際的価値 0 3 0 3

人間の可能性の極限を追求するアスリー
トの姿への感動（夢や希望，勇気）など

鑑賞的価値 0 4 0 4

合　　計 28 62
内在的・本質的価値
外在的・道具的価値

注）pre：スポーツ振興計画　post：スポーツ推進計画
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計画」（2006. ３）およびスポーツ基本計画策定以
後に策定された「府中市スポーツ推進計画」（2014.
３）におけるスポーツ概念・意義に用いられてい
るキーワード・文脈をKJ法によって整理した結
果を表３に示した．
　府中市スポーツ振興計画（以下，振興計画）か
ら抽出されたコードの数は21，一方で府中市ス
ポーツ推進計画（以下，推進計画）から抽出され
たコードの数は30であり，全体的なコード数は八
王子ほどではないものの増加傾向であった．また，
スポーツの価値体系においては，「目的的価値」，

「手段的価値」，「社会・生活向上価値」において
は構成するコード数の増加が見られたものの，「経

興計画では関連するコードが各々１つも見られな
かったが，推進計画においては関連するコードが
複数見られた．
　最後に，ここまでみてきた６つの価値体系を「内
在的・本質的価値」および「外在的・道具的価値」
という括りで，振興計画と推進計画を比べてみた
場合，推進計画において，「外在的・道具的価値」
のコード数が大幅に増加していることが確認され
た．

（2） 府中市の事例
　八王子市に続き，スポーツ基本計画策定以前に
府中市において策定された「府中市スポーツ振興

表３　 府中市のスポーツ政策から抽出された「スポーツの価値」の体系化（スポーツ振興計画とスポーツ推進
計画の比較）

スポーツの
価値体系

度数①
（pre）

度数①
（post）

度数②
（pre）

度数②
（post）

度数③
（pre）

度数③
（post）

１. 人間の本源的な欲求の充足

目的的価値

0 1

3 4 3 4
２.  欲求充足に伴う爽快感・達成感・充実

感，楽しさや喜びの体得
3 3

３. 規範意識と責任感の獲得 0 0
４. 身体的効果（健康・体力の保持増進など）

手段的価値

3 12

4 16

18 26

５.  精神的効果（ストレス解消，心身の健
全な発達など）

1 3

６. コミュニケーション能力の育成 0 1
１. 豊かな人間性の醸成

教育的価値
0 0

1 1
２. 青少年の健全育成 1 1
１. 生活の質的向上

社会・生活
向上価値

0 0

6 8
２. 地域づくりとコミュニティ意識の形成 2 2
３. 活力ある健全な社会の形成 2 3
４. 仲間等との交流 2 3
１. 医療費等の節減

経済的価値

0 0

3 0
２. 雇用創出 0 0
３. 産業等の発展 1 0
４. 経済の活性 2 0
国際的な友好と親善，国際的な相互理解，
平和への貢献など 

国際的価値 0 0 0 0

人間の可能性の極限を追求するアスリー
トの姿への感動（夢や希望，勇気）など

鑑賞的価値 4 1 4 1

合　　計 21 30
内在的・本質的価値
外在的・道具的価値

注）pre：スポーツ振興計画　post：スポーツ推進計画
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済的価値」，「鑑賞的価値」においてはコード数に
減少が見られた．以下，各スポーツの価値体系ご
とに結果を述べる．
　「目的的価値」においては，振興計画と推進計
画を比較した場合，「２. 欲求充足に伴う爽快感・
達成感・充実感，楽しさや喜びの体得」，「３. 規
範意識と責任感の獲得」のコード数は変化しな
かったが，「１. 人間の本源的な欲求の充足」は推
進計画になり，初めて関連するコードが確認され
た．
　「手段的価値」においては，振興計画と推進
計画を比較した場合，この概念を構成するキー
ワードに関連するコード数が増加しており，とく
に「 ４. 身体的効果」に関連するコードの数が大
幅に増加していることが確認された．また，「６. 
コミュニケーション能力の育成」においては，振
興計画の時点では0だったコード数が，推進計画
の時点では１となっており，八王子市同様，新た
なキーワードが推進計画になって追加されたこと
が確認された．
　「教育的価値」についてであるが，振興計画，
推進計画ともに，キーワードに関連するコード数
の変化は見られなかった．
　「社会・生活向上価値」においては，振興計画
と推進計画を比べた場合，「１. 生活の質向上」，

「２. 地域づくりとコミュニティ意識の形成」の
コード数には変化が見られなかったものの，「３. 
活力のある健全な社会の形成」，「４. 仲間との交
流」に関連するコードが共に増加していることが
確認された．
　「経済的価値」においては，振興計画の時点で
は「３. 産業等の発展」，「４. 経済の活性」に関
連するコードが確認されたものの，推進計画にお
いては見られなかった．また，推進計画において
は，キーワード全てにおいて関連するコード数は
0であり，八王子市とは異なる結果となった．
　「国際的価値」においては，振興計画，推進計
画ともに関連するコードが１つも見られなかっ
た．一方，「鑑賞的価値」においては，振興計画，
推進計画ともに関連するコードは確認されたが，
推進計画において，振興計画に比べコード数の減
少が確認された．

　最後に，「内在的・本質的価値」および「外在的・
道具的価値」という括りで，振興計画と推進計画
を比べてみた場合，推進計画において，両者のコー
ド数が共に増加していることが確認された．

（3） 青梅市の事例
　八王子市，府中市に続き，スポーツ基本計画策
定以前に青梅市において策定された「青梅市ス
ポーツ振興計画」（2005. ３）およびスポーツ基本
計画策定以後に策定された「青梅市スポーツ推進
計画」（2014.３）におけるスポーツ概念・意義に
用いられているキーワードや文脈をKJ法によっ
て整理した結果を表４に示した．
　青梅市スポーツ振興計画（以下，振興計画）か
ら抽出されたコードの数は48，一方で青梅市ス
ポーツ推進計画（以下，推進計画）から抽出され
たコードの数は78であり，全体的なコードの数は
八王子，府中と同様に増加傾向であることが確認
された．また，スポーツの価値体系においては，「教
育的価値」においてコードの数に若干の減少がみ
られたものの，「目的的価値」，「手段的価値」，「社
会・生活向上価値」，「経済的価値」においてはコー
ド数の増加が見られた．以下，各スポーツの価値
体系ごとに，結果を述べる．
　「目的的価値」においては，「１. 人間の本源的
な欲求の充足」において，ややコード数の減少が
見られたが，キーワードを構成するコードが0に
なったものはなかった．また，「２. 欲求充足に
伴う爽快感・達成感・充実感，楽しさや喜びの体
得」のコード数は倍以上に増え，振興計画では見
られなかった「３. 規範意識と責任感の獲得」に
関連するコードが推進計画においては確認される
結果となった．
　「手段的価値」においては，「５. 精神的効果」，

「６. コミュニケーション能力の育成」に関連す
るコードの数が振興計画と推進計画で変化はな
かったものの，「４. 身体的効果」においては大
幅に増加した．
　「教育的価値」についてであるが，「１. 豊か
な人間性の醸成」，「２. 青少年の健全育成」に関
しては，推進計画では振興計画に比べコード数は
減少したものの，キーワードに関連するコードが
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0になることはなかった．
　「社会・生活向上価値」においては，「２. 地域
づくりとコミュニティ意識の形成」のコード数は
推進計画になって多少減少したものの，「１. 生活
の質向上」，「３. 活力のある健全な社会の形成」，

「４. 仲間との交流」のコード数は増加し，とくに
「４. 仲間との交流」は推進計画になって初めて
キーワードに関連するコードが確認された．
　「経済的価値」においては，振興計画の時点で
は「１. 医療費等の削減」を除いて，キーワード
全てにおいて関連するコード数は0であったが，
推進計画の時点では，「２. 雇用創出」，「３. 産
業等の発展」，「４. 経済の活性」に関連するコー

ドが確認された．一方で，「１. 医療費等の削減」
に関連するコードは失われた．
　「国際的価値」，「鑑賞的価値」においては，振
興計画，推進計画のいずれにおいても，関連する
コードは確認されなかった．
　最後に，内在的・本質的価値および，外在的・
道具的価値という括りで，振興計画と推進計画を
比べてみた場合，府中市同様，推進計画において
両者のコード数が共に増加していることが確認さ
れた．

（4） 全体的分析
　表５は，表２〜４において各スポーツの価値体

表４　 青梅市のスポーツ政策から抽出された「スポーツの価値」の体系化（スポーツ振興計画とスポーツ推進
計画の比較）

スポーツの
価値体系

度数①
（pre）

度数①
（post）

度数②
（pre）

度数②
（post）

度数③
（pre）

度数③
（post）

１. 人間の本源的な欲求の充足

目的的価値

2 1

6 13 6 13
２.  欲求充足に伴う爽快感・達成感・充実

感，楽しさや喜びの体得
4 10

３. 規範意識と責任感の獲得 0 2
４. 身体的効果（健康・体力の保持増進など）

手段的価値

12 22

21 31

42 65

５.  精神的効果（ストレス解消，心身の健
全な発達など）

8 8

６. コミュニケーション能力の育成 1 1
１. 豊かな人間性の醸成

教育的価値
2 1

7 3
２. 青少年の健全育成 5 2
１. 生活の質的向上

社会・生活
向上価値

2 5

13 26
２. 地域づくりとコミュニティ意識の形成 6 3
３. 活力ある健全な社会の形成 5 6
４. 仲間等との交流 0 12
１. 医療費等の節減

経済的価値

1 0

1 5
２. 雇用創出 0 1
３. 産業等の発展 0 2
４. 経済の活性 0 2
国際的な友好と親善，国際的な相互理解，
平和への貢献など 

国際的価値 0 0 0 0

人間の可能性の極限を追求するアスリー
トの姿への感動（夢や希望，勇気）など

鑑賞的価値 0 0 0 0

合　　計 48 78
内在的・本質的価値
外在的・道具的価値

    注）pre：スポーツ振興計画　post：スポーツ推進計画
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系およびそれらを構成する要素のコード数を合計
し，整理したものである．全体を概観すると，振
興計画から推進計画へ移行するなかで，コード数
が大幅に増加していることが確認できる注２）．ま
た，スポーツの価値体系ごとに変化を見ていく
と，振興計画と推進計画を比べた場合，振興計画
のコード数が多いという価値体系はみられず，全
体的にコード数は大幅に増加している．また，「国
際的価値」は振興計画では関連するコードが１つ
もみられなかったが，推進計画ではコードが複数
確認された．
　スポーツの価値体系を構成する要素ごとに結果
を見ていくと，推進計画の方が，全体的にコード

数が多いのに加え，振興計画の時点ではコード数
が0であったキーワードに関しては，推進計画の
時点では全て関連するコードが確認された．
　最後に，「内在的・本質的価値」および「外在的・
道具的価値」という括りで，振興計画と推進計画
を比べてみた場合，推進計画において両者のコー
ド数がともに増加しており，とくに「外在的・道
具的価値」を構成するコードが大幅に増加してい
ることが確認された．
　表６は，都道府県および政令指定都市のスポー
ツ関連計画を分析した中西（2012）の分析結果の
一部であるが，参考までにその分析結果と表５の
結果を照らし合わせてみると，いずれもスポーツ

表5　 八王子市・府中市・青梅市のスポーツ政策から抽出された「スポーツの価値」の体系化（スポーツ振興
計画とスポーツ推進計画の比較）

スポーツの
価値体系

度数①
（pre）

度数①
（post）

度数②
（pre）

度数②
（post）

度数③
（pre）

度数③
（post）

１. 人間の本源的な欲求の充足

目的的価値

3 2

20 25 20 25
２.  欲求充足に伴う爽快感・達成感・充実

感，楽しさや喜びの体得
17 21

３.  規範意識と責任感の獲得 0 2
４.  身体的効果（健康・体力の保持増進など）

手段的価値

20 46

31 65

77 145

５.  精神的効果（ストレス解消，心身の健
全な発達など）

10 16

６.  コミュニケーション能力の育成 1 3
１.  豊かな人間性の醸成

教育的価値
3 1

10 10
２.  青少年の健全育成 7 9
１.  生活の質的向上

社会・生活
向上価値

3 6

28 53
２.  地域づくりとコミュニティ意識の形成 11 16
３.  活力ある健全な社会の形成 8 10
４.  仲間等との交流 6  21
１.  医療費等の節減

経済的価値

1 1

4 9
２.  雇用創出 0  1
３.  産業等の発展 1  4
４.  経済の活性 2  3
国際的な友好と親善，国際的な相互理解，
平和への貢献など 

国際的価値 0 3 0 3

人間の可能性の極限を追求するアスリー
トの姿への感動（夢や希望，勇気）など

鑑賞的価値 4 5 4 5

合　　計 97 170
内在的・本質的価値
外在的・道具的価値

注）pre：スポーツ振興計画　post：スポーツ推進計画
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が高い割合で道具的・手段的に活用されており，
基礎自治体の場合も「外在的・道具的価値」への
偏重傾向がみてとれた．

４．考察及びまとめ

　スポーツ基本計画では，これまでのスポーツ政
策においてあまり取り上げられることのなかった
スポーツの価値が数多く提示されている．例えば，
スポーツ基本計画の内容を大きく方向づけたス
ポーツ立国戦略において標榜された「新しい公共」
という考え方は，これまでも指摘されてきたス
ポーツの社会的価値の幅をさらに広げる役割を果
たしているし，2020年の東京オリンピック・パラ
リンピック開催を見すえた国際貢献･交流の推進，

競技団体の不祥事などを背景としたスポーツ界
の透明性，公平･公正性の向上なども，今後のス
ポーツのあり方に大きなインパクトを与えるもの
となっている．その意味で，今回の分析結果から
も，国の計画（基本方針）が示されたあとの基礎
自治体のスポーツ関連計画には，そこでのスポー
ツの意義や価値の捉え方という面での影響が強く
及んでいるとみることができるだろう．すなわち，
政策面におけるスポーツの価値の普及・伝播にあ
たっては，それが準拠する上位計画のスポーツ価
値が多大な影響を及ぼしている可能性を指摘する
ことができる．スポーツ基本計画後の基礎自治体
のスポーツ関連計画の方が，全体的にコード数は
増加傾向にあることから（とくに出現数0の価値

表6　地方公共団体のスポーツ政策から抽出された「スポーツの価値」の体系化（中西，2012）

スポーツの
価値体系

度数①
（pre）

度数②
（pre）

度数③
（pre）

１.  人間の本源的な欲求の充足

目的的価値

18

135 135
２.  欲求充足に伴う爽快感・達成感・充実

感，楽しさや喜びの体得
90

３.  規範意識と責任感の獲得 27
４.  身体的効果（健康・体力の保持増進な

ど）
手段的価値

109

166

371

５.  精神的効果（ストレス解消，心身の健
全な発達など）

43

６.  コミュニケーション能力の育成 14
１.  豊かな人間性の醸成

教育的価値
25

46
２.  青少年の健全育成 21
１.  生活の質的向上

社会・生活
向上価値

23
113２.  地域づくりとコミュニティ意識の形成 61

３.  活力ある健全な社会の形成 29
１.  医療費等の節減

経済的価値

7

17
２.  雇用創出 3
３.  産業等の発展 2
４.  経済の活性 5
国際的な友好と親善，国際的な相互理解，
平和への貢献など　

国際的価値 20 20

人間の可能性の極限を追求するアスリー
トの姿への感動（夢や希望，勇気）など

鑑賞的価値 9 9

合　　計 97
内在的・本質的価値
外在的・道具的価値

注）中西（2012）に一部加筆



─ 56 ─

体系項目が，１以上になっているものが多くみら
れる）こうした傾向をみることができる．
　また，本調査研究では，人口規模別に３つの基
礎自治体を取り上げたが，規模の違いによる明確
な特徴を見いだすことはできなかった．この点，
今後詳しい検証を行う必要があるだろう．
　最後に，本調査の限界についてもふれておかね
ばならない．今回の調査は，1,700を超える基礎
自治体のすべてを網羅したものではなく，分析上
の条件に適ったごくわずかな事例を対象とした，
いわば仮説生成的な調査研究である．当然のこと
ながら，今後，量的な調査を行い，検証を進める
必要があるといわねばならない．

〈注〉

１） ここで2013年8月以降を条件として加えた理
由は，2012年３月に策定されたスポーツ基本
計画が各自治体等の計画に反映されるには，

（計画の策定期間から考えて）少なくとも１年
以上の時間が必要であると考えられるためで
ある．

２） 今回，分析対象とした基礎自治体の振興計画

及び推進計画における該当ページ数について
は（それぞれ書式等が異なるため断定はでき
ないものの），いずれもとくに大きな量的変
化（増加）はみられなかった．すなちわ，記述
量としてはさほどの変化はみられなかったに
もかかわらず，記述内容が質的に変容した（多
様化した）ことが推測される．

参考文献及びURL
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青梅市ホームページ（http://www.city.ome.tokyo.
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１．はじめに

　日本における現在の学校体育は，体育授業を中
核として，体育的行事，クラブ活動，運動部活動，
業間の運動遊びで構成される．
　体育授業は，保健と体つくり運動を除いて，各
種のスポーツを教材として展開されている．運動
会・体育祭は，短距離走・リレー，ダンスなど，
スポーツ種目を中心として開催されており，球技
大会は，クラス対抗スポーツ大会として開催され
ている．さらに，小学校の体育的クラブ活動は，
学校内に活動が限定されたスポーツクラブであ
り，中学校・高等学校の運動部活動のほとんどは，
競技スポーツクラブとして活動している．
　以上のような現況を踏まえて，本論では，体育・
運動≒スポーツとして論を進める．また，価値と
は「物がもっている，何らかの目的実現に役立つ
性質や程度．」１）と措定し，スポーツを手段とす
る学校体育の目的・目標をスポーツの価値として
論を進める．

２．ラポートのスポーツ教材の評価

　アメリカの南カリフォルニア大学のラポート
（1947）２）は，教材としてのスポーツの評価の観
点を以下の５項目に限定し，全米の学校体育指導
者を対象として，教材別に各項目の目的達成の貢
献度を10段階で評価させている．その結果，高等
学校の体育の教材として評価の高かったスポーツ
は，「水球と飛び込み」「アメリカンフットボール」

「サッカー」「バスケットボール」「プレイグラウ
ンドボール」注１）であったことを報告している．
　①身体的　Physical　
　②社会的　Social
　③個人的，心理的　Individual，Psychological
　④安全　Safety　

　⑤レクリエーショナル　Recreational

３．文部省のスポーツ教材の評価

　文部省（1951）３）は，ラポートにならって，「中
学校・高等学校学習指導要領保健体育科体育編（試
案）」の中で教材評価表を掲載している．その観
点は，以下の５項目であり，中学校・高等学校の
生徒が10段階で評価した結果，男子では「バスケッ
トボール」「水泳」「サッカー」「ラグビー」「スキー」
の評価が高く，女子では「水泳」「バスケットボー
ル」「バレーボール」「ダンス」「スキー」の評価
が高かったことを報告している．
　①身体的　　　　　④安全
　②知的・情緒的　　⑤レクリエーション的
　③社会的

４．野口のスポーツ教材の目標

　野口ら（1985）４）は，ラポートの５つの観点に
依拠して，高等学校２年生男子生徒によるバレー
ボールと持久走の教材評価の結果を報告してい
る．以下は，その際に作成された調査票の項目
を観点別に並べ替えた表である．「情緒的」の項
目を除いて，戦後日本の体育の草創期におけるス
ポーツの価値の具体的な内容として注目される．

４－１　学校教育分野におけるスポーツの価値・価値意識
藤田　雅文１）

１）鳴門教育大学

表１　スポーツ教材の目標

身体的

身体の動きを機敏にする
心身の発達に役に立つ
たくましい体をつくる
姿勢がよくなるようにする

個人的
精神的
心理的

人を明朗にする
人間性を豊かにする
よい性格をつくる
精神をきたえてくれる
情緒を安定させる
根性を養う
技能がうまくなるようにする

社会的 友人関係を育てる
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責任，参画などの意欲を育てる」「健康・安全の
確保」である．
　高等学校の体育の目標7）は，以下の通りである．

　運動の合理的，計画的な実践を通して，知識を
深めるとともに技能を高め，運動の楽しさや喜び
を深く味わうことができるようにし，自己の状況
に応じて体力の向上を図る能力を育て，公正，協力，
責任，参画などに対する意欲を高め，健康・安全
を確保して，生涯にわたって豊かなスポーツライ
フを継続する資質や能力を育てる．

　上掲した文章から読み解けるスポーツの価値
は，「体力の向上」「公正，協力，責任，参画など
の意欲を高める」「健康・安全の確保」である．
　また，小学校・中学校・高等学校の各種の運動
の内容には，「課題解決能力の育成」も強調され
ており，小学校の解説書8）には，「コミュニケー
ション能力の育成」「論理的思考力の育成」にも
資すると記されている．
　上述した現行の学習指導要領の体育科の目標か
ら解釈できるスポーツの価値は，以下のようにま
とめることができる．

①体力を向上させる
②健康を増進させる
③心身の調和的発達を促す
④安全能力を高める
⑤公正，協力，責任，参画などの意欲を育てる
⑥課題解決能力を育成する
⑦コミュニケーション能力を育成する
⑧論理的思考力を育成する

6．現行の学習指導要領の特別活動の目標

　小学校・中学校・高等学校の健康安全・体育的
行事，及び小学校のクラブ活動の目標は，以下の
通りである９）10）11）．

【小・中・高等学校：健康安全・体育的行事】
　心身の健全な発達や健康の保持増進などについ
ての関心を高め，安全な行動や規律ある集団行動
の体得，運動に親しむ態度の育成，責任感や連帯
感の涵（かん）養，体力の向上などに資するよう
な活動を行うこと．

5．現行の学習指導要領の体育科の目標

　以下は，小学校第５学年及び第６学年の体育科
の目標５）である．

（1） 活動を工夫して各種の運動の楽しさや喜びを
味わうことができるようにするとともに，その
特性に応じた基本的な技能を身に付け，体力を
高める．

（2） 協力，公正などの態度を育てるとともに，健
康・安全に留意し，自己の最善を尽くして運動
をする態度を育てる．

（3） 心の健康，けがの防止及び病気の予防につい
て理解できるようにし，健康で安全な生活を営
む資質や能力を育てる．

　上掲の文章から読み解けるスポーツの価値は，
「体力を高める」「健康を増進する」「安全能力を
高める」「協力，公正などの態度を育てる」である．
　中学校の体育分野第３学年の目標６）は，以下
の通りである．

（1） 運動の合理的な実践を通して，運動の楽しさ
や喜びを味わうとともに，知識や技能を高め，
生涯にわたって運動を豊かに実践することがで
きるようにする．

（2） 運動を適切に行うことによって，自己の状況
に応じて体力の向上を図る能力を育て，心身の
調和的発達を図る．

（3） 運動における競争や協同の経験を通して，公
正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を
果たす，参画するなどの意欲を育てるとともに，
健康・安全を確保して，生涯にわたって運動に
親しむ態度を育てる．

　上掲した文章から読み解けるスポーツの価値
は，「体力の向上」「心身の調和的発達」「公正，協力，

社会的 人づきあいをよくする
公正な態度を養う

レク的 気分転換になる
生活を楽しくする

安全 危険から身を守るのに役に立つ

情緒的

おもしろい
好きである
きらいである
つまらない
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○ 中学校・高等学校における運動クラブの指導に
ついて（昭和43年11月8日文体体第223号）

　中学校，高等学校における運動クラブは，各種
の練習を通じて生徒の自発的な活動を助長し，心
身の健全な発達を促し，進んで規律を守り，たが
いに協力して責任を果たすなどの社会生活を営む
に必要な態度を養うよい機会であります（後略）．

○適正な教育活動の推進について
　（平成２年10月24日教指第450号）
　学校における部活動は，児童生徒の体力の向上
や個性の伸長，自主性，責任感，協調性等の望ま
しい生活態度の育成を目指すものであり（後略）．

　現行の中学校と高等学校の学習指導要領の総 
則13）14）には，運動部活動の教育的意義について
以下のように明記されている．

○中学校学習指導要領 第１章 総則
第４　指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項
○高等学校学習指導要領 第１章 総則
第５款　 教育課程の編成・実施に当たって配慮す

べき事項
５　教育課程の実施等に当たって配慮すべき事項
　 （13） 生徒の自主的，自発的な参加により行わ
れる部活動については，スポーツや文化及び科学
等に親しませ，学習意欲の向上や責任感，連帯感
の涵養等に資するものであり，学校教育の一環と
して，教育課程との関連が図られるよう留意する
こと（後略）．

　上掲した文献等の内容から読み解ける運動部活
動におけるスポーツの価値は，以下のようにまと
めることができる．

①民主主義的な人間形成を促す
②正常な身体的発達を図る
③心身の健全な発達を促す
④体力を向上させる
⑤責任，協力，寛容，明朗などの望ましい態度，

習慣を育成する
⑥規律を守り，協力して責任を果たすなどの社会

生活に必要な態度を養う
⑦自主性，責任感，協調性等の望ましい生活態度

を育成する
⑧学習意欲を向上させる
⑨責任感，連帯感を涵養する

【小学校：クラブ活動】
　クラブ活動を通して，望ましい人間関係を形成
し，個性の伸長を図り，集団の一員として協力し
てよりよいクラブづくりに参画しようとする自主
的，実践的な態度を育てる．

　現行の学習指導要領の特別活動（健康安全・体
育的行事，クラブ活動）の目標から読み解けるス
ポーツの価値は，以下のようにまとめることがで
きる．

①心身の健全な発達を促す
②健康を保持増進させる
③体力を向上させる
④安全な行動がとれるようになる
⑤規律ある集団行動がとれるようになる
⑥責任感や連帯感を育てる
⑦望ましい人間関係が形成できる
⑧協力・参画する自主的，実践的な態度を育てる

7．運動部活動の価値

　中澤（2011）12）は，高田通（文部省体育官）と
大谷武一（東京体育専門学校校長）の座談会での
発言を根拠にして，「終戦直後，戦前の軍国主義
を否定する形で『新体育』が目指され，自由と自
治を基本とするスポーツが価値づけられた．新体
育とは，デューイの子ども中心主義的な新教育の
系譜に位置付く，画一的な体操ではなく自発的な
スポーツを重視した子ども中心の体育である．こ
の終戦直後の新体育の思潮の中で，とりわけ生徒
が自由にスポーツ種目を選び，自治的に活動する
運動部活動は，民主主義的な人間形成の手段とし
て高く価値づけられた．」と述べている．
　戦後から現在までの文部省の運動部活動に関す
る通達文には，以下のような教育的意義が明記さ
れている．

○ 中学校・高校学校における運動部の指導につい
て（昭和32年５月16日文初中第257号）

　運動部の指導は，学校教育の一部として，生徒
の正常な身体的発達を図るとともに責任，協力，
寛容，明朗などの望ましい態度，習慣の育成を目
ざして行われるべきものである（後略）．
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８．ま と め

　戦後から現在までの学校教育におけるスポーツ
の価値（スポーツを手段とする教育目標）は，身
体，能力，態度，情意，社会，思想の観点で以下
のように整理できる．

〈注〉

注１） 現在のソフトボールの原型である野球に
　　 似た簡易球技（考案：E. B. デクルートら，
　　 1900年代初頭）

表２　学校教育におけるスポーツの価値

身体

身体の健全な発達を促す
体力を向上させる
健康を保持増進させる
姿勢をよくする

能力

安全能力を高める
課題解決能力を育成する
コミュニケーション能力を育成する
論理的思考力を育成する
精神の忍耐力を育成する

態度

自己の責任を果たす態度を育成する
仲間と互いに協力する態度を育成する
規律を守る態度を育成する
物事を公正に判断する態度を育成する
他者に対して寛容な態度を育成する
物事に自主的に取り組む態度を育成する

情意

明朗な性格を育成する
情緒を安定させる
仲間との連帯感を育む
学習意欲を向上させる

社会
良好な人間関係を形成させる
生活を楽しくする

思想 民主主義的な人間形成を促す
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１．研究背景及び目的

　スポーツ基本法（2011）が制定されて以来，我
が国ではスポーツ基本計画（2012）が策定され，
公益財団法人日本体育協会においても「スポーツ
宣言日本」（2011）が採択された．「スポーツ宣言
日本」では，21世紀における新たなスポーツの理
念，価値や目的が唱道されている．これまで，こ
うしたスポーツの価値については，多様なスポー
ツ科学領域において数多くの実証研究が行われて
きた（多々納ほか1986，山下ほか1990，浅沼ほか
1992）．しかし，従来の研究は，対象が体育専攻
学生や代表選手など，一部の競技者，「するスポー
ツ」に限定されたものであり，スポーツ立国戦略

（2010）で掲げられた「する」「みる」「支える」
といった多様なスポーツへの関わり方を実現する
ためには，「するスポーツ」に限定したスポーツ
の価値の捉え方だけでは，十分とは言えない．
　国民が等しくスポーツを享受できる場として，
学校体育が挙げられる．スポーツの価値の研究は
多く行われているものの，すべての児童生徒が，
確実にスポーツに触れる学校体育を対象領域とし
て研究した事例は少ない．学校体育において「み
る」「支える」を育む教育が行われているのであ
れば，その後における日本国民のスポーツライフ
に大きな影響を与えるであろう．しかし，学校体
育において「みる」「支える」について育む教育
が行われていない場合は，スポーツに対する多様
なかかわり方を知らないまま終わってしまう可能
性も高い．よって，本研究では，学校体育におけ
る「みる」「支える」というスポーツとの関わり
方が，学習指導要領等にどのように取り扱われ，
記述されているかを明らかにする．

２．研究方法および分析方法

　本研究では，小学校・中学校・高等学校の体育

における学習指導要領及び学習指導要領解説の中
で，「みる」「支える」という関わり方がどのよう
に記述されているかを，学校種別ごとに整理し，
分析する．そして，「みる」「支える」について言
及している箇所と言及していない箇所を明らかに
する．分析方法としては，平成20年に発行された
学習指導要領及び学習指導要領解説書の文章で

「みる」「支える」に該当する言葉が用いられてい
るかどうかをKHcoderによる単語検索を用いて
分析する．学習指導要領は，学校教育全体からみ
た「みる」「支える」を分析するために，体育を
含む全科目を分析対象とした．そして，学習指導
要領解説においては，体育のみを分析対象とした．
さらに，学習指導要領と学習指導要領解説の分析
から明らかとなった「みる」「支える」と，実際
の授業評価基準と授業プログラムを比較し，学校
体育における「みる」「支える」がどのように取
り扱われ，記述されているかを明らかにする．な
お，「みる」「支える」に該当するか否かを判断す
る基準として，それぞれの言葉に該当すると考え
られる類義語や関連語を，体育・スポーツ経営を
専門とする教員２名と大学院生３名による議論の
上で判定した．

３．結　　　果

　学習指導要領において，「みる」については「鑑
賞」が多く用いられていることが分かった．しか
し，「鑑賞」が用いられている科目は，美術や音
楽が中心であり，体育では触れられていなかった．
また，「見る」という言葉は，中学校における体
育理論で用いられており，「する・みる・支える」
について言及されていた．「支える」は，全科目
を通じて高等学校から急激に増加しており，体育
においては，体育理論の中で「支える」が言及さ
れていた．増加の理由に関しては，必修科目以外
の科目が多く登場した結果であり，体育における
出現数に変化はみられなかった．「協力」に関し
ては，ほぼ全科目に共通して用いられており，体

４－２　学校体育における「みる」「支える」に関する内容分析
望月　拓実１）

１）早稲田大学大学院
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が上がるにつれて出現数も増加していることが明
らかとなった．「見る」「見せ合う」に関しては，
ダンス以外で用いられている場面はほとんど見ら
れなかった．また，中学校においては，運動やス
ポーツを観戦する意味で「見る」が用いられてい
た．「鑑賞」については，小学校・中学校と言及
されていないものの，高等学校におけるダンスと
スポーツの運営のなかで用いられていた．
　「支える」に関しては，中学校・高等学校とも
に体育理論で「する・みる・支える」に言及して
いた．特に高等学校では「スポーツを支える様々
な組織，職業，ボランティアが必要になること」
と具体的な内容にも言及していた．また，「協力」

「助け合う」については，ほぼすべての種目にお
ける態度で言及されていた．

育では目標として言及されていた．
　学習指導要領解説書における「みる」に関して
は，中学校から「する・みる・支える」に言及し
ていた．体育理論や目標で言及されており，学年

表１−１　 学習指導要領（全科目）における「みる」「支
える」の出現数

小学校 中学校 高等学校

みる 7 4 5

見る 1 4（1） 1

鑑賞 38 39 68

見せ合 0 0 0

観る 0 0 1

見合う 0 0 0

みあう 0 0 0

観あう 0 0 0

みあって 0 0 0

見合って 0 0 0

見た 12 1 1

みた 0 0 2

観た 0 0 0

ささえる 0 0 0

支える 4 3（1） 32（1）

支えあ 0 0 0

協同 3 2 7

協働 0 0 8

協力 32（2） 29（2） 40（1）

助け 12（6） 1 1
（　）内は体育における出現数

表２−１　 学習指導要領体育解説書（保健体育）に
おける「みる」「支える」

小学校解説 中学校解説 高等学校解説

みる 0 3 12

見る 0 6 6

鑑賞 0 0 2

見せ合 0 10 6

観る 0 0 0

見合う 0 2 0

みあう 0 0 0

観あう 0 0 0

みあって 0 0 0

見合って 0 2 0

見た 0 5 0

みた 0 3 0

観た 0 0 0

ささえる 0 0 0

支える 5 6 21

支えあ 0 0 0

協同 0 9 1

協働 0 0 0

協力 23 35 43

助け 16 21 31

表１−２　「みる」「支える」の具体例（学習指導要領）

体育理論

見る，支える
運動やスポーツには，行うこと，
見ること，支えることなどの多様
なかかわり方があること．

目標

協力
運動における競争や協同の経験を
通して，公正に取り組む，互いに
協力する
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た内容は触れられておらず，それぞれの「みる」
に乖離がみられた．
　「支える」については，両者ともに多くの種目
で言及されており，スポーツ立国戦略（2010）が
掲げる「支える」とほぼ同義の内容が記載されて
いる部分もみられた．しかし，「みる」と同様に，
実際の学習内容は仲間同士で「支え合う」関係で
あり，スポーツボランティアといった「支える」
内容については言及されていない．学習指導要領
において「する・みる・支える」について言及す
るのであれば，多様な関わり方を念頭に置いた上
で学習内容に反映させる必要があるといえる．

5．考　　　察　２

　考察１では，学校体育における「みる」は，「ダ
ンス」や「器械運動」など，演技や表現などの領
域のみで言及されていることが明らかとなった．
では，実際の授業の中で，「みる」がどのように
取り扱われているのであろうか．学習指導要領に
おいて，「みる」が最も多く用いられている「ダ
ンス」の授業プログラム及び授業評価尺度を概観
する注１）．
　ダンス授業プログラムの実証研究においては，
松本（1980）の研究を筆頭に，「踊る」「創る」「観
る」という３要素から構成された研究が多く見ら
れる．当然，本研究における「みる」は，「観る」
に該当し，授業を構成する重要な要素であること
がわかる．
　創作ダンスにおける授業評価尺度の研究とし
て，松本ら（1996）が挙げられる．松本ら（1996）
は，授業を評価する質問項目として，「観る」に
関連する６項目を設定している．また，授業研究
として，中村ら（2001）は，生徒同士が創った作
品を鑑賞しあう際の自己評価・相互評価に対する
観点を検証している．
　リズムダンスにおける授業評価尺度の研究とし
て，中村ら（2007）は，「観る」として４項目を
設定している．また，授業研究として，中村ら

（2013）は，「バトル交流会」と称して，生徒が即
興的に行った踊りを見せ合い，「意見交換」として，

「どこのチームのどんな動きがよかったか」を述
べあうプログラムを開発している．

４．考　　　察　１

　学習指導要領では，体育よりも美術や音楽など
他の科目で「みる」に対する言及が多くなされて
いた．また，学習指導要領解説においては，ダン
ス以外で「みる」を言及している領域は少ない．
これらのことから美術や音楽とダンスが共通する
要素として，「芸術」や「表現」というキーワー
ドが導かれる．学校体育においては，競技志向の
強い科目よりも，演技や表現などの領域において

「みる」に関わる学習内容が示されていることが
明らかになった．本研究の結果では出てきていな
いものの，器械運動の領域において「よい演技を
認め合おうとする」など，互いの動きを「みる」
内容が記載されている．前述した演技や表現と
いった領域に当てはまる内容が確認できるが，体
育における「みる」は一部でのみ取り扱われてい
る実態が明らかとなった．
　また，スポーツ立国戦略（2010）で示されてい
る「みる」と照らしあわせた場合，学校体育にお
ける「みる」は，仲間の動きをみる中での学習で
あり，あくまで「見合う」関係にある．ゆえにトッ
プレベルの競技大会やプロスポーツの観戦といっ

表２−２　 「みる」「支える」の具体例（学習指導要
領解説書　保健体育）

体育理論・目標

みる，支える
運動やスポーツには，する，みる，
支えるなどの多様なかかわり方が
あること

ダンス

見る，見せ合う
互いに動きを見せ合う，記録した
映像を見るなどの運動観察

スポーツの企画・運営および管理

鑑賞

トーナメント方式やリーグ方式な
どの試合の形式，鑑賞やワーク
ショップなどの発表の形式を検討
する

態度

協力，助け合う
課題を共有して互いに助け合った
り教え合ったりすることに自主的
に取り組もうとする
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はないか．
　「支える」については，考察１から全ての運
動領域で用いられていることが明らかとなった．
よって，本研究では「みる」と同様に，ダンス授
業の授業評価尺度と授業プログラムを概観する．
　創作ダンスの授業評価尺度において，松本ら

（1996）は「かかわる」として「支える」に関連
する６項目を設定している．一方，授業プログラ
ムとして「支える」に注目した研究は少なく，佐
藤ら（1997）が相互作用の効果を「関わり合う」
と捉えて分析した研究などであった．
　リズムダンスにおける授業評価尺度の研究とし
て，中村ら（2007）は，「関わる」として「支える」
に関連する8項目を設定している．創作ダンスと
同様に，「支える」に注目した研究は少なく，グルー
プワークや３人組を作って創作させるなど，「支
える」との関係性は薄い内容が述べられている（望
月ほか，2013；中村ほか，2013）．
　二つのダンスにおける授業評価及び授業プログ
ラムを比較すると，共通して挙げられる要素とし
て，「教え合う・助け合うなどの協力活動」「グルー
プとして活動したことから得られる一体感」「他

　二つのダンスにおける授業評価及び授業プログ
ラムを比較すると，共通して挙げられる要素とし
て，「他者を見て自分の動きを直す」と「動きの
良し悪しを判断する」「動きの面白さを理解する」
がある．
　「動きの面白さ」に関しては，演技や表現など
の領域独特の概念ではあるものの，「他者を見て
自分の動きを直す」「動きの良し悪しを判断する」
は，他の領域にも応用できる要素と推察される．
例えば，陸上競技における短距離走であれば，他
者が走るフォームを見て動きの良し悪しを判断
し，悪いところは仲間へのアドバイスとして発言
する．良いところは自分の動きへ反映させる学習
内容などが想定される．しかし，スポーツ立国戦
略（2010）が掲げる「みる」と授業や評価基準で
用いられている「観る」を比較した場合，考察１
と同様に異なる内容であると推察される．
　また，本研究で明らかとなった「見合う」は，
いわば内向きの閉鎖的な活動といえる．特別活動
の体育的行事などでは，「トップレベルの競技大
会」や「プロスポーツの観戦」をみる活動も行わ
れており，外向きの活動がみられる．特別活動な
どによる「みる」を活発にすると同時に，授業プ
ログラムにおいてもスポーツ立国戦略（2010）が
掲げる「みる」に沿った新しい内容が必要なので

表３　ダンス授業における「みる」の取り扱い

授業評価尺度としての「みる」
創作ダンス

松本ら 
（1996）

自分なりに動きや作品を評価できた
人の表現を見て自分の表現をなおせた
表現の良い点悪い点がわかった
他の作品のおもしろさがわかった
いろいろな表現ができると思った
人の感じ方考え方がわかった

リズムダンス

中村ら 
（2007）

友達の踊り，作品を見ることは面白いと
感じられた
友達の踊り，作品の表したいことが分か
るようになった
友達の踊り，作品の良いところが発見で
きるようになった
友達の踊り，作品を見ることは自分のた
めになった

表４　ダンス授業における「支える」の取り扱い

授業評価尺度としての「ささえる」
創作ダンス

松本ら
（1996）

表現を認め合うことができた
みんなで作品を作れた
友達と仲よく学習できた
教え合ったり助け合ったりできた
友達と気持ちを一つにして踊れた

リズムダンス

中村ら
（2007）

グループ活動の中で友達の意見を大切に
することができるようになった
グループ活動の中で仲間と協力して活動
できるようになった
グループ活動が楽しいと感じられた
授業に積極的，意欲的に取り組むことが
できた
一生懸命に取り組むことの喜び，達成感
を感じることができた
誰とでも仲良く学習することができた
友達との交流を深め，相手のことをよく
理解できるようになった
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構成される．
３．「みる」「支える」共に授業プログラムでは直

接取り扱われておらず，特別活動や運動部活
動で行われている．これらを活発にするとと
もに授業プログラムにおいても学習できる機
会を作る必要がある．

注

１） 本研究では，定型の踊りを用いたフォークダ
ンスは，他のダンスと比較して異質であり，

「観る」という観点から分析するうえで不必
要と捉え排除した．
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る．また，授業プログラムとして，「支える」の
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考察１で示した内容と同じく，「支え合う」を前
提とした内容となっており，スポーツ立国戦略

（2010）の掲げる「支える」とは異なる内容であ
ると推察される．学習指導要領から実際の授業プ
ログラムまで概観した上でも，「支える」に対す
る具体的な内容は明らかとならず，学校体育にス
ポーツ立国戦略（2010）が掲げる「支える」を反
映させることは，現状では困難であると推察され
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　「みる」と同様に「支える」についても，運動
部活動におけるマネージャーなど授業プログラム
以外で「支える」活動が行われている．運動部活
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れる．

6．結　　　論

　本研究の目的は，学校体育における「みる」「支
える」というスポーツとの関わり方が，学習指導
要領等にどのように取り扱われ，記述されている
かを明らかにすることであった．当該目的に対す
る結論は以下の３点である．
１．学習指導要領における「みる」は，演技や表

現などの運動領域のみで言及されており，「支
える」は，ほとんどの運動領域で言及されて
いる．しかし，スポーツ立国戦略（2010）が
掲げる「みる」「支える」とは異なる「見合う」

「支えあう」内容である可能性が示唆された．
２．ダンスの授業プログラムや授業評価尺度にお

ける「みる」は，「他者を見て自分の動きを
直す」「動きの良し悪しを判断する」という
要素から構成されており，「支える」は，「教
えあう・助け合うなどの協力活動」「グルー
プとして活動したことから得られる一体感」

「他者の意見を受け入れる」という要素から
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１．みるスポーツの現状を把握する

（1）みるスポーツとは
　本節では，トップレベルの競技大会やプロス
ポーツの観戦といった，みるスポーツに焦点を当
て論じていく．
　Mullin, Hardy, and Sutton（2000）は，みるスポー
ツの中核要素を選手，ベニュー，技術，ルールと
捉え，データやイベント，音楽，マスコットなど
を拡張要素と捉えている．中核要素と拡張要素の
複合体によりスポーツ観戦の価値が成立している
と述べている．
　日本ではＪ３リーグ開幕やbjリーグ２部のチャ
レンジリーグ開幕など，全国津々浦々でスポーツ
を直接観戦できる機会が増えている．J２ファジ
アーノ岡山は経営指標として，単年度の黒字では
なく営業収入と強化費用の大小を挙げており，営
業規模の拡張と強化資金の増加を目標とし，中核
要素である試合のクオリティアップを目指してい
る（木村，2014）．
　拡張要素に目を向けると，Jリーグはアニメと
のコラボレーション，フィギュアスケートなど他
競技とのコラボレーションや，各クラブのマス
コット人気投票実施など，クラブレベル，リーグ
レベルで様々な努力が行われている．
　メディアを通した，みるスポーツに目を向ける
と，ワールドカップやオリンピックといったメガ
スポーツイベントのテレビ放映権料は年々高騰し
ており，英・プレミアリーグは2016年から2019年
シーズンの放映権をスカイ・スポーツとBTスポー
ツに51億3,600万ポンドで売却したと発表した．
みるスポーツのコンテンツ価値の高さがうかがい
知れる．
　プロ野球のパ・リーグマーケティングはパ・リー

グTVという有料動画サービスを展開し，試合の
ライブ配信の他，試合ダイジェストやヒーローイ
ンタビューのビデオ配信を行っている．従来のメ
ディアに加え，チームが自身で所有するオウンド
メディアも今後のみるスポーツの中心的な役割を
果たしていく事が考えられる．
　また，スマートフォンやタブレットをセカンド
スクリーンとして利用する楽しみ方が登場してい
る．2015年のサッカー AFCアジアカップでは公
式アプリにより，リアルタイムでプレーデータを
提供し，ITを活用したみるスポーツの楽しみ方
は今後も様々な形でスポーツ消費者のニーズを満
たしていくことが予想される．

（2）スポーツ観戦者の特性
　Hunt, Bristol, and Bashaw（1999）はスポーツ
ファンを行動と態度によって次に示す５つに分類
した．
①にわかファン：特別なイベントの際のみパート

タイムでファンと名乗る人々．サッカー日本代
表がワールドカップやオリンピックなどの大会
出場時のみ応援するファンが挙げられる．にわ
かファンを継続的なファンに変えていくことが
重要であるといえよう．

②地域のファン：地理的要因によってファンとな
るか否かが決まる人々．例えば応援していた地
元チームの選手が移籍によって，チームを離れ
てしまったらその選手への応援はしなくなる．
地域のファンは，あくまで自身のアイデンティ
ティの１つとしてファンと名乗っている．

③熱心なファン：地理的要因や特定イベントに左
右されず，ファンであり続ける．ファンである
ということが彼らのアイデンティティにとって
中核となっている．

④熱狂的なファン：熱心なファンより更に，自己
のアイデンティティにおいて，ファンであると
いうことの重要性が高く，様々な方法を用いて

５．みるスポーツの価値に関するレビュー
   松岡　宏高１）　　醍醐　笑部２）　　本間　崇教２） 

青木　雅晃３）

１）早稲田大学スポーツ科学学術院
２）早稲田大学スポーツ科学研究科博士課程
３）早稲田大学スポーツ科学研究科修士課程
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ムとしてタイトルを獲得した事はないながらも，
入場者数をスタジアム収容可能人数で割った観客
収容率が80％を超える水準をキープしている．ま
た，2012年より着手していたスタンド改修によ
り，テーブルシートや遊び場スペースのあるファ
ミリーシートなど，エンターテイメントに特化し
た雰囲気を創りだし，拡張要素を楽しむ仕掛けを
施している．

（3）日本のみるスポーツの現状
　図１は我が国の余暇市場における，スポーツ部
門の市場規模とその中に含まれるスポーツ観戦の
市場規模の推移を示したものである．スポーツ観
戦市場はスポーツ市場の４％弱と決して多いとは
いえないが，スポーツ市場全体が縮小する中，市
場規模を維持していることがわかる．bjリーグの
創設や，Jリーグのクラブ数増加など，狭い国土
ながら多種目多地域での観戦環境の充実が反映さ
れていると考えられる．
　次に表１は日本の主なスポーツの観戦者数状況
を示したものである．プロ野球とＪ１リーグがス
タジアムでの観戦者が多く，会場の収容人数の違
いはあるものの，その他のリーグに関しては集客
に苦戦している事がわかる．
　2014年のプロ野球は，広島カープ，オリックス・
バファローズ，ソフトバンク・ホークス，東北楽
天ゴールデンイーグルス（以下，楽天）の４球団
が球団史上最多の観客動員数を記録した．チーム

他者に示そうとする．
⑤機能不全のファン：自己のアイデンティティに

おいて，ファンであるということが最も重要で
あることが特徴である．フーリガンに代表され
るように，時には反社会的な行動を取る可能性
がある．

　このような分類によってスポーツ観戦者の特性
を理解することが可能であるが，加えてスポーツ
観戦者の意思決定のプロセスを検討することから
もその特性が見えてくる．スポーツ観戦者は，経
済合理性ではなく遊びをベースとしているため，
その行動は非合理であり従来の消費者行動理論で
は説明がつかない（原田，2008）．チームの勝敗
は顧客満足に直結する要素であるが，仮に応援す
るチームが敗北したとしても再度観戦に訪れる可
能性が有るという点はスポーツ観戦者の特徴とい
えよう（Matsuoka et al., 2003）．
　松岡（2011）はスポーツ観戦者にとっては，ス
ポーツそのものだけが楽しみではなく，スタジア
ムでの会話や雰囲気，飲食といった拡張要素を楽
しむため，スポーツ観戦に訪れながらもスポーツ
そのものだけが消費の対象でないことを述べてい
る．Jリーグ川崎フロンターレは，川崎市にある
相撲部屋の春日山部屋とタイアップしたちゃんこ
鍋の販売や，川崎市出身のプラネタリウムクリエ
イターとのコラボレーションによるスタジアムで
のプラネタリウム上映など，地域色の有るユニー
クなプロモーションを行っている．その結果，チー

図１　スポーツ市場とスポーツ観戦市場規模の変化　出所：レジャー白書



─ 69 ─

ンツ価値に乖離が生じている状況であると考えら
れる．野球やサッカー，ゴルフのプロスポーツ中
継数は減少しており（笹川スポーツ財団，2014），
視聴率の稼げる代表，稼げない国内プロスポーツ
という構図が浮き彫りになっているといえよう．
前述のとおりプレミアリーグなどの海外スポーツ
リーグは放映権の高騰が著しい．視聴者が全世界
を想定している欧米のトップスポーツリーグと，
日本国内のみを想定している国内リーグの差が放
映権料にあらわれているといえよう．
　以上のように日本のみるスポーツの現状につい
てレビューを行った．スポーツ観戦環境は整いつ
つあるものの，種目によって集客力の差が出てい
る点，メディアを通したみるスポーツに関しては，
国内リーグを目にする機会が減っており，欧米の
トップスポーツのように大きなビジネスとは成り
得ていない状況であるといえる．

２．みるスポーツの個人的価値の検討

（1）�スポーツ消費者にとってのみるスポーツの
価値

　前節で示されたように，国内のスポーツ観戦を
取り巻く環境は多様化あるいは規模の拡大を続

成績の影響も考えられるが，楽天は前年に日本一
になっているものの，2014シーズンはパ・リーグ
最下位に転じながらも記録更新した点は注目に値
する．スタジアムの最大収容人数が増加したこと
も一因として考えられるが，昨年の好成績によっ
て集まったにわかファンが，球場での体験を通し
て，熱心なファンへと変化したと考えられる．楽
天の集客記録は，球団創設時より地域密着とボー
ルパーク構想を掲げ，勝敗に左右されない価値づ
くりを続けてきた成果といえよう．
　また，カープ女子を筆頭に，プロ野球の女性観
戦者は注目を浴びている．女性トイレの整備，拡
充といったハード面に加え，楽天や広島は女性限
定ファンクラブを設けており，オリックスは女性
限定交流パーティーといったソフト面においても
女性をターゲットにした施策を実施し，新規顧客
層の開拓を行っている．
　テレビでのスポーツ観戦については，笹川ス
ポーツ財団（2014）が，2013年の年間高視聴率（関
東）上位10位にサッカー日本代表，野球日本代表，
フィギュアスケートがランクインしていると報告
している．スポーツのコンテンツ価値の高さを示
している一方で，日本代表と国内リーグのコンテ

表１　2014年シーズンの観客数

競技 リーグ名 総入場者数（人） 平均入場者数（人）※

野球
セ・リーグ 12,616,873 29,206
パ・リーグ 10,242,478 23,709

サッカー

Ｊ１リーグ 5,275,387 17,240
Ｊ２リーグ 3,043,948 6,589
Ｊ３リーグ 444,966 2,247
なでしこリーグ 143,709 1,597
チャレンジリーグ 54,332 302

バスケットボール
bjリーグ 871,533 1,596
NBL 459,625 1,356

バレーボール

Ｖプレミアリーグ男子 131,482 2,267
Ｖプレミアリーグ女子 165,263 2,754
Ｖチャレンジリーグ男子 27,717 554
Ｖチャレンジリーグ女子 41,887 911

ゴルフ
男子ツアー 386,392 4,200
女子ツアー 528,899 4,407

※１試合の平均．ゴルフは１日あたりのギャラリー数
　　各リーグ機構の公式ホームページを参考に筆者作成
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較分析が行われ，女子サッカー観戦者についての
基礎的資料が報告されている（なでしこリーグ改
革タスクフォース，2012）．組織が収集するこの
ような顧客情報は，消費者の消費意思決定プロセ
スを解明するために重要な資料となるが，中でも
動機は，意思決定プロセスにおいて長期的にも短
期的にも作用する場合があるとされ（Howard，
1989），消費者が認識する商品の価値や，商品へ
の注意喚起，広告への反応などに影響を及ぼすと
考えられている．このように，動機を中心に消費
者について詳細な情報収集を行うことは，消費者
の購買行動への理解を深め，より消費者のニーズ
を満たすことができるようなマーケティング戦略
の立案に有利となる．したがって，みるスポーツ
を提供するスポーツ組織が集客を考える上では，
観戦に訪れる人が何を求めているのか，すなわち
観戦動機についての把握が求められる．
　スポーツ観戦という消費行動に焦点を当てる上
では，消費者のニーズを把握し，求められている
ものについて常に敏感に反応するマーケティング
努力が重要であることをここまで述べてきた．一
方で，スポーツ組織が消費者に提供するプロダク
トとしてのスポーツ観戦の特徴について，換言す
れば，「自分たちはどんな製品を提供しているの
か」ということについても，スポーツ組織自身が
理解しておかなければならない（松岡，2009）．
以下では，みるスポーツのプロダクト構造という
視座から先行研究を検討し，みるスポーツが提供
する価値として，観戦動機に関するいくつかの概
念について整理を試みる．

（2）観戦動機から見たみるスポーツの価値
　Chelladurai（1994）は，「参加者（実施者）の
卓越性」，「競争性」，「（競争の）結果の予測不能
性」，「人々の競技，チーム，選手へのロイヤルティ
や愛着」をスペクテイターサービス（Spectator 
services）の特徴的な価値として挙げ，とりわけ

「競争性」と「結果の予測不能性」は，スポーツ
観戦のエンタテイメントとしての本質的な要素で
あると述べている．さらに，観戦会場での人々の
交流や，応援などによる一体感を感じられるよう
な経験については，スポーツ観戦が「社交の場」

け，発展途上にある．また国内のプロリーグだ
けでなく，2019年にはラグビーワールドカップ，
2020年には東京オリンピック・パラリンピックの
開催が予定されているなど，メガスポーツイベン
トとしてもみるスポーツの機運が高まっている．
文部科学省が掲げる「スポーツ立国戦略」の中で
もスポーツの価値が強調され，スポーツに寄せら
れる期待の高さを窺い知ることができるが，この
ような暗黙知としての価値をスポーツ文化の醸成
に繋げるためには，スポーツによって具体的にど
のような価値が人々にもたらされるのかについて
明確でなければならない．少なくともみるスポー
ツにおいては，発展途上のスポーツ観戦市場を活
性化させることは必須であり，事業体としてみる
スポーツコンテンツを担うスポーツ組織には，よ
り適切なマネジメントと，事業収入の拡大として
観戦者を維持・拡大するためのマーケティングに
よって，スポーツ観戦の価値を効果として実証し
続けることが求められる．
　マーケティングでは一般に，消費者が抱くニー
ズを把握し，それらを満たすことが重要であると
考えられているが，そもそもニーズとは，Kotler

（2000）やBlackwell, Miniard, and Engel（2001）
が示す消費者の購買決定プロセスモデルの中で
は，問題認識の段階に生成されるものである．さ
らにニーズが実際に購買行動を引き起こす次元ま
で強まったものが，動機として内在する．また消
費者行動研究において，動機は消費者が起こす行
動の発現と維持の理由として用いられ，ニーズだ
けでなく，誘因（欲求の対象）が併存することに
よって形成されるものである（田中，2008）．つ
まりスポーツ観戦とは，消費者が抱く何らかの
ニーズを満たすための誘因として位置づけられる
消費行動であり，観戦動機とは，スポーツ観戦と
いう消費行動における消費者のニーズを意味する
概念である．
　Jリーグが毎年実施しているスタジアム観戦者
調査では，顧客データを収集する上での様々な質
問項目の一部として，観客の観戦動機が年度やク
ラブによって異なることが報告されている（Ｊ
リーグ，2010，2011，2012）．同様に，女子サッカー
のなでしこリーグにおいても観戦動機を用いた比



─ 71 ─

　すなわちスポーツ観戦は，①純粋に卓越したプ
レーや試合を鑑賞することへの喜びや，②試合の
予測できない展開への期待，さらには③自分にで
きないことを（代わりに）行うスポーツ選手やチー
ムによって興奮や感動を覚え，ひいては自分が
勝ったかのような，自分が素晴らしいプレーをし
たかのような心理状態になるという代理的性質，
そして，スタジアムという非日常空間での④交流
や⑤現実逃避といった経験を伴うプロダクトであ
ると説明できる．
　この中で，パフォーマンスの審美性や卓越性と
いったスポーツそのものの特徴や，スポーツが映
画や舞台演劇などとは異なる点としての予測不能
性（Shank, 2005），そして，沸き起こる感情の代
理的な性質については，みるスポーツにおける本
質的な価値と捉えることができる．観戦における
代理的な心理状態が高まりを見せると，観戦者は
応援するチームや選手に深く感情移入し（James 
and Ross, 2004），自己を同一化し始めるコアな
ファンへと成長する．
　一方，スポーツ観戦が他の人との交流や気晴ら
しといった経験を伴うことについては，みるス
ポーツにおける手段的価値であると捉えることが
できるが，みるスポーツにおけるスタジアムの雰
囲気について「一体感」あるいは「スペクタクル」
と表現されていることからも（斎藤, 1991；Chel-
ladurai, 1994），スポーツ観戦における高い感情
性や非日常性を伴う経験が，このような手段的価
値の効用も高めており，みるスポーツの価値，特
に個々人にもたらされる価値を構成する重要な要
素である．
　以下では，先に挙げたそれぞれの性質について，
順に説明を加える（表２）．
①競技（パフォーマンス）の卓越性
　洗練されたプレーや芸術的なパフォーマンス
など，スポーツの優美性を表す概念が「美的」

（Aesthetic）因子として位置づけられ（Wann, 
1995；Trail & James, 2001；Funk et al., 2002），
さらに具体的に，選手の巧みな技術やチームの
レベルの高さについて「スキル」（Skill）と名付
けられた因子も提示されている（James & Ross, 
2004）．しかしながら，どちらの因子もパフォー

として提供されるサービスでもあるということを
「第３の場所」という表現で強調している．
　このChelladuraiの指摘に関連して，スポーツ
消費者行動研究を概観すれば，国や地域などを代
表するスポーツチームの象徴性，好みのスポーツ
チームやアスリートに対して非常に強い愛着心を
抱くスポーツファンの熱狂性，感動や興奮などの
比較的強い心理的反応を伴うスポーツ経験の感情
性，そして気晴らしや友人との社交場として機能
するスポーツ消費の娯楽性といった性質が特徴と
して挙げられる（吉田，2011）．スポーツチーム
の象徴性は，プロスポーツチームが「卓越性」に
よって選び抜かれたエリート集団であることを表
し，またチームが観戦者にとって，自分の地域，
あるいは国を代表しているという捉え方を意味す
る（Funk, Mahony and Ridinger, 2002）．スポー
ツファンの熱狂性は，スポーツファンがチームや
選手に対して抱いている「ロイヤルティや愛着」
を示しており（Trail, Robinson, Dick, and Gillen-
tine, 2003），スポーツ経験の感情性は，スポーツ
観戦の様々な場面から引き起こされる観戦者の感
情の高まりを表すと捉えることができる（押見・
原田，2011）．スポーツ消費の娯楽性は，「第３の
場所」と説明されたスポーツ観戦が余暇活動とし
て，社交や気晴らしといったベネフィットを得
られることを示している（Driver, 1990；Philipp, 
1997）．このような性質が，スポーツ観戦によっ
てもたらされる価値として観戦者に認識され，そ
の価値を得たいという欲求と結びつくことで，観
戦行動につながる．
　また，観戦という消費行動における感情性が代
理的な性質を持っているということは，特筆すべ
き特徴である（Brenhardt, Dabbs, Fielden, and 
Lutter, 1998）．スポーツ観戦において，観戦者が
チケット代金や時間，労力といった対価を支払っ
てスタジアムに訪れ獲得しているのは，卓越した
パフォーマンスを発揮する選手やチームではな
く，その場で生み出される彼らのパフォーマンス
そのものであり，加えて，試合における選手やチー
ムの成功や勝利がもたらす代理的な喜びや達成感
が（Wann, 1995；Funk et al., 2002），観戦者の
足をスタジアムに向かわせる動機になっている． 
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マンスの卓越性に起因する要素であり，また項目
ごとに検討しても，卓越性を備えている元が選手
のプレーであるか，チーム，あるいは戦術である
かなどの違いに過ぎない．齊藤（1991）は，この
ようなスポーツ観戦の場面で観客が目の当たりに
することができる選手のプレーそのものや繰り広
げられる試合そのものについて，「鑑賞」という
因子によって概念を表している．総じて，いずれ
もExcellence（Chelladurai, 1994）という言葉で
説明することができる概念である． 
　この概念について，宇土（1991）やMullin, 
Hardy, and Sutton（2007）が指摘するように，
選手のプレーや試合そのものといった要素は，ス
ポーツ観戦におけるコアプロダクトに位置づけら
れるものであり，これがなければスポーツ観戦は
成り立たないといえる．また，高いパフォーマン
スによって自分自身の技能向上につなげるといっ
た学習の要素を因子として示す研究も見受けられ
るが（Trail and James, 2001；McDonald, Milne, 
and Hong, 2002），測定項目には「選手の高いレ
ベルのプレーを見たいから」などの項目が並び

（McDonald et al., 2002），回答者の心理は，最終
的には高いパフォーマンスが見られることに結び
ついていると考えられる．そしてこの「学習」と
いう欲求は，観戦者自身の競技経験が伴って生じ
るものであるため（Matsuoka, 2014；McDonald 
et al., 2002），そもそも限定的な欲求であると捉
えることができる．すなわち，「学習」とはパフォー
マンスが卓越されているからこそ副次的に発生す
る欲求であって，ただ鑑賞するにせよ，鑑賞して

学ぶにせよ，その行動にはパフォーマンスの卓越
性が前提となった動機が働いているということで
ある．
②結果の予測不能性
　予測不能性は，独立した概念として，「ドラ
マ」（Drama）という因子名で多くの研究に登場
し，それぞれの項目にも大きな違いは見られない

（Trail & James, 2001；Funk et al., 2002；James 
& Ross, 2004）．スポーツが他の余暇活動と大き
く違う点として，筋書きが用意されていない予
測不能性は非常に特徴的な性質であるといえる

（Mullin et al., 2007）．齊藤（1991）は，運や偶然
性に支配される「賭け」が観戦の動機になるとし，

「個々人の経済的利益のため」という観戦動機の
存在を示唆したが，研究結果では調査対象に当て
はまらないとし，割愛している．またWann（1995）
も，試合の予測不可能な結果に対し，お金を賭け
ることが楽しいという心理を因子として独立させ
た．これらの研究では，スポーツ観戦における結
果の予測不能性から生じる面白さに，お金を賭け
ることで更なる緊張感を得て楽しむという概念を
示しているが，このようなギャンブル性は，そも
そもスポーツ観戦における試合展開や結果の予測
不能性によってもたらされる．スポーツプロダク
トは，無形性や非分離性（生産と消費の同時性）
など一般のサービス財と同様の特徴に加えて，結
果の予測ができないことにエンターテインメント
としての価値がある（Shank, 2005）．
　ここで卓越性と予測不能性に関して，どちらも
パフォーマンスという言葉を用いて説明される観

表２　観戦動機からみたみるスポーツの価値の構成要素

価　値 要素 要素の説明

本質的価値

競技（パフォーマンス）の
卓越性

スポーツの審美性，卓越性から得られる喜びや楽しみ
（例　Wann,1995；Trail & James, 2001；James & Ross, 2004）

結果の予測不能性 スポーツの予測不能性，ドラマ性から得られる緊張や驚き
（例　Trail & James, 2001；Funk et al., 2002；Mahony et al., 2002）

応援による
代理的な高揚感，達成感

選手やチームの喜びや達成を自分のことのように感じる
（例　McDonald et al., 2002；Mahony et al., 2002；Funk et al., 2002）

手段的価値
スタジアムでの社交 他の人との交流

（例　Wann, 1995；Trail & James, 2001；McDonald et al., 2002）
観戦による
気晴らし，現実逃避

日常や日常の悩みから離れる
（例　Trail & James, 2001；McDonald et al., 2002；James & Ross, 2004）
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戦動機要素であることが読み取れる．この２つ
は，コアプロダクトである試合や選手のパフォー
マンスからもたらされる要素であり，卓越性はコ
ンサートや演劇でいうところの歌手や役者に起因
し，さらにはスポーツの場合，そこに用意された
シナリオがないという点で，競技者でさえ何が起
こるかわからず，消費者の観戦意欲を掻き立てる
要因となっている．
　さらにWann（1995）は「スポーツ観戦が価値
のあるものである」という概念に基づき，「エン
ターテイメント」（Entertainment）という因子
を設定している．このような概念は他の先行研究
でもいくつか見受けられ，それぞれ「スポーツ観
戦は楽しい」（Wann, 1995）や「スポーツ観戦は
お金を払う価値がある」（Funk et al., 2002）といっ
た項目によって構成されている．プロダクト特性
に対応させて考えた場合，これらの概念でいう「価
値」を創り出している性質がいくつか存在するこ
とが明白であり，本質的にはそれが観戦動機を構
成する概念であると捉えられるため，価値が何に
よってもたらされるから観戦したいのか，という
問いに対して，Wann（1995）の概念は脆弱である．
したがって，Chelladurai（1994）がスポーツ観
戦の本質的なエンターテイメント性として別々に
位置づけるように，卓越性と予測不能性はそれぞ
れを重要な構成概念とみなすことが妥当と判断す
る．
③応援による代理的な高揚感，達成感
　「達成感」（Achievement）や「自尊心」（Esteem）
は，応援するチームへの強い心理的コミットメン
トが引き起こすものとして位置づけられてきた因
子である．スポーツ観戦は，観戦者が自分にはな
い卓越性に魅了され，さらに特定のチームや選手
に対する特別な思い入れを抱くことで，思い入れ
の対象に自分の高まった感情を託す心理作用がは
たらく（Wann, 1995；Funk et al., 2002）．つまり，
前述のようにスポーツ観戦における達成感や優越
感といった心理状態は，自分で何か活動を行う場
合とは異なり，代理的な性質をもつスポーツ観戦
特有のものである．
④スタジアムでの社交
　スタジアムにおける他の観戦者との交流が観

戦動機の一要素であるこという見解に異論は見
当たらない（Trail & James, 2001；Funk et al., 
2002）．ただし，研究によっては社交の範囲を限
定し，代表としては家族間の交流を指す「家族」

（Family）という因子を独立させた尺度もみられ
る（Trail & James, 2001；James & Ross, 2004）．
またこのような，スタジアムで自分以外の他者を
認識し，仲間をつくることや，仲間の輪の中に所
属していたいとする動機要素は，齊藤（2009）の「一
体感」という言葉を用いてスタジアム内の独特の
非日常性や観客同士の関係の描写や，あるいは人
間の本質的な欲求としてのMaslow（1943）の説
明からも解釈することができる．人間には，誰か
とつながっていたい，どこかに所属することで安
心感を得たいという欲求が備わっていることを踏
まえ，Chelladurai（1994）はスタジアムという
非日常空間を「第３の場所」と表現しているとい
える．
⑤観戦による気晴らし，現実逃避
　観戦者が，観戦のためにスタジアムに訪れ，そ
こで過ごすことによって，日々の生活での悩みや
問題を一時的に忘れたり，普段抱えているトラブ
ルから逃避したりするといった機会を得ることへ
のニーズが，観戦動機における重要な概念として
これまで広く受け容れられてきた（Wann, 1995；
Trail & James, 2001；James & Ross, 2004）．ス
ポーツ観戦が非日常的な経験であるということは
Chelladurai（1994）の述べた通りであり，また
人々が非日常体験を求める背景には，当事者が言
葉の通り日常を離れ，現実逃避や気晴らしといっ
たニーズを抱いているという余暇活動一般に理
解されている概念がある（Driver, 1990；Philipp, 
1997）．ストレスを取り除く，悩みを忘れるとい
う概念はスポーツをみるだけでなく，するスポー
ツにも同様に存在するものであるが（McDonald 
et al., 2002），Sloan（1989）や佐野（2008），大
野（2009）は，カタルシスという言葉を用いてこ
のようなスポーツ観戦における精神的な解放を求
める欲求について説明し，特徴的な性質としてい
る．このことから，スポーツ観戦の非日常性によ
る観戦者の気晴らしや現実逃避へのニーズは，ス
ポーツ観戦における特徴的な観戦動機の概念であ
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る．
　以上，５つの主要素が確認できたようにスポー
ツ観戦におけるプロダクト特性と照らし合わせる
と，そこに多くの先行研究をそれぞれ対応させる
ことができ，似通った概念が集約される．しか
し，観戦動機研究では，さらに限定的な因子も
いくつか見受けられる．Funk et al．（2002）は，
選手やチームへの興味が観戦動機の一要因とな
ることを述べ，因子として位置づけた（Interest 
in team[player]）．また同じくFunk et al．（2002）
の研究の中で，「女性支援」（Support  for Wom-
en’s Opportunities）という概念も示されている．
他にも，攻撃性や暴力的な魅力についての因子

（Milne & McDonald, 1999；Kim et al., 2009）も
確認されており，競技特性や競技レベルなどに
よって，観戦者が感じ取る価値が少しずつ異なる
ことも明らかとなっている．
　以上のように，観戦動機という側面からみるス
ポーツの個人的価値について整理すると，スポー
ツを観戦する個々人に還元される価値として，人
間の個々に内在する様々な欲求を満たすことがで
きるという心理的な効用について理解することが
可能である．すべてはスポーツ観戦が余暇活動で
あるという根底から成り立っており，人間の欲求
としてはより高次な欲求が，スポーツ観戦におい
て満たされる．

３．みるスポーツの社会的価値の検討

　スポーツ観戦による個々人への心理的効用は，
俯瞰すれば社会的な影響力を持つとも考えること
ができる．Chelladurai（1994）がスタジアムを「第
３の場所」と表現するにあたり，交流の機会によっ
て社会的連帯意識（social  ties）が促されること
についても言及している．
　近年特に高まりを見せるサッカー日本代表への
国民の関心は，コンテンツのブランド力による人
気だけでなく，「日本代表」というチームが，観
戦する者同士にとって「自国への誇り」（national 
pride）を感じ，分かち合うことができる対象

（Funk et al., 2002）として位置づけられているこ
とに因ると推察される．スポーツ観戦を通じて愛
国心が刺激されるこのような現象は，「国民の連

帯感」などの言葉でメディアに取り上げられるこ
とも多く，スポーツが社会的に影響力を持つ事例
といえる．
　みるスポーツは，映像技術の発達などにも恩恵
を受け，より多くの人々が観戦経験を共有できる
ようになったが，スタジアムでの直接的なコミュ
ニケーションのみならず，パブリックビューイン
グや，インターネット観戦におけるオンラインで
のコミュニケーションなど，観戦の場面が多様に
なると同時にコミュニケーションも多様な場所と
方法で行われるようになった．しかしながら，観
戦を通じた他者との交流や心理的結びつきといっ
た概念が変化したわけではなく，むしろスポーツ
を通じて，個人化しつつある社会における「第３
の場所」の重要性はより高まっているといえる．
このようなスポーツ参加を通じての社会関係の構
築については，他にSense of Community（冨山, 
2014）やSocial Capital（Seippel, 2006；長積・榎
本・ 松田, 2006）などの概念によっても検討が進
められている．みるスポーツが個人にもたらす価
値として，交流や気晴らしの機会を提供している
ことは先述のとおりであり，みるスポーツを消費
する立場では主に社会的便益が得られることにつ
いて理解できる．
　一方で，Jリーグをはじめとする（みるスポー
ツコンテンツを担う）プロスポーツ組織が近年，

「地域密着」というキーワードによって，組織の
存在意義，影響力について自覚し，様々な活動を
展開する例も少なくない．Jリーグが理念に掲げ
る「Jリーグ百年構想」では，地域社会と一体となっ
たクラブづくりという指針の下，各クラブがホー
ムタウンエリアでの社会貢献活動に積極的な姿勢
を示している．プロ野球においても，球界再編問
題で球団の入れ替わりが起こった頃から，球団名
に地名を加える球団が増加し，社会貢献活動に取
り組む事例が見受けられるようになった．これら
の事象について理解する上で，スポーツ組織が社
会にもたらす影響について検討する必要がある．
　近年，企業は社会の一員であり，社会に貢献し
ながら共存しなければならないという，企業の社
会 的 責 任：CSR（Corporate Social Responsibil-
ity）の重要性が叫ばれ，スポーツマネジメント研
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究においても，住民にとってプロスポーツ組織が
居住地域に存在する意義，あるいは一般市民や
国民にとって，スポーツイベントがもたらす影響
などについて，スポーツ組織のCSRという文脈で
議論され始めている（Babiak and Wolfe, 2006；
Sheth and Babiak,  2010；Spaaji,  2009）．また，
プロスポーツ組織の社会的意義という点におい
て，チームファンの居住地域への心理的結びつき
とチームへの同一化意識の関係や，それらの心理
的変数が観戦意図を促すかどうかの検証なども行
われている（大西・原田, 2008；二宮, 2010）．み
るスポーツには様々な競技種目が存在するが，競
技レベル，あるいは認知度や人気が高まるにつれ
て観戦者の数も増え，殊にまちづくりやまちおこ
しにも関わるようなメガスポーツイベントの規模
となれば，開催地域の住民や企業などのステーク
ホルダーに及ぼす影響が大きくなる．

４．みるスポーツの教育的価値の検討

　「スポーツ（ここでは広く身体運動を指す）を
みる」ことにおける教育的価値について取り上げ
る際，その対象は学校体育におけるスポーツをみ
る機会と，それ以外のスポーツイベントをみる機
会に大別することができる※１．そして，それら
はスポーツ実施（するスポーツ）と同じように目
的的価値と手段的価値のどちらとして教育的価値
を位置付けているかによって研究分野や手法を整
理することができると考える．したがって，表３
のような分類枠組みを仮に設定し，各象限に当て
はまる研究を検討することとする．

（1）象限①についての検討
　ここでは，学校教育における教育的価値を目的
的に捉えている研究を取り上げる．
　スポーツと教育的価値の関係は数多くの学校体
育のなかで語られてきた．中澤（2013）は，なぜ
スポーツは学校教育へと結びつけられるのかにつ

表３　研究分野の分類枠組み（仮）
目的的価値 手段的価値

学校体育（青少年） 象限① 象限②
スポーツイベント 象限③ 象限④

いて子供の自主性に注目し教育としての体育と遊
戯としてのスポーツとの矛盾について言及してい
る．清水（2012）※２もまた，スポーツ活動そのも
のの文化的意義を学ぶことに意義があるとする考
え方（運動文化論型）に基づき，スポーツを教育
の一つの手段（教材）と考え，スポーツを通じた
人材育成が社会の求める人材を育てる可能性を示
唆している．しかし，こうした研究はスポーツ実
施（するスポーツ）に終始しておりここで議論す
べき「みるスポーツ」の教育的価値を説明するに
は至らない．
　みるスポーツが学校体育の狙いに挙げられるよ
うになる理由のひとつは「生涯スポーツ」の浸透
に伴い，様々な参与形態が取り上げられたことに
よるものである．亀山（2010）は，「体育授業に
おいて『運動文化理解をどう位置づけるのか』『身
体活動における自己有能感をどう育むか』『どの
ような運動経験を重ねていくのか』等が明日の身
体文化・運動文化を生成し，生涯にわたって運動
やスポーツに親しむ素養を身につけることにつな
がるのではないだろうか（p.223）」と述べ，生涯
スポーツの担い手を育てる仕組みとしての学校体
育の重要性を唱えている．同様に，小泉ら（2004）
は生涯スポーツを見据えた体育を行ううえでは，

「する」に限らない授業の在り方が重要な意味を
持つことを指摘している．友添（2004）は，学校
体育の授業づくりについて触れ，「スポーツはそ
れ自体で，きわめて豊かな学習の可能性，つまり
ラーンナビリティを持っている．このことは逆に，
スポーツは子供達にとって，多様な楽しさを秘め
ているということでもある．スポーツとの多様
なかかわりから生まれてくる楽しさ，つまり『行
う楽しさ』だけではなく，『見る楽しさ』『支える
楽しさ』『知る，調べる楽しさ』，このような多様
な楽しさがスポーツの魅力である．」とし，上原

（2002）は「スポーツ体験の違いから今後ますま
す開くであろう生徒の個人差を考えるとき，『す
るスポーツ』だけでなく『見るスポーツ』を内容
とする体育は，生徒ひとりひとりのスポーツへの
興味・関心を喚起する事であろう」と述べている．
ここには体育教育全体の流れとして「みる」側面
を含めたさまざまな参与形態を考慮し，体育授業
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が作られていくことが期待され価値が認められて
いる．
　しかし，スポーツをみるといってもその対象や
機会提供の方法，頻度はさまざまであり，どのよ
うな教育的価値を認め，どの程度扱われているの
かについて詳細に知ることは難しい．2014年に笹
川スポーツ財団が発行した「スポーツ白書」の中
には20ページにわたり子どものスポーツについて
章立てされている．スポーツ実施については年齢
別に詳細な報告がなされているもののスポーツを
みることについて言及されることはない．学校体
育についての動向をまとめた箇所においても「み
る」視点について触れられることはないのが現状
である．

（2）象限②についての検討
　ここでは学校教育の範疇にありながら手段的価
値としてスポーツをみる行為を位置付けているも
のを挙げる．みるスポーツの対象としては映像教
材，映像による自己の身体，生徒同士の直接みる
機会（意図的である場合とそうでない場合）につ
いての研究が存在している．
　鈴木（2008）は，体育授業でのメディア活動の
事例を挙げ，メディアを用いた体育授業には３つ
のパターンがあるとしている．ひとつは「動きの
獲得のためのマルチメディアの利用」であり，映
像やゲーム場面における姿に自己を投影し，疑似
の運動世界を体験させることによって動機づけさ
せ，理解を促し，技術向上といったパフォーマン
スにつなげようとするものである．実証的研究と
しては，鍋山（2000）の剣道の実技授業の導入に
映像資料を使用し，学習意欲が向上したといった
ものがある．ふたつ目は運動パフォーマンスを
データベース化し目標として学習を方向付けるも
のである．最後は動きの修正・改善に役立てるも
のである．理想と考える動きと自身の姿を実際に
比較し，よりよい運動へと導くもので，フィード
バック情報を与えることで動きの修正や改善が起
こるという報告がなされている．これら，メディ
アの活用は他者の運動をみるという点でスポーツ
をみる機会（身体運動をみる機会）であると言え
よう．しかし，スポーツ実施や技術向上に向けた

動きの過程に登場しているにすぎず，手段的価値
と言えるだろう．
　意図的に設定されたわけではないが，生徒同士
のスポーツをみる機会として，鈴木（2008）はサッ
カーの実験的授業のなかで，学習の評価指標のひ
とつに「私にとっての私の対他身体」「他者の姿」
への意味づけを設けている．これは，自然と生ま
れるみる機会に教育的価値を見出していると言え
よう．表現運動では，他者の動きをみてまねるこ
とで「よい動きへの目が養われる」とされている

（松本，1994）．そこにはみる経験が自他の違いの
発見や共感に生かされ，互いを分かち合う喜びを
持つことができるという手段的価値が存在してい
る．他の種目においてもみることで「わかる」「気
づく」きっかけとなり，技術向上の手段的位置づ
けとしてとらえることができる．
　さらに，みることを具体的な学習内容として（意
図的にスポーツをみる機会として）設定している
もののひとつにダンス授業が挙げられる．ダンス
の授業は「創る・踊る・観る」を３つの大きな学
習内容としており，中村ら（2003）によると，特
に創作ダンスの授業ではグループ活動による創作
学習を中心として全習学習を確立している．「観
る」機会のほとんどが生徒同士の発表の場に限ら
れており，生徒間のコミュニケーションや他者理
解に向けた手段的価値である．生徒同士の発表は
友人の意外な一面を発見し，観られる楽しさを感
じることができるが，プロの舞踊家の作品をみる，
一流の感性に触れるという意味において「みる」
機会に恵まれているとは言えない． 小泉ら（2004）
や亀山（2010）の指摘に基づき，学校体育が生涯
スポーツの一部としてスポーツとの多様な関わり
方を学ぶ機会であるとすると「みる」機会の創造
は学校教育を終えた後のスポーツライフに繋がる
貴重な機会と捉えることができる．しかし，その
実態を明らかにする研究は皆無と言えよう．

（3）象限③についての検討
　象限①②における学校体育の目標や目的が生涯
スポーツとの関わりの中で述べられているが（甲
斐，2012），そもそも生涯スポーツの源は生涯教
育論（生涯学習論）とスポーツ・フォア・オール
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の提唱である．そもそも人間が身体的・精神的
に健康であるために，ある程度のスポーツ活動が
必要であるという認識背景はスポーツ実施（する
スポーツ）に軸を置くものである．では，みるス
ポーツにおける生涯教育としての価値は何処にあ
るのであろうか．1968年ユネスコが後援する体育
スポーツ国際会議にて「スポーツ宣言」が採択さ
れた．この宣言を踏まえて，生涯教育の一部とし
てスポーツについて論じたのが  P.ラングランで
ある．1970年に上梓された「生涯教育入門」の中
にスポーツについて記されている．「スポーツを
単に肉体活動だけでなく」と定義づけている箇所
に，みるスポーツを含むのであるとすれば，その
後に続く「他の文化から独立させることなく，あ
らゆる人々の知的，道徳的，芸術的，社会的，市
民的活動と結びつけ，そしてスポーツと生涯教育
全体をうまく統合させなければならない」「生涯
教育のプログラムにおいてしかるべき位置を占め
るべきである」との記述は生涯教育としてのみる
スポーツの価値を支えるものとなる．
　ここでは，主に成人のスポーツをみる機会の中
に教育的価値をその目的的価値として認めている

（スポーツをみることそのものに教育的な価値を
見出している）研究を挙げる．
　前節にも記述があるようにスポーツ観戦動機の
中には「技術」や「学習」「知識」といった生涯
教育としての教育的価値に類似した因子が存在す
る．観戦への因果関係を明らかにしたものには池
田ら（1986），川口（1990），齊藤（1991），藤善（1994）
が挙げられ，木佐貫（1996）は観戦からその競技（こ
こではサッカー）に関して学び評価する傾向は男
性に強いとしている．学習観・教育観の変化に伴
い，表出化させ，発信し，コミュニケーション
する力が重要視される現代，上原（2002）におい
てW杯後にサッカーに関する会話が増えるという
データも学習の成果と捉える事ができる．スポー
ツ観戦に向かう際に自らの成長を望み，行動を起
こすという点で生涯学習としてのスポーツ観戦と
いえよう．
　また，スポーツ観戦の価値は「経験価値」とし
て語られることが多く，経験価値の下位項目とし
て教育的な価値を認めている研究も存在する．伊

多波（2010）は，スポーツ観戦が経験財であり，
経験価値の要素が，１）エンターテインメント，２）
芸術的価値，３）脱日常的価値，４）教育的価値
から成立しているとし，有吉（2013）は，競争に
誘引されたイノベーションによって経験価値を増
大させることができることを主張し，サッカー観
戦と経験価値の因子である「エンターテイメント
性」，「芸術性」，「脱日常性」，「教育性」，と観戦
頻度の関係，有意性を明らかにした．しかし，経
験価値に関する研究すべてにおいて教育的な側面
が扱われているわけではなく，齊藤ら（2010）の
研究では教育や知識，学習に関する因子は抽出さ
れていない．

（4）象限④についての検討
　ここでは，スポーツをみる機会（イベントやプ
ログラム）の中に教育的価値をその手段的価値と
して認めている研究を挙げる．そのイベント開催
や活動自体にある程度教育的価値が前提とされて
いるものが多く，みるスポーツは手段として選ば
れているに過ぎない．
　平成23年度文部科学白書（文部科学省）では，
生涯学習社会の実現と教育政策の総合的推進の中
で，社会教育の充実・活性化が謳われている．ス
ポーツをみることに関わる生涯学習を構想すれ
ば，スポーツをみることをめぐって様々な情報提
供が行われ，スポーツに関わる情報処理と知的理
解の面白さを追求する学習機会を提供することが
必要と言えるだろう．ここに，スポーツをみるこ
とを手段（題材）とした学習・教育プログラムの
研究意義を見出すことができる．
　日本において人気のある観戦型スポーツのひと
つはオリンピックである．オリンピックにはオリ
ンピック教育が存在しており，ピエール・ド・クー
ベルタンが構想した教育的，平和的な理念によっ
て各国のオリンピック委員会やオリンピックアカ
デミーが活動を働きかける仕組みである．IOCは，
オリンピックの価値教育プログラムを作成し，そ
こには５つの教育的価値「努力する喜び」，「フェ
アプレイ」，「他者への尊重」，「卓越さの追求」，「身
体，意志，心の調和」が示されている．日本にお
けるオリンピック教育は，「一教科である体育に
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限らず，特別活動や課外活動も含む学校教育，あ
るいはその延長線上にある生涯学習の中身として
も確認できるはず」であると（一社）嘉納治五郎
記念国際スポーツ研究・交流センターはオリン
ピックムーブメントの中で言及している．

（5）まとめ
　学校体育におけるスポーツをみる機会は目的的
価値と手段的価値の境界が極めてあいまいであ
る．どちらも目的的な価値に準拠しているとも考
えられる．友添（2009）は「体育における人間形
成のあり方」を総合的な視点から議論している．
ここでもまた「人間形成」にむけた手段としての
体育（みるスポーツを含むと仮定する）が，教育
的価値を基準とすると手段的であるとするか目的
的であるとするかについては判断しかねるだろ
う．現代の教育観の特徴のひとつである「生きる
力」といった言葉も同様である．指導要領等には
手段的な文言があっても，そもそも公教育の場で
扱われているということを根拠に説明することが
できるからである．
　しかし，スポーツをみることと「生涯学習」に
は距離があるように感じられ，「みるスポーツ」
を「教育」や「学習」するという違和感は拭い去
ることができない．スポーツ観戦は娯楽であり余
暇（つまり仕事や教育に割かれる時間の余った時
間で行う活動）であるというこれまでの考え方に
よって目的的価値・手段的価値の分類もまた研究
者の価値観に大きく左右されるだろう．象限③④
の研究は，人間に備わる学習・成長の欲求と，現
在日本における学習社会の実現を後押しする政策
目標を考慮し，みるスポーツの現場もスタジアム
を中心に，地域のチームや住民を対象に事業を行

うことでより望ましい観客教育を行うことが出来
るという視点に立っている．当初は仮説的に設定
した研究分野の分類枠組み（表３）であったが先
行研究のレビューを終え，みるスポーツにおける
教育的価値について整理したところ表４のように
まとめることができた．

〈注〉

※１部活動が教育的価値を有するかについての議
論は別として，スポーツの大衆化に伴い学校
教育の中で扱われる「甲子園」がみるスポー
ツイベントとして教育的価値以上のものを生
み出している（西原，2006）との指摘もあり，
必ずしも青少年と成人の間に明確な境界線が
あるわけではない．あとに登場するオリン
ピック教育もまた学校体育を巻き込んだ社会
全体への教育という点で境界線を持たないも
のの一例である．

※２清水（2012，p191）は「今社会が求める人材は，
社会人としての常識を身に付けていて，しっ
かりとした基礎学力に支えられ，市民の一人
として社会が抱える諸問題を発見し，新しい
問題に仲間と共に粘り強取り組み解決出来る
リーダーになれる人材である．つまり，内発
的に動機付けられた強い意思で，自分の考え
を仲間に伝え巻き込み行動でき，知識（知的
学習）と経験（試行錯誤と修正）積むことによ
り，新しい課題・問題解決の能力備えた集団
を形成できる中心的人材ということになる．
そのためには，自分自身で本質を見抜くため
に，観る，診る，視る，看る，覧る，試みる・・・・
能力が必要であろう．組織で意思決定判断す
る時，大切なことは，『誰が正しいかでなく，

表４　本論における研究分野の分類

目的的価値 手段的価値

学校体育
（青少年）

象限①
参与形態の多様化
（みるスポーツ）

象限②
コミュニケーションの手段

他者理解

スポーツイベント
象限③

観戦動機
経験価値

象限④
生涯学習社会の実現
オリンピック教育
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何が正しいかで判断すること』である．」と
述べており，こうした人間像がスポーツをみ
ることでも養われる可能性は十分考えられ
る．しかし，ここでいう「観る，診る，視る，
看る，覧る」がスポーツをみることを指して
いるのかについては疑問が残るため，スポー
ツ実施に終始した側面と述べた．
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　本章では，海外におけるスポーツ価値・価値意
識に関する文献として，国連や国家的政策レベル
のドキュメントにおける記述を内容分析するとと
もに，主にスポーツ心理学における代表的な先行
研究をレビューする．

１．ユネスコ「体育・スポーツに関する国際
憲章」（以下，ユネスコ憲章という）

１．１　�International�Charter�of�Physical�Educa-
tion�and�Sport（1978）

　ユネスコ憲章は，体育・スポーツの教育の内容，
方法や技術の改善と，生涯教育の一環としての体
育・スポーツの振興を目的として，1978年の第20
回総会で決定されたものである．ユネスコ憲章
は，体育・スポーツへのアクセス権を保証し，適
切な施設や用具と同様に，教師やコーチや行政が
体育・スポーツのプログラムを作成・開発するた
めの多くの指導原理を含んでいる．ユネスコ憲章
は，1991年の第26回総会で改正され，スポーツへ
の驚異となっていることへ有害な影響や危険性を
防ぐために設けられた条項が追加された．

１．２　改訂の動き
　2013年５月28日から30日，ドイツのベルリンで
開催された，第５回体育・スポーツに関する大臣・
担当者による国際会議（MINEPS V）の参加者は，
ユネスコの事務総長に対して，彼らの知見や要望
を反映するように，ユネスコ憲章の改正を検討す
るように求めた．第37回総会は，MINEPS Vのフォ
ローアップに関する議論を行う間に，この問題を
取り扱い，ユネスコ憲章の改正に関する決議案を
採択した．
　事務総長による最新のレポートは，UNESCO
のためのICSSPEによる研究について言及してい
る．ユネスコ憲章は，オリンピック憲章（継続的
に改正され，2013年版が最新）やヨーロッパスポー

ツ憲章のような地域スポーツ憲章は，国内・国際
的なスポーツの発展のための中心的な拠り所（レ
ファレンス・ポイント）として役立ってきた．こ
れらの条項や詳細部分の多くは，今日でも一般的
な原則のレベルでは妥当性を維持しており，1978
年に設定されたテーマは，スポーツの国内・国際
的な諸宣言を形作り続けている．
　ユネスコ憲章の中心的な主張は，体育・スポー
ツへの参加は，年齢や身体的な属性に関わらず，
人間の権利であり，それを保障することは政府や
非政府機関の義務ということである．この主張は，
先例はなかったが，ユネスコ憲章にある含意は，
その後の世界的なスポーツ政策の範囲と大望に変
化を与えた．
　その後，体育・スポーツは，国連のさまざまな
条約において繰り返しテーマとして取り上げられ
てきている．
〇 女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関す

る条約（1979）
　第10条　 スポーツ・体育における参加機会の平

等
　第13条　 レクレーション活動，スポーツや文化

的生活のすべての側面における女性の
権利

〇子どもの権利条約（1989）
　第31条　 各国政府は，子どもが休息や自由時間，

年齢に応じて適切な遊びやレクレー
ション活動に参加する権利を認める

〇 人種主義，人種差別，外国人排斥及び関連のあ
る不寛容に反対する世界会議宣言（2001）

　第218条  各国政府には，世界の若者をいかなる
差別もない，人間理解と寛容，フェア
プレイと連帯を求めるオリンピック精
神のもとで，スポーツ実践を通した教
育をすることによって，スポーツにお
ける人種差別との戦いを強力に進める
ことを求める．

〇 スポーツにおけるアンチ・ドーピングに関する

６．海外におけるスポーツの価値・価値意識に関する文献レビュー
木村　和彦１）

１）早稲田大学
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諸国間のスポーツ構造の相違にもかかわらず，体
育・スポーツは健全な身体と健康だけでなく，全
面的で十分に均衡のとれた人間の発達にも貢献す
ることは明白であることに注目し，（以下略）

第２条　 体育・スポーツは，全教育体系において
生涯教育の不可欠の要素を構成する

２・２　 個人のレベルでは，体育・スポーツは健
康維持と増進に貢献し，健全な余暇の利
用を提供し，現代生活の欠点の克服を可
能とする．社会的レベルでは，体育・ス
ポーツは社会関係を豊かにし，スポーツ
だけではなく社会生活にとっても欠くこ
とのできないフェアプレイを発達させ
る．

第7条　 体育・スポーツの倫理的・道徳的価値の
擁護は，すべての人びとが不断に配慮し
なければならない

（まとめ）
　ユネスコ憲章で体育・スポーツは，諸国民の発
展の基礎となる，基本的な人間の価値（公正な競
争，連帯と友情，相互の尊敬と理解および人間の
高潔と尊厳に対する十分な尊重をともなう，諸国
民間および個々人間の親密な交流の促進を図るこ
と）により効果的に貢献すべきであると指摘して
いる（ここでは基本的な価値と言う）．また近年
の環境問題にとっても，体育・スポーツを自然環
境のなかで一体化することが，体育・スポーツを
豊かにし，かつ，地球資源の尊重と人類全体のよ
り大きな幸福のために地球資源を保存し使用する
関心とを呼び起こす価値（ここでは自然との一体
化価値と言う）があると言及している．また諸国
間のスポーツ構造の相違にもかかわらず，体育・
スポーツは健全な身体と健康だけでなく，全面的
で十分に均衡のとれた人間の発達（ここでは全人
的発達価値と言う）にも貢献することは明白であ
ると述べている．
　さらに体育・スポーツは，全教育体系において
生涯教育の不可欠の要素を構成する（ここでは教
育的価値と言う）として，個人のレベルでは，体
育・スポーツは健康維持と増進に貢献し，健全な
余暇の利用を提供し，現代生活の欠点の克服を可

国際条約（2005）
〇 障害者の権利に関する条約（2008）障害のある

人に他の人と平等に，レクリエーション，レ
ジャーやスポーツも含めて文化的生活に参加す
る権利があることを認める（第30条）

１．３　ユネスコ憲章の改訂に向けた提言の翻訳
　とりわけ“スポーツ”という用語は，各国の状
況において異なる意味で用いられるので，伝統的
ゲーム，ダンスや健康に関連した身体活動を含む
一定の活動が，見過ごされ，軽視される危険性が
ある．一般的な名称として“身体活動”という用
語による包括が検討されて良い．より一般的には，
憲章は，可能な限り具体的かつ測定可能な勧告を
含むべきである．
　ユネスコ憲章は，体育・スポーツの教育の内容，
方法や技術の改善と，生涯教育の一環としての体
育・スポーツの振興を目的として，1978年の第20
回総会で決定されたものである．ユネスコ憲章は，
体育・スポーツへのアクセス権を保証し，適切な
施設や用具と同様に，教師やコーチや行政が体
育・スポーツのプログラムを作成・開発するため
の多くの指導原理を含んでいる．ユネスコ憲章は，
1991年の第26回総会で改正され，スポーツへの驚
異となっていることへ有害な影響や危険性を防ぐ
ために設けられた条項（第7条）が追加された．

１．４　スポーツの価値について関連する記述
〈前文〉
　体育・スポーツは，諸国民の十分な発展の基礎
である基本的な人間の価値を説くことに，より効
果的に貢献すべきである．
　したがって体育・スポーツは，公正な競争，連
帯と友情，相互の尊敬と理解および人間の高潔と
尊厳に対する十分な尊重をともなう，諸国民間お
よび個々人間の親密な交流の促進を図るべきであ
ることを強調し，（中略）体育・スポーツを自然
環境のなかで一体化することは，体育・スポーツ
を豊かにし，かつ，地球資源の尊重と人類全体の
より大きな幸福のために地球資源を保存し使用す
る関心とを呼び起こすことを考慮し，世界に存在
する訓練と教育の形態の多様性を考慮し，しかし
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る．主たる結論は，次の8項目に集約される．
１ ．全ての年齢，男女ともに，定期的な身体活動

から便益を得ることができる．
２ ．有意な健康の便益は，ほとんどの場合，週レ

ベルの適度な身体活動を含むことによって得ら
れる（30分間の活発なウォーキング，あるいは
庭作業，15分間のランニング，あるいは45分間
のバレーボール）．

３ ．加えて，健康の便益は，より大きな量の身体
活動によって得られる．より長期的で活動的で，
定期的な運動療法を維持することができる人
は，より大きな便益をもたらす可能性がある．

４ ．身体活動は，一般的に早期の死亡率，心筋梗
塞，高血圧，大腸がん，とりわけ真性糖尿病の
リスクを低減する．身体活動はまた精神的な健
康を改善し，筋肉，骨，関節の健康にとって重
要である．

５ ．米国成人の60％は定期的に運動していない．
25％は全く運動していない．

６ ．米国の12−21歳の若者の半分近くは，不活発
である．さらに身体活動は，青年期に劇的に減
少する．

7 ．日常的に体育の授業に参加する高校生は，
1991年の42％から1995年には25％に減少した．

8 ．身体活動を理解し，推進するための研究は初
期的段階であるが，学校，職場や保健機関など
を通して，身体活動を推進するためのいくつか
の取り組みが評価され，成功している．

２．２　�Physical�Activity�and�Health（1996,�U.S.A.）
の目次

第１章　導入，概要と第１章の結論
第２章　推奨点と測定の歴史的背景，用語と進化
　　　　西洋の歴史的視点
　　　　身体活動，体力，健康という用語
　　　　身体活動の推奨点の進化
　　　　最近の身体活動の推奨点の概要
第３章　運動による身体的反応と長期的適応
　　　　運動による身体反応
　　　　運動トレーニングによる長期的適応
　　　　 体力維持，非トレーニング，長期の不活

動

能とする（ここではウェルネス増進価値と言う）．
社会的レベルでは，体育・スポーツは社会関係を
豊かにし，スポーツだけではなく社会生活にとっ
ても欠くことのできないフェアプレイを発達させ
る（ここでは，社会関係価値と言う）．また体育・
スポーツの倫理的・道徳的価値（ここでは倫理的
価値と言う）にも触れ，それを擁護するためには，
不断の配慮が必要であると指摘している．
　以上，ユネスコ憲章において記述されている体
育・スポーツの価値は，以下のようにまとめるこ
とができる．
　・基本的な価値
　・自然との一体化価値
　・全人的発達価値
　・ 教育的価値（ウェルネス増進価値（個人レベ

ル）と社会関係価値（社会レベル））
　・倫理的・道徳的価値

２．諸外国のコンセンサス・レポートにおけ
るスポーツの価値

２．１　Physical�Activity�and�Health（U.S.A.）
　運動やスポーツに関するコンセンサス・レポー
トは，これまでの運動やスポーツのさまざまな効
果に関する実証研究の包括的なレビューに基づい
て，その時点での研究結果についての一致した見
方をまとめたものである．たとえば，次にあげる
アメリカのPhysical Activity and Health（1996, 
U.S.Department of Health and Human Services）
は，例えば，運動の効果について疫学的な研究の
レビューの結果，
・ 心血管疾患とりわけ冠動脈疾患，高血圧の減少

効果あり．脳卒中に対して予防効果があるかど
うかは不明確．

・ 大腸がんのリスク減少．直腸がんとは証拠なし．
その他のがんについて不明．

・ 非インスリン型糖尿病（NIDDM）の予防効果
がある．

などと結論しているものであり，運動，スポーツ
や健康に関する政策や推進計画を立案する際に重
要なエビデンスを提供する．それは自然科学的な
研究結果に留まらず，運動やスポーツに関する行
動科学や社会科学的研究を含んだものとなってい
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章　ディスカッション
　第９章　 体力の評価　第10章　ディスカッショ

ン
　第11章　 健康状態の評価　第12章　ディスカッ

ション
　第13章　 遺伝，体力と健康　第14章　ディス

カッション
　第15章　ライフスタイル，体力と健康
　第16章　 運動と環境　第17章　ディスカッショ

ン
パートⅢ　身体活動による人間の適応
　第18章　 身体活動による心肺機能の適応
　第19章　ディスカッション
　第20章　 身体活動によるホルモンの適応
　第21章　ディスカッション
　第22章　身体活動による骨格筋の適応
　第23章　ディスカッション
　第24章　 炭水化物，脂肪とアミノ酸の代謝に関

する運動の効果　第25章　ディスカッ
ション

　第26章　 脂肪組織の運動による適応　第27章　
ディスカッション

　第28章　身体活動による骨と関節組織の適応
　第29章　ディスカッション
　第30章　 神経システムと感覚の適応　第31章　

ディスカッション
　第32章　 身体活動による行動的適応　第33章　

ディスカッション
パートⅣ　病気における身体活動と体力　　
　第34章　 身体活動と体力および動脈疾患　第35

章　ディスカッション
　第36章　 運動，体力と心臓血管疾患　第37章　

ディスカッション
　第38章　運動，体力と高血圧
　第39章　 運動，体力と糖尿病　第40章　ディス

カッション
　第41章　 運動と肥満　第42章　ディスカッショ

ン
　第43章　 運動，体力と関節炎，骨粗鬆症　第44

章　ディスカッション
　第45章　 運動，体力と腰痛　第46章　ディス

カッション

第４章　健康と疾病に対する身体活動の諸効果
　　　　全体的な死亡率
　　　　心臓循環系の疾患
　　　　癌
　　　　非インスリン依存型糖尿病
　　　　骨関節炎
　　　　骨粗鬆症
　　　　肥満
　　　　メンタル・ヘルス
　　　　健康関連のクオリティ・オブ・ライフ
　　　　身体活動の逆効果
　　　　逆効果の発生
第５章　身体活動のパターンと傾向
　　　　アメリカにおける成人の身体活動
　　　　アメリカにおける青少年の身体活動
第６章　身体活動の理解と振興

身体活動に関する行動学的，社会科学的
研究に用いられている理論とモデル
成人の身体活動に関する行動学的研究
子どもと青少年の身体活動に関する行動
学的研究
有望なアプローチ，障害，資源

２．３　�Exercise,� Fitness� and�Health（1990,�
Canada）� –A�Consensus� of� Current�
Knowledge（edited� by�C.Bouchard,�
R.J.Shephard,�T.Stephens,� J.R.Sutton�
and�B.D.McPherson）の目次

パートⅠ　 コンセンサス・ステートメントとイン
トロダクション・アドレス

　第１章　 運動，体力と健康：コンセンサス・ス
テートメント

　第２章　1966年対1988年の問題
　第３章　 健康と長寿の決定的要因としての身体

活動と体力
　第４章　 運動する社会と運動しない社会のコス

トと便益
パートⅡ　 身体活動，体力および健康の評価と決

定的要因
　第５章　余暇と仕事における身体活動の評価
　第６章　ディスカッション
　第7章　 身体活動への参加の決定的要因　第8
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ある．スポーツの価値・価値意識研究においても
実証的なレベルでは，何らかのスポーツの価値の
構成論や分類論が必要になると考えられるが，そ
の際にもできる限りエビデンス・ベースの態度で
臨む必要があると考える．

３．スポーツ価値・価値意識研究のレビュー
（海外）

３．１　文化価値に関する議論
　Jhon Holdenは，Cultural Value and the Crisis 
of Legitimacy（2006）において，文化政策や行
政において，財政的な厳しさもあり，公的な資金
によって芸術や文化を支援するための正当性が問
われているとして，もう一度文化の価値を実証的
に裏づける概念的枠組みや測定手法が必要である
と主張している．そこでは，文化の価値の３つの
側面として，本質的価値，手段的価値および制度
的価値をあげている．
　これをスポーツへの参与形態を縦軸にとったマ
トリックスにすると，以下のような表になり，こ
れまでの研究が，スポーツ参与の多様化にともな
うスポーツの価値・価値意識研究の極めて限られ
た部分にしかアプローチできていないことがわか
る．

３．２　スポーツの価値・価値意識研究
　海外におけるスポーツの価値・価値意識に関す
る研究の潮流としては，まず1970年代後半から，
主にスポーツ心理学分野におけるスポーツ参加
への動機研究として展開し，1990年代になって，
後述するYSVQ（Youth Sport Values Question-
naire）にみられるような「価値（values）」を明

　第47章　 運動と慢性呼吸障害　第48　ディス
カッション

　第49章　 運動と免疫，癌，感染症　第50章　ディ
スカッション

　第51章　 運動，体力と手術，疾病や感染症から
の回復　第52章　ディスカッション

　第53章　 運動，体力とメンタルヘルス　第54章
ディスカッション

パートⅤ　 成長，生殖的健康，加齢における身体
活動と体力

　第55章　 成長，運動，体力と後々への影響
　第56章　ディスカッション
　第57章　 生殖：運動による適応と男女の健康
　第58章　ディスカッション
　第59章　 運動，体力と加齢　第60章　ディス

カッション
　第61章　 運動実施のリスク：突然の心臓死と傷

害
　第62章　ディスカッション
（まとめ）
　アメリカとカナダのコンセンサス・リポートは，
運動・スポーツの自然科学的（一部は社会科学的）
な実証的研究の広範なレビューに基づいて，その
時点での運動・スポーツの身体的および心理的な
効果（疾病の回復や予防を含む）をまとめたもの
であり，国や地方政府が運動・スポーツに関する
政策を立案する場合の根拠として用いられる．コ
ンセンサス・リポートは，スポーツの価値・価値
意識研究にとっても有用な視座を与えてくれる．
すなわちスポーツの価値がスポーツの属性である
とすると，その属性が客観的な根拠（証拠やデー
タ）を持っていることが大切であるという視点で

表１　スポーツの価値・価値意識研究の視座

価値レベル
参与形態

本質的価値（個人） 手段的価値（個人・社会） 制度的価値（社会）

する 従来のスポーツの価値研究
みる
支える
本質的価値（intrinsic values）　　：競技の楽しさ（する，みる）など
手段的価値（instrumental values）：健康，教育，生活，経済，国際交流など
制度的価値（institutional values）：スポーツ組織・制度の社会における信頼性，透明性，公平性など
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示した研究が行われてきている．
　例えば前者では，Iso-Ahola and Allen （1982） 
が，レジャーへの参加のアウトカム（勝ち，負

け，無し）の効果を，大学生を対象として検証し
ている．学内バスケットボール大会（競技目的と
レクレーション目的の２つ）に参加する60チーム，

　　　　表２　フォーカス・グループへの面接調査の結果から選択された価値項目

価　　　値 価値の記述
１．公正であること 公正で，ごまかさないこと．
２．仲間づきあい 友達と一緒にいること．
３．同情心 スポーツで私の周りにいる人びとを気にかけること．
４．協調性 集団の中で協調しようとすること．
５．誠実性 プレーや競技中，誠実で全力を尽くすこと．
６．持続性 試合や競技をダメにしないこと．
7．楽しさ 自分が楽しみ，面白がること．
8．良い試合 接戦の試合，レースや競争をすること．
９．健康と体力 スポーツによって体力を高めや健康的になること．
10．服従性 言われたことをすること．
11．個人的な達成 私ができるベストパフォーマンスをすること．
12．周りからの印象 よく見えること．
13．自己実現 プレー中歓声や好感覚を得ること．
14．技術の開示 よい技能や技術を発揮すること．
15．スポーツマンシップ 良いマナーでスポーツマンらしく，悪い敗者にならないこと．
16．チームのまとまり 困難な状況で，チームを盛り上げること．
17．寛容さ  彼らが嫌いな場合にも，スポーツ中には他の人びとを受け入れること．
18．勝利  他の人びとに勝ち，打ち破ること．

表３　イングランドにおける青少年アスリートの価値順位の平均値

順位 価値ラベル 項　　　　　目 Ｍ SD
１ 楽しさ 自分が楽しみ，面白がること． 4.22 1 .02
２ 個人的な達成 自分のパフォーマンスを改善すること． 4.04 1 .02
３ スポーツマンシップ 良いスポーツマンシップを示すこと． 3.90 1 .07
４ 持続性 いつも適切にプレーすること． 3.89 1 .11
５ 公正であること 公正であるようにすること． 3.73 1 .18
６ 同情心 必要な場合に人びとを助けること． 3.68 1 .12
7 寛容さ 他の人びとの弱点を許容すること． 3.67 1 .09
8 技術の開示 よい技能や技術を発揮すること． 3.59 1 .15
９ 服従性 言われたことをすること． 3.58 1 .24
10 チームのまとまり みんなが１つにまとまること． 3.50 1 .22
11 誠実性 他人を打ち負かさないこと． 3.47 1 .11
12 興奮性 興奮させる試合であること． 3.22 1 .38
13 健康と体力 体力向上のためにスポーツすること． 3.20 1 .46
14 自己実現 プレー中に歓声や好感覚を得ること． 3.04 1 .45
15 周りからの印象 他の人に良い印象を与えること． 2.94 1 .38
16 仲間づきあい 友達と一緒に何かをすること． 2.00 1 .652
17 協調性 他の誰とでも協調してやること． 1.86 1 .64
18 勝利 他の人より優れていることを示すこと． 1.27 1 .75

※ 表２から表３にかけて「良い試合」が「興奮性」に変わり，設問の仕方も微妙に変わっているが，
基本的な18項目の価値には変化がない．
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438人を対象とした調査によって，人間関係に関
する３つの因子，能力に関する２つの因子，逃避
あるいは気晴らしに関する２つの因子の合計7因
子からなる参加動機を明らかにした．
　Kirk and Kolt （1999）は，体操への参加動機
をオーストラリア，カナダ，中国，インドおよび
ギリシア間で比較分析している．そこでは，Gill, 
Gross, Huddleston （1983）に作られたPMQ（Par-
ticipation Motivation Questionnaire）を用いて，
7つの因子（チームへの所属，人気，エネルギー
放出，チャレンジ/楽しさ，多面的なスキル，達
成および認識/興奮）と，国際比較によってその
違いを明らかにした．
　後者の代表的な研究としては，Lee et all（2000）
が 開 発 し たYouth Sport Values Questionnaire

（YSVQ）があげられる．YSVQは，最終的には
12歳から16歳までの男女500人を対象とした実証
的な調査に基づいて，20項目（内２項目は，矛盾
する回答をスクリーンする項目）からなる質問に
よって，スポーツをする際に重視する価値を特定
し，青少年アスリートの行動を導く価値体系を明
らかにするためのツールである．その結果，最も
重要な価値は，“楽しむこと”と“個人的な達成”
であり，最も重視しない価値が，“勝利”である
こと，価値の順位は，性，年齢，スポーツのタイ
プやパフォーマンスのレベルによって異なること
を明らかにしている．調査対象となったスポーツ
は，チームスポーツ（サッカー，ラグビー，ネッ
トボール）と個人スポーツ（テニス，バドミント
ン，陸上競技）で，18の個別価値とその記述は表
２および表３の通り．
　いずれの研究も日本と同様に，「するスポーツ」
に限定して，比較的若い世代を対象としている．
その点では，測定尺度開発のプロセスやアプロー
チとしては重要な知見を提供してくれる．しかし
本研究で標榜するスポーツ価値・価値意識研究の
視点から見ると，スポーツライフスタイルにおい
ても，スポーツライフステージにおいても極めて

限定的なスケールを提供しているに過ぎないこと
が分かる．

４．�測定尺度開発の手続き−次年度に向けて−

　第１章で，菊ほかは，21世紀社会における生活
課題とスポーツとの関係を人びとの生き方や暮ら
し方に関連づけてとらえる「ライフスタイル・ス
ポーツ論」を構成するスポーツ価値に関する社会
学的研究が必要となると同時に，発育発達期をモ
デルとする体育的価値の限界をこえる，幼児期か
ら高齢期までの各ライフステージの特徴に応じた

「ライフステージ・スポーツ論」に基づくスポー
ツ価値意識研究の展開も求められるとした．また，

「いずれにしても，それらの価値尺度開発に向け
た方法論には，演繹的手法に基づく解釈学的方法
論と帰納的手法に基づく実証主義的方法論の使い
分けとその統合化が求められる．スポーツ価値意
識研究の展望は，歴史社会学的研究を軸とする時
間的パースペクティブと国際比較研究を軸とする
空間的パースペクティブとの交叉によって拓かれ
ていくものと考える．」とまとめているように，
第１報での広範なレビューに基づいて，スポーツ
の価値指標の選択・公正を行い，予備調査（必要
に応じて解釈学的手法と実証主義的手法を組み合
わせる）および本調査（ネットによる大規模調査）
を行い，３年次の国際比較研究に耐えうる「スポー
ツ価値意識測定尺度（PPSV）を開発していく．

本調査（ネットによる大規模な調査・最終指標選択）

妥当性 信頼性

予備調査（指標の評価・選択・尺度構成）

妥当性 信頼性 質的調査の必要性

第１報のまとめ（スポーツの価値指標の選択・構成）

価値の概念 価値の測定 スポーツの価値

※PSSV ; Perceptual Scale of Sport Value
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前　　　言

　スポーツの価値が人や社会に対する意味が不変
なものではなく，時代の流れにより，変化し続い
ている．これがスポーツ価値の変遷と言われてい
る（陳，2006）．例えば，昔の農業社会あるいは
工業社会におけるスポーツとは，労働者たちが体
を鍛え，生産をより効率的に従事するためのもの
であったが，脱工業社会において，スポーツ価値
の中心が人々の精神的充足や楽しさ，喜びをもた
らし，社会・経済の発展，民族精神を奮い起こす
などの面に傾けた．
　中国は改革開放して以来，社会経済が著しく成
長してきた．生活水準の向上に伴い，中国には
人々がスポーツに対する需要もどんどん上がって
いる．1995年６月20日に，中国国務院が≪全民健
身計画綱要≫という中国の国民運動綱要を公布し
た．また，同年8月29日に，第八回全国人民代表
大会常務委員会が≪中華人民共和国体育法≫とい
う中国最初のスポーツ基本法を通過した．これに
より，中国はこの20年間でスポーツ事業には様々
な成功を収めた．スポーツ参加人口が増えている
一方，人々のスポーツ価値観も大きく変わってい
る．特に，2008年北京オリンピック開催以降，中
国人民はスポーツの多様性を求めており，スポー
ツ価値に対する理解がより深くなった．そのため，
2009年8月19日に，中国国務院が≪全民健身条 
例≫という法令を通過した．この条例が大衆ス
ポーツに法律的な保護を提供し，中国スポーツの
発展がようやく法律化の道に入ってきたという証
拠もあった．
　本稿の目的は，中国政府が公布したスポーツ法
及び政策に関する内容分析を行うことによって，
政策環境の下で現れる中国のスポーツ価値及び今
後の傾向について検討する．

《中華人民共和国体育法》の概況

　1995年8月29日，第八回全国人民代表大会常務
委員会が≪中華人民共和国体育法≫という中国最
初のスポーツ基本法を通過した．総則第１条とし
て，スポーツ事業を発展し，国民の体質を高め，
運動力を促進し，社会主義における物質文明と精
神文明を建築するというふうに書かれた．この法
律が社会スポーツ，学校スポーツ，競技スポーツ，
スポーツ社会団体という４つの面を取り上げた

（第２章〜第５章）．社会体育方面には全民スポー
ツ，伝統スポーツ項目，老人また障碍者スポーツ
などの点を提示した．これはスポーツ参加者を全
国民の範囲に定まり，中国伝統文化としての伝統
スポーツ要素も含まれた．学校スポーツが学校側
は必ず国家の標準でスポーツ授業を行い，学生の
徳，智，体という三つの面を全部発展させなけれ
ばならない．つまり，学校スポーツがまだ教育の
手段として，学生の総合素質を鍛えるためのツー
ルと見なされている．競技スポーツがスポーツ選
手は優秀な成績を出し，国家の誉れを争うべきで
あると制定した．また競技の道徳性面にも強調し
た．競技スポーツに関する条例が他に比べると，
数が最も多く，内容の面も一番広い．その理由と
しては，競技スポーツが中国スポーツ事業の中に
最も中核な位置においていると考えている．ス
ポーツ社会団体について，国際大会，科学研究，
社会団体などの面を取り上げ，各政府部門の職務
と責任を強調したが，社会段階に対し具体的な管
理面の要求などに言及していない．
　中国体育法がスポーツという概念を定義してい
ない，スポーツという言葉が中国国民の価値観の
中にまだ曖昧な状態であり，スポーツ，レジャー，
伝統文化，ゲームなどの概念がまだ混乱している．
また，法律の内容について，各領域に明確の要求
を出したが，具体的な指示と区別がはっきりして
いないというのは現状である．

資料編　スポーツ政策から見た中国のスポーツ価値観
  崔　　潤発１）

１）早稲田大学大学院



─ 90 ─

通過した．その間には，地方法律の制定，オリン
ピック前の運動員管理条例，反ドーピング条例な
ど様々な法律規制を定めた．スポーツ法律の制定
により，中国スポーツ事業に明確なルールと方針
を決め，人々が自分の合法的な権利が守れるだけ
ではなく，国民がスポーツに対する法的意識も身
に付けた．
　スポーツをテーマとしての国際交流活動が新た
な展開を進めた．国の政府だけの交流ではなく，
民間においても国際スポーツ会議への参加者が増
えている．国際スポーツ交流活動を通じて，中国
の優秀な伝統スポーツ項目と文化を海外に発信さ
せ，国民の誇りを高めることが出来た．
　中華人民共和国が成立した初期には，国家が強
調していた“国民に向けるスポーツ運動”が発展
していて，現在に“全国民のスポーツ運動”とい
うテーマに変わった．これは中国スポーツ事業に
とって大きいな飛躍であり，中国社会と国民がス
ポーツに対する要求が根本的に変化したことを反
映していた（唐，2009）．その背景は，中国経済
の高速発展と国家主導の体制の下にスポーツが発
展してきた．国民の生活水準の向上により，積極
的にスポーツを接触しようと思い，スポーツの権
利に目覚めた．また，スポーツする目的として，
昔の体質の面を追求し，体力を発展するというこ
とから心と体両面の健康を求めるようになった．
また，スポーツ参加動機が社会の需要に適応する
から個人の需要に適応するように変わった．つま
り，個人におけるスポーツ参加動機が個性化また
多様化し，個人の要求が強まっている．例えば，
2009年に公布した≪全民健身条例≫の中に，高い
危険性を持つスポーツ項目（スキー，バンジージャ
ンプなどアドベンチャースポーツ）に関する経営
法令を提示した．これは国民の需要に向け，アド
ベンチャースポーツ運営に法律的な基準を制定し
たと考えている．また，“全民健身日”という記
念日の設立で，更にスポーツという項目を国民の
生活の中に宣伝した．≪全民健身計画綱要≫実施
して以来，人々の心がスポーツに対する要求が増
えていて，積極的にスポーツを参加したり，スポー
ツに関する活動を行ったりすることが多くなっ
た．唐（2009）が≪全民健身計画綱要−実施十五

≪全民健身計画綱要≫の功績から見たスポーツ価
値の変遷

　1995年に，中国国務院が公布した≪全民健身計
画綱要≫が中国のスポーツ発展に対し，一つ歴史
的な節目と見なされている．綱要の目的として，
もっと広い範囲で大衆スポーツ活動を展開させ，
人民の体質を高め，中国の社会主義現代化を発展
させるためである．この綱要の御蔭で，中国スポー
ツ事業が大幅に進展してきた．2011年11月，中国
国家体育総局が公布した≪全民健身計画綱要−実
施十五年≫という白書によると，いくつか大きな
成就を収めた：
　全民スポーツが全国で幅広く展開されてきた．
中国政府の関連調査によると，2004年中国7−70
歳人口の中にスポーツ参加人口が1997年に比べ，
5.7％を高めた．2007年まで，中国にスポーツ参
加人口が28.2％に達していた．また近年，中国に
おけるスポーツ関連組織が増加している．中国政
府が国民のスポーツ組織の創新を促した．現在，
政府が主導し，社会に依頼させ，幅広い分野に渡
り，中国特色的なスポーツ組織システムを構築し
てきた．この綱要を通じて，スポーツの健康理
念を生み出し，人々がスポーツに対する熱意が上
がってきたことが分かった．
　スポーツ指導管理者の増加とスポーツに関する
科学的な研究の進歩により，人々が健康的な生活
を行うために，より正確的なスポーツ練習法と科
学的なスポーツ知識を身に付ける要求が上がって
いる．中国におけるスポーツ専門指導者人数が
1999年の150,000人から2010年の695,890人に達し
た．
　スポーツに関連するサービス業が盛んになっ
た．その背景として，人々のスポーツ消費意識と
水準が上がっていることであった．スポーツ消費
の総量が著しく成長している一方，消費の構造が
より多様化，個性化という方面に向けた．2004年
中国経済調査によると，中国スポーツ産業増加値
が590億元，2006年−2008年の間に，中国スポー
ツ産業は年平均20％増えていた．
　スポーツ法律化の推進として，2009年8月19日
に，中国国務院が≪全民健身条例≫という法令を
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スポーツ事業をさらに発展させるために，中国国
務院が2009年8月19日に，≪全民健身条例≫とい
う法令を通過した．この条例が全国民のスポーツ
参加に法律的な証拠を提供し，社会，学校，スポー
ツ関連部門を規範化するように法律的な要求を求
めた．

これから中国におけるスポーツ価値の傾向

　中国共産党の指導思想の一つとして，2003年中
国胡錦涛主席が提出した「科学発展観」の核心思
想は「以人為本」という言葉が出てきた．つまり，
人を中心に或いは人のためにするということであ
る．これは新世紀の中国核心価値観ともいわれて
いる．そのため，中国スポーツ事業が人を中心に
するという前提で発展していくことで，中国国民
がスポーツに対する理解が更に深め，昔の教育手
段としてのスポーツがこれから個人の健康，娯楽，
個性，多様性などの面に傾けると考えている．
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年≫の内容を参考し，≪全民健身計画綱要≫にお
ける社会価値を：１．国民の健康素質を高めた ２．
国民の生活を豊かにし，生活の質も高めた ３．現
代スポーツ発展の方向を示し，中国のスポーツ基
礎になっている．４．国民の生活消費を促し，国
民の経済成長に繋がっている．５．中国社会主義
建設，調和する社会を作ることに役立ったという
５つのメリットに分けた．

2008年，北京オリンピック後の反省

　競技スポーツが中国スポーツ事業発展の中核と
して，いつも大きいな課題と挙げた．1984年ロサ
ンゼルスオリンピックから，2008年北京オリン
ピックまで，中国の競技スポーツが様々な成功を
収めたと言えるだろう．しかしながら，中国社会
経済の発展に従い，中国の国際地位が上がり，特
に北京オリンピックで輝かしい結果が出た後，中
国国民が金メダルに関する注目度がどんどん減っ
てしまった．その原因として，競技スポーツの民
族激励価値が中国の国際位置の向上に従い，どん
どんなくなっていると考えている．中国のスポー
ツ体制から見れば，学校スポーツが教育部門に属
し，競技スポーツの育成がほとんどスポーツ学校
というようなスポーツ専門部門から育ってきた．  
選手の訓練，選抜，試合というのは一般市民と離
れている状態である．そのため，国民と身近な関
係ではなく，競技スポーツは国の栄光を取るツー
ルとして存在してきた．そして，競技成績を追求
しすぎると，功利主義になってしまい，競技スポー
ツとは更に国民の生活と離れていく．現在，中国
国民の生活水準が上昇しており，人々が精神生活
の充実を求めている．スポーツは単純の競技だけ
ではなく，身近なものであるというようになった．
しかも，近年，スポーツ社会団体，スポーツ関連
企業など様々なスポーツ関連部門の設立が増えて
いる．従って，国民のスポーツをする権利を守り，
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　「メディアとスポーツ」を研究対象とするとき，
スポーツ実施（するスポーツ）における技術向上
やプログラム開発に向けた書物・映像に関する研
究や，スポーツ観戦を含みメディアを通して広く
スポーツをみることに関する研究等が存在してい
る．本論における文献レビューの対象はスポーツ
を「みる・読む・語る・写す」といった後者の分
野である．多木（1995）によれば，スポーツはメディ
アを介して観客を含む社会的出来事そのものとし
て生み出されている．メディアはスポーツの日常
的享受を可能にし，大衆化に大きな影響を与えた．
大衆性とは価値意識が網の目のように絡まり合い
ひとつの価値を共有する状態であり，価値を作り
だす「メディア」が指すものはスポーツについて
書かれた新聞・雑誌・書籍・WEBサイト，スポー
ツについて扱うTV番組，スポーツ中継，ネット
動画など多岐にわたる．
　我々がメディアを通してスポーツに触れる際，
どの程度自由に純粋にスポーツの本質を享受して
いるのだろうか．逆にいえば枠組みにとらわれず
読み取ること，みることなど不可能であり，メディ
アを通したスポーツの享受はその枠組みを幾度と
なくすり抜けてきた結果出来上がった作品の享受
である．多くの場合，特定の既視感をテンプレー
トとして読み取り，みるための枠組みを反復し生
産している．メディアを通してスポーツを語り映
し出すことは，大なり小なり作り手の意図を反映
したものとなる．恣意的，取捨選択という行為は
全て価値意識に基づいているといっても過言では
なく，スポーツとメディアに関する文献（書籍や
研究論文）の分析はその主題を抽出することで価
値・価値意識を明らかにすることが出来ると考え
た．
　本論では，スポーツとメディアに関する文献レ
ビューを中心に，実践的な報告・研究のあるもの

を整理し，そこに表れている価値（主題）にはど
のような傾向があるのかについて検討を行った．
またメディアに関する批判的検討から，新たなメ
ディアとしてのSNSや動画サイトを含むニューメ
ディアは今後どのような役割をもつのかについて
考察を行う．

１．文献レビューによる日本のメディアにおける
スポーツの価値・価値意識

　「スポーツとメディア」「メディア・スポーツ」
に関する研究をまとめたものに山中（2000），早
川（2005），大橋（2014）があげられる．山本（2000）
の論文はメディア・スポーツ研究の動向について
検討しており，その中心はアメリカの文献であっ
た．早川（2005）は「そもそもメディア・スポー
ツとは何か」について，これまで現象学的把握に
終始してきたこの概念を明確にするため，メディ
ア・スポーツ概念の大枠を先行研究から整理・提
案している．検討された日本の主な文献は，橋
本（1986：2002），広瀬（1997），神原（2001）で
あり，本論と重なる部分が多い．しかし，本論は
そうした文献の中で扱われる実証的研究の結果か
ら価値・価値意識を抽出・整理しようとするもの
であり，概念の提案を目的とする早川（2005）と
は分析の視点が異なる．大橋（2014）は過去2000
年以降の日本におけるメディア・スポーツに関す
る論文および文献を収集している．2000年は当時
の郵政省によってメディアリテラシーに関する調
査研究会による報告書が出された年であり，とり
わけこの時期からメディアに関わる活動は活発に
なっているため，それ以前の研究をまとめた山本

（2000）の延長線上に自身の研究を位置付けてい
る．さらに，大橋ら（2014，p29）は現在のスポー
ツ放送におけるステレオタイプな形式は放送の多
様性の欠如を示し，さらにメディア制作や視聴者
に与える影響だけでなく，スポーツの持つ多様な
価値を矮小化して伝えてしまう可能性について指

資料編　日本のメディアにおけるスポーツの価値・価値意識に関する�
文献レビュー

  醍醐　笑部１）

１）早稲田大学大学院博士課程
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「アンチドーピング」「努力」などのメッセージが
並んでいる．
　橋本（1988）は記号論を方法論として日本のプ
ロ野球報道を分析し，「道徳的価値」「義理人情的
関係」「エセノセントリズム」「ナショナルアイデ
ンティティ」等のイデオロギーが伝達・強化され
ていることを示している．これらの類の研究は情
報が送り手から受け手に一方的に伝達されること
が前提となっており，受け手側での情報の拒絶や
多様な解釈な無視されている（高橋2011，p42）
との指摘も存在する．
　荒川（2008）はアテネオリンピックが開催され
た2004年のテレビ番組を調査しメディアメッセー
ジとその受けとしてとのかかわり方に焦点を当て
テレビスポーツプログラムの類型化を行ってい
る．その結果，スポーツ実況，スポーツニュース，
スポーツ・ドキュメント，スポーツ情報，スポー
ツ科学・教養，スポーツ・バラエティ，スポーツ
対談の7形態が存在していた．中でも価値・価値
意識についてはスポーツ実況において，「スポー
ツの本日である競技の偶然性や賭けの性質は無視
され，新鮮味のない固定的な『スポーツによる人
間形成』『教育の一環』『チームのための犠牲』『純
真さ』『郷土の誇り』など」といった言説をあげ
ている．
　高井（2000）は，高校野球が「郷土アイデンティ
ティ」を強く喚起させる特徴があると結論付けて
いる．
　阿部（2008）は，シドニーオリンピックでの北
朝鮮と韓国による合同行進の映像を用いて大学
生・大学院生を対象に調査を実施している．ビデ
オ視聴後にグループディスカッションを行い，メ
ディアによって語られる「民族」や「在日」といっ
た言葉からメディアメッセージを多様に解釈して
いたことを明らかにしている．
　深澤（2010）は，「スポーツを観戦するという
ことは，多くの場合スポーツをテレビで見る経
験である（p162）」とし，メディア・スポーツに
おける物語性について論じている．物語の中心と
は広く社会で共有されている価値観であり，これ
を物語ジャーナリズムと評し選手個人の物語化と
スポーツそのもののドラマ化をあげる．取り上げ

摘している．
　実証研究を行っているものを個別にみていく
と，橋本（1986）は文化（メディア・スポーツ）
研究のための記号論をベースに実際に新聞とテレ
ビについてシンタックスとレトリックのレベルで
分析を行っている．その結果，スポーツ新聞で特
筆すべきことは例にあげた大相撲の経過や結果を
伝えるというよりも，そこから派生する何かを積
極的にコノートする姿勢であり，「対立構造」や「獲
得の過程」などを通じての，「男らしさ女らしさ」

「地域的アイデンティティ」「家父長制」「たて社
会」「師弟愛」「競争」などのわが国における支配
的価値やイデオロギーを明らかにしている．テレ
ビでは，特に音声が「ストイックな鍛錬」「地域
アイデンティティ」「忍耐・根性」「権力者への盲
従」等の価値やイデオロギーのディスクールを形
成すると考えられている．
　「現代スポーツ評論」（橋本純一編，2002）の
なかには，メディア・スポーツのテクストとして
女性スポーツの中のフェミニズム，ジェンダー，
駅伝と印刷メディアを分析する中での啓蒙的，教
育的価値，漫画とアニメのなかにみる近代社会の
価値観（友情・ヒーロー・アンチヒーロー・ヒュー
マニズム・恋愛・成功），障害者スポーツにみる
同化，異化，分離，統合といった価値観の多様化
について触れられている．さらには，放映権や応
援文化の文脈で必ず語られるのがグローバリゼー
ジョンやナショナリズムといった政治的な価値で
ある．
　「メディア文化を社会学する」（高井ら，2009）
の副題は「歴史・ジェンダー・ナショナリティ」
であり，それぞれ「歴史」「ジェンダー」「ナショ
ナリズム」を表している．スポーツ中継の応援放
送（絶叫放送）は解説者のこうした価値観が強烈
に表れるとも述べている．
　「現代スポーツ社会学序論」の始まりは「第
１部：時代を映すスポーツ人物・考」（海老原，
p１−40）である．「考」とはスポーツ観，つま
り価値意識と結びついている．時代性が価値意識
と密接にかかわっていることが明らかとなってい
る．メディア・スポーツの戦略（p143−169）に
ついての論考では「ヒーローとヒール」や「正義」
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　文献レビューを通して抽出された価値（作り手
の価値意識）は①教育②地域③ナショナリズム④
ジェンダー⑤啓蒙⑥美談⑦近代社会⑧競技⑨支配
⑩歴史が抽出された．重なりを考慮すると，①教
育的価値②政治的価値（ナショナリズム・地域性・
応援放送）③啓蒙的価値（ジェンダー・フェミニ
ズム・障害者スポーツ・マイノリティ・アンチドー
ピング）④現代理想的価値（ヒーロー・アンチヒー
ロー・恋愛・友情・成功）⑤競技的価値⑥支配的
価値⑦歴史的価値と位置付けることができた．

２．ソーシャル・メディアの出現と価値・価値意
識

　先に述べた大橋ら（2014）による現在のスポー
ツ放送においてはスポーツの持つ多様な価値を
矮小化してしまうといった指摘や，ブルデュー

（1991）による「テレビによって普及が促進され
た結果，いかなる実践的能力ももたない観客は増
える一方で，そうした観客は，成績とか勝ち負け
といった実践の外在的側面の方に注意をむける」
であろうというかつての懸念はメディアリテラ
シー教育と重なる研究領域であるが，批判的意見
はあるものの，実証的研究はほとんど見られない．
　関（2000）は，現代スポーツのスポーツ現象を
特徴づけている指標は３つあるとし，そのひとつ
にメディア・スポーツ化が挙げられている．「オ
リンピックやサッカーのワールドカップなどの莫
大な放映権料に見られるように，スポーツの発展
はもはやメディアとの関係を抜きに考えることは
できなくなった」と述べ，メディアの「みていて
面白くするための努力」を始まりとして，メディ
アは視聴者（消費者）の欲求を受け取り従属し，
その価値意識にみあった商品としてのスポーツを
作り出した．現代，観客は観戦によって引き受け
た価値を総動員して新たなものを生み出すことが
できる．外面化されたテクストはそれ自体に価値
を帯び，情報の拡散，知識の共有，コミュニケー
ションの生起，記録・歴史といった集合的記憶を
作り出す役割を持つ．「国民全コメンテーター時
代」とも言われ，スポーツ観戦のあと誰でもが
SNS等を通じてスポーツ分析・批評を行うことが
出来るようになった．

られている言説の傾向は以下の二点である．一点
目は試合のみどころを提示する図式化があげられ
る．試合を観戦する上で押さえておくべきポイン
トが試合前，試合中に提示され面白く見るための
判断材料が提供される点である．二つ目は，応
援放送化である．つまり「ナショナリスティッ
クな報道」である．「昨今のスポーツ中継はエン
ターテイメントとしての要素が色濃く出すぎて
いる気がする．そのことは勝敗の妙の理解を助
けるのではなく，視聴者が余韻に浸ることを阻害
し，送り手の考えを押し付けることにもなる」と
指摘し，見ているものはメディア化されたスポー
ツ，スペクタクル（みせもの）であり（深澤，
p163･164），メディアを通してのスポーツ観戦は
本質を屈曲させることすら可能であることを懸念
している．
　物語性に表れる価値について亀山（1990）は，「ス
ポーツメディアの意識の根底にはスポーツを人間
社会のあるべき姿として比喩的に，あるいは象徴
的に捉えようとする姿勢がある．−中略−これら
が物語の基準．人々の常識や価値観と結びつき規
範としてのイデオロギー作用を伴いながら視聴者
に届けられる．物語の叙述の中心とは，諸事実（部
分）を取捨選択して配列するための基準（価値）」
であると述べている．
　梅津（2012）は，2011年“なでしこジャパン”
のテレビ出演に関する分析を行った．実証的研究
の目的のひとつは「番組制作で意図する技術・編
集，プロデューサーやアナウンサーたちが依拠し
ている価値などはどのようにテクストに反映され
ているのか」であり，その結果アナウンサーの発
する質問には伝統的性役割（恋愛・結婚・出産）
に縛られた質問が存在していた．選手の回答をみ
ても，こうした価値に縛られている選手も少なく
ないことが示唆されている．そうした中，メディ
ア側も送り手と受け手の二項対立で固定的に捉え
ることに限界が生じ，一方向からではなく視聴者
の参加，ツイッター，選手の海外ブログ，各民放
テレビ局からの視聴者への応援メッセージなどに
よって，送り手と受け手の境目があいまいになり
メディア・スポーツの在り方が変容してきている
ことを指摘している．
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人のもつ価値意識との関係性についても理解して
いく必要があるだろう．
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